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2■．第1回薬剤師国家試験出題基準改定部会 資料7：薬剤師国家試験出題基準の   

検討における論点（案）  

3．第1回薬剤師国家試験出題基準改定部会 参考資料2（一部改変）：出題の範囲   

に関する意見照会  

4．薬剤師国家試験出題基準（平成16年3月）   



医道審議会薬剤師分科会薬剤師国家試験出題基準改定部会委員名簿  

平成22年3月24日現在   

国際医療福祉大学薬学部教授・薬剤部長  

大阪薬科大学教授  

北海道大学薬学部教授  

北海道薬科大学薬学部教授■薬学部長  

東邦大学薬学部教授  

昭和大学薬学部教授  

帝京大学薬学部長  

愛知学院大学薬学部教授  

千葉大学大学院薬学研究院教授  

富山大学薬学部教授  

㈲おいで薬局  

明治薬科大学教授  

九州大学病院薬剤部教授  

東京理科大学薬学部教授  

摂南大学薬学部教授  

静岡県立大学薬学部教授・薬学部長  

三重大学医学部附属病院教授・薬剤部長  

広島大学薬学部教授  

名古屋市立大学薬学部教授  

福岡大学薬学部教授  

東京大学大学院薬学系研究科教授  

福山大学薬学部教授  

慶鷹義塾大学薬学部教授  

昭和大学薬学部教授  

社団法人日本薬剤師会会長  

鈴鹿医療科学大学薬学部教授  

日本大学薬学部教授   

旭 満里子  

石田 寿昌  

井関 健   

市原 和夫   

井手 達雄   

伊藤 喬  

◎ 井上 圭三   

岩本 喜久生   

上田 志朗   

上野 雅晴   

生出 泉太郎   

大石 一彦  

大石 了三  

岡 淳一郎   

荻田 喜代－  

○ 奥 直人  

奥田 真弘  

小澤 孝一郎  

小野寄 菊夫  

片岡 泰文  

堅田 利明  

金尾 義治  

金澤 秀子  

亀井 美和子  

児玉 孝  

楼井 弘  

鈴木 孝  



広島大学大学院医歯薬総合研究科教授  

佐野調剤薬局  

京都大学薬学部教授  

昭和薬科大学大学院客員教授  

国立医薬品食品衛生研究所代謝生化学部長  

東北大学薬学部教授  

東邦大学薬学部教授  

静岡県立大学薬学部教授  

新潟薬科大学薬学部教授  

永野薬局  

東京理科大学薬学部教授  

大阪大学薬学部教授  

帝京大学薬学部教授  

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科教授  

金沢大学医薬保健研究域薬学系教授  

前 徳島文理大学香川薬学部教授  

東京薬科大学教授・薬学部長  

岐阜薬科大学教授  

立命館大学薬学部薬学科教授  

新潟薬科大学薬学部教授  

社団法人日本病院薬剤師会会長  

武庫川女子本学薬学部教授  

神戸薬科大学薬学部教授  

北陸大学薬学部教授  

東京薬科大学薬学部准教授  

帝京大学薬学部教授  

一橋大学法学研究科教授   

京都薬科大学教授  

昭和薬科大学教授  

高野 幹久  

高橋 寛  

辻本 豪幸  

手島 邦和   

手島 玲子  

寺崎 哲也  

寺田 勝美   

豊岡 利正  

長友 孝文  

永野 康己  

中村 洋  

那須 正夫   

夏苅 英昭  

成松 鎮雄  

早川 和一   

原山 尚  

平喝 明  

平野 和行  

藤田 卓也  

藤原 英俊  

堀内 龍也  

三木 知博   

宮田 興子   

宮本 悦子  

宮本 法子  

山崎 正利  

山田 洋  

吉川 雅之  

渡遺 書照  

（五十音順、敬称略）   ◎：部会長、○部会長代理  



各領域の出題の範囲について（たたき台）  
（各領域の作業グループから提出された意見を整理したもの）  
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【物理】  

出題の範囲（各領域作業グループから提出された意見を整理したもの）  

大項目  中項月  小項目  小項目の例示  

Cl物質の物理的性質   （1）物質の構造   化学結合   化学結合の成り立ち  

軌道の混成  

分子軌道の基本概念  

共役や共鳴ゐ概念  

分子間相互作用   静電相互作用  

フアンデルウールスカ  

双極子間相互作用  

分散力  

√   水素結合  

電荷移動  

疎水性相互作用  

原子・分子   電磁波の性質および物質との相互作用  

分子の振動、回ヰ云、電子遷移  

スピンとその磁気共鳴  

分子の分極と双極子モーメント  

偏光および旋光性  

散乱および干渉  

結晶構造と回折現象  

放射線と放射能   原子の構造と放射壊変  

屯離放射線の種類、それらの物質との相互作用  

代表的な放射性核柚の物理的性質  

核反応および放射平衡  

放射線の測定原理  

（2）物質の状態Ⅰ   総論   ファンデルウールスの状髄方程式  

気体の分子運動とエネルギーの関係  

エネルギーの立子化とボルツマン分布  

エネルギー   系、外界、境界  

状儲関数の種類と特徴  

仕事および熱の概念  

定容黙容虚および定圧熱容丑  

熱力学第一法則（式を用いた説明）  

代表的な過孝呈（変化）における熱と仕事  

エンクルピー  

代表的な物理変化、化学変化に伴う標準エンタルビー変化  

標準生成エンタルビー  

自発的な変化   エントロピー  

熱力学第二法則  

代表的な物理変化、化学変化に伴うエントロピー変化  

熱力学第三法則 ■  

自由エネルギー  

自発的な変化の方向  

自由エネルギーの圧力と温度による変化（式を用いた説明）  

自由エネルギーと平衡定数の温度依存性（van’tHofFの式）  

（3）物貫の状態正   物理平衡   相変化に伴う熱の移動（CIausius－Clapeyronの式など）  

相平衡と相律  

代表的な状態区（一成分系、ニ成分系、三成分系相図）  

物質の溶解平衡   

一卜   



溶液の束一的性質（浸透圧、沸点上昇、凝国点降下など）  

界面における平衡  

吸着平衡  

分配平衡  

溶液の化学   化学ポテンシャル  

活王と活量係数  

平衡と化学ポテンシャルの関係  

電解質のモル伝導度の濃度変化  

イオンの輸率と移動度  

イオン強度  

電解質の活量係数の濃度依存性（Debye－HuGke！の式）  

電気化学   代表的な化学電池の欄類とその相成  

標準電極電位  

起，屯力と標準自由エネルギー変化の関係  
′‾、 

Nem＄tの式の玉東導  

濃淡電池  

膜電位と能動輔送  

（4）物質の変化   反応速度   反応次蝕と速度定数  

代表的な反応次数の決定法  

代表的な（擬）一次反応の速度定数  

代表的な複合反応（可逆反応、平行反応、連続反応など）の特徴  

反応速度と温度との関係（A汀hen山sの式）  

怖突理論  

遷移状態理論  

代表的な触媒反応（酸・塩基触媒反応など）  

物資の移動  拡散および溶解速度  

沈降現象  

流動現象および粘度   

C2 化学物質の分析   （り化学平衡   酸と塩基   酸・塩基平衡  

水素イオンの濃度測定  ／  

pHの計算  

緑彿作用  

代表的な楢川酎孜の特徴とその調製法  

化合物のpHによる化学欄とその濃度の変化（sp8Ci8tlon）  

各種の化学平衡   錯体tキレート生成平衡  

沈殿平衡（溶解度と溶解度桁）  

酸化還元率位  

酸化還元平衡  

分配平衡  

イオン交換  

（2）化学物質の検出と定量   定性試験   代表的な無機イオンの定性反応  

日本薬局方収載の代表的な医薬品の舐三忍試峻とその内容  

日本薬局方収載の代表的な医薬品の純度試験とその内容  

定立の基礎   統計処理  

医薬品分析法の／中ノデーション  

日本薬局方収駐の里長分析法の原理および操作法  

日本薬局方収載の容量分析法  

日本薬局方収載の生物学的定量法の特徴  

容量分析   中和滴定の原理、操作法および応用例  

非水滴定の原理、操作法および応用例  

キレート滴定の原理、操作法および応用例   
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沈殿滴定の原理、操作法および応用例  

酸化還元滴定の原理、操作法および応用例  

電気滴定（電位差満足、電気伝導度滴定など）の原理、繰作法および応用例  

代表的な医薬品の容量分析  

金属元素の分析   原子吸光光度法の原理、操作法および応用例  

発光分析法  

光学異性体の分離分析法  

クロマトグラフィー   クロマトグラフィーの種類、それぞれの特徴と分離機欄  

クロマトグラフィーによる分離分析  

薄層クロマトグラフィー  

液体クロマトグラフィー  

ガスクロマトグラフィー  

（3）分析技術の臨床応用   分析の準備   生体試料の前処理  

臨床分析における精度管理および標準物質の意総  

分析技術   臨床分析の分野で用いられる代表的な分析法  

免疫反応を用いた分析法の原理、実施法および応用例  

酵兼反応を利用した分析  

電気泳動法  

代表的なセンサーの列挙、原理および応用例  

代表的なドライケミストリー  

代表的な画像診断技術（ヌ揺検査、CTスキャン、MRl、超音波．核医学検査など）  

画像診断薬（造影剤、放射性医薬品など）  

薬学領域で繁用されるその他の分析技術（バイオイメージング、マイクロチップなど）  

薬毒物の分析   薬物中春における生体試料の取扱い  

代表的な中寿原因物質ほL用物質を含む）のスクリーニング法  

中毒原因物真の分析   

C3 生体分子の姿・かたちをとらえる   （り生体分子を解析する手法   分光分析法   紫外可視吸光度測定法の原理、生体分子の解析への応用例  

盤光光度法の原理、生体分子の解析への応用例  

赤外・ラマン分光スペクトルの原理、生体分子の解析への応用例  

電子スピン共鳴（ESR）スペクトル測定法の原理、生体分子の解析への応用例  

旋光度測定法（旋光分散）、円偏光二色性測定法の原理、生体分子の解析への応用例  

核磁気共鳴スペクトル   核泌気共鳴スペクトル測定法の原理 

生体分子の解析への核磁気共鳴スペクトル測定法の応用例  

豊丘分析   質辻分析計の椎頸と質塩分析法  

生体分子の解析への質塩分析の応用例  

X線結晶解析   ×繰結晶解析の原理  

生体分子の解析へのX綿紹晶解析の応用例  

相互作用の解析法   生体分子間相互作用の解析法  

（2）生体分子の立体細道と相互作用   立体用造   生体分子（タン／くク寅、核酸、脂質など）の立休硝造  

タン／くク斑の立体捕造の自由度  

タン／くク質の立体柵造を規定する因子（疎水性相互作用、綿花相互作用、水素結合など） 

タン／くク貿の折りたたみ過程  

接離の立体硝造を規衰する相互作用の具体例  

生体膜の立体硝造を規定する相互作用の具体例  

相互作用   鎚と鎚穴モデルおよび誘導適合モデルの具体例  

転写・翻訳、シグナル伝達における代表的な生体分子間相互作用の具体例  

脂質の水中における分子集合梢造（膜、ミセル、膜タン／くク質など）  

生体高分子と医薬品の相互作用における立体Ⅰ粍追的要因の重要性の具体例   
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【化学】  

出題の範囲（各領域作業グループから提出された意見を整理したもの）  

大項目  中項目  小項目  小項目の例示  

C4 化学物質の性質と反応   （り化学物質の基本的性質   基本事項   基本的な化合物の命名、ルイス構造式  

薬学領域で用いられる代表的化合物の慣用名とIUPAC命名法  

有機化合物の性質に及ぼす共鳴の影響  

有機反応における結合の関裂と生成の様式  

基本的な有機反応（置換、付加、脱離、転位）の特徴  

ルイス酸・塩基の定薮  

炭素原子を含む反応中間体（カルポカチオン、カル／ヒオン、ラジカル、カルベン）の橋造と性質  

反応の進行（エネルギー園を用いた説明）  

有機反応（電子の動きを示す矢印を用いた説明）  

有線化合物の立体棟造   柵造異性体と立体異性体  

キラリティーと光学活性  

キラリティーと薬理活性  

エナンチオマーとジアステレオマー  

ラセミ休とメソ化合物  

立体配置の表示法（相対配放と絶対配置〉  

Fi∫Cher投影式とNewman投影式を用いた有機化合物の構造  

エタンおよぴブタンの立体配座と安定性  

無機化合物   代表的な典型元素、その特徴  

代表的な遭移元素、その特徴  

窒素酸化物の名称、構造、性質  

イオウ、リン、／ヽロゲンの酸化物、オキソ化合物の名称、相違、性質  

代表的な無機医薬品  

錯体   代表的な錯体の名称、ヰ構造、基本的性質  

配位結合  

代表的なドナー原子、配位基、キレート言式薬  

錯体の安定度定数  

緒体の安定性に与える配仕手の柵造的要素（キレート効果）  

措体の反応性  

蔭薬品として用いられる代表的な錯体  

（2）有機化合物の骨格   アルカン   基本的な炭化水素およぴアルキル基のIUPACの規則に従った命名  

アルカンの基本的な物性  

アルカンの相造異性体の図示、敗の提示  

シクロアルカンの環の歪みを決定する要因  

シクロヘキサンのいす形配座と舟形配座（図示）  

シクロヘキサンのいす形配座における水素の結合方向（アキシァル、エクアトリアル）（図示）  

置換シクロヘキサンの安定な立体配座を決定する要因  

アルケン・アルキンの反応性   アルケンヘの代表的なシン型付加反応、反応機構  

アルケンへの臭素の付加反応の槻用（園示）、反応の立体特異性（アンチ付加）  

アルケンへのハロゲン化水素の付加反応の位置選択性（Ma止0Vnikov則）  

カルポカチオンの級数と安定性  

共役ジエンヘのハロゲンの付加反応の特徴  

アルケンの酸化的聞裂反応、柵造解析への応用  

アルキンの代表的な反応  

芳香族化合物の反応性   代表的な芳香族化合物の物性と反応性  

芳香族性（日日ckel則）の概念を説明できる。  

芳香族化合物の求電子置換反応の他用  

芳香族化合物の求電子置換反応の反応性および配向性に及ぼす置換基の効果   
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芳香族化合物の代表的な求核置換反応  

（3）官能基   概説   代表的な官能基、個々の官能基を有する化合物の命名  

複数の官能基を有する化合物のⅠ命名  

生体内高分子と薬物の相互作用における各官能基の役割  

代表的な官能基の定性試験  

官能基の性質を利用した分離精製  

日常生活で用いられる化学物質（官能基別）  

有機ハロゲン化合物   有機ハロゲン化合物の代表的な性質と反応  

求核置換反応（SNlおよぴSN2反応）の機構、立体化学  

ハロゲン化アルキルの脱ハロゲン化水素の機柵（図示）、反応の位置選択性（Say也8絹Ij）  

アルコール・フェノール・チオール   アルコール頬の代表的な性質と反応  

フェノール類の代表的な性質と反応  

フェノール類、チオール類の抗酸化作用  

エーテル   エーテル類の代表的な性質と反応  

オキシラン類の開環反応における立体特異性と位置選択性  

アルデヒド・ケトン・カルポン酸   アルデヒド類およぴケトン類の性質と代表的な求核付加鱒応  

カルポン酸の代表的な性質と反応  

カルポン酸訪亜体（酸ハロゲン化物、醗無水物、エステル、アミド、ニトリル）の代表的な性質と反応  

アミン   アミン短の代表的な性質と反応  

代表的な生体内アミン、構造式  

官能基の酸性度・塩基性度   アルコール、チオール、フェノール、カルポン酸などの酸性度（比較）  

アルコール、フェノール、カルポン酸、およぴその誘導体の酸性度に影響を及ぼす因子  

含窒素化合物の塩基性庇  

（4）化学物質の構造決定   －・≡   化学物資の構造決定に用いられる機器分析法の特徴  

1H NMR   NMRスペクトルの概要と測定法  

化学シフトに及ぼす構造的要因  

有機化合物中の代表的水素原子に関するおおよその化学シフト借  

豊水添加による重水素置換の方法と原理  

川NMRの撒分値の意味  

川NMRシグナルが近接プロトンにより分裂（カップリング）する理由と、分裂様式  

1日NMRのスピン結合定数から得られる情報、その内容   

代表的化合物の部分用造の1HNMRによる決定   

「光スペクトルの測定、止との 連 順し 13C NMR   13CNMRの測定により得られる情報の概略   

当該項目に集約すべき  代表的な楕造中の炭素た関するおおよその化学シフト値   

lR スペクトル   Ⅰ 

IRスペクトル上の基本的な官能基の特性吸収の帰属  

紫外可視吸光スペクトル   化学物質の用途決定における紫外可視吸収スペクトルの役割  

マススペクトル   マススペクトルの聴要と測定法  

イオン化の方法、それらの特徴  

ピークの撼類（基準ピーク、分子イオンピーク、同位体ピーク、フラグメントピーク）  

塩素原子や臭素原子を含む化合物のマススペクトルの特徴  

代表的なフラグメンテーション  

高分解能マススペクトルにおける分子式の決定法  

基本的な化合物のマススペクトル解析  

比旋光度   比旋光度測定法の概略  

実測値を用いる比旋光度の計算  

比旋光度と絶対配置の関係  

旋光分散と円二色性の概略  

総合演習   代表的な機器分析法による基本的化合物の構造決定   

C5 ターゲット分子の合成   （り官能基の導入・変換  アルケンの代表的な合成法  

アルキンの代表的な合成法   
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有機ハロゲン化合物の代表的な合成法  

アルコールの代表的な合成法  

フェノールの代表的な合成法  

エーテルの代表的な合成法  

アルデヒドおよぴケトンの代表的な合成法  

カルポン酸の代表的な合成法  

カルポン酸誘導体（エステル、アミド、ニトリル、酸ハロゲン化物、酸無水物）の代表的な合成法  

アミンの代表的な合成法  

代表的な官能基選択的反応こその粗相と応用例  

代表的な官能基の他の官能基への変換  

（2）複雑な化合物の合成   炭素骨格の珊築法   Dje】s－Alder反応の特徴（具体例）  

転位反応を用いた代表的な炭素骨格の捕築法  

代表的な炭素酸のpKaと反応性の関係  

代♯的な炭窯一虎丸棒舎生成反応けルドール丘応、マロン＃エステル合成、丁セト酢酸エステル合成」山九■l付制、M■（nl仁h反応、Grt■へ■rd反応．w価■反応など）  

位置および立体選択性   代表的な位置選択的反応、その他用と応用例  

代表的な立体選択的反応、その捷用と応用例  

保護基   官能基毎に代表的な保旺基、その応用例  

光学活性化合物   光学活性化合物を得るための代表的な手法（光学分割、不斉合成など）  

総合演習  談燭として与えられた化合物の合成法  
課埋として与えられた医薬品の合成法  

反応廃液の処理法   

C6 生体分子・医薬品を化学で理解する   （1）生体分子のコアとバーツ   生体分子の化学雄途   タン／くク質の高次珊造を規定する結合（アミド基聞の水素結合、ジスルフィド結合など）および相互作用  

庸頬および多校類の基本描造  

擾とタン／くク質の代表的な結合様式  

核酸の立体相違を規定する化学結合、相互作用  

生体膜を相成する脂質の化学描造の特徴  

生体内で拙能する複素環   生体内に存在する代表的な複素環イヒ合物、Ⅰ精進式  

核酸塩基、ヌウレオシド、ヌクレオチドの構造、水素総合を形成する位位  

複素根を含む代表的な補群発（フラビン、NAD、チアミン、ヒリドキサール、葉酸など）の機能（化学反応性との蘭迎）  

生体内で機能する錯体・勅崖化合物   生体内に存在する代表的な金属イオンおよび克体の捷能  

活性酸素の柵追、屯子配鑑と性質  

一酸化窒素の一遍子配性と性質  

化学から根る生体ダイナミクス   代表的な酵素の基質結合部位が有する硝造上の特徴（具体例）  

代表的な酵素（キモトリプシン、リボヌクレアーゼなど〉の作用繊細（分子レベル）  

タンパク質リン酸化におけるATPの役割（化学的）  

（2）医薬品のコアとバーツ   医薬品コンポーネント   代表的な医薬品のコア稲造（ファーマコフォア）、名称、分粗  

医薬品に含まれる代表的な官能基の性質に基づく分矩、医薬品の効果との関連  

医薬品に含まれる複素環   医薬品として禎乗用化合物が架用される根嘘  
医薬品に含まれる代表的な複素環化合物、分顎、及び名称  

代表的な芳香族複素環化合物の性身の芳香族性との関連  

代表的芳香族複素甥の求電子書式薬に対する反応性および配向性  

代表的芳香族複素牒の求核試薬に対する反応性および配向性  

医薬品と生体高分子   生体高分子と非共有結合的に相互作用しうる官能基  

生体高分子と共有結合で相互作用しうる官能基  

物質の立体捕造の表示  

作用機序の明確な代表的医薬品の描造と反応  

生体分子を模倣した医薬品   カテコールアミンアナログの医薬品、それらの化学用途の比摂  

アセチルコリンアナログの医薬品、それらの化学構造の比較  

ステロイドアナログの医薬品、それらの化学細道の比較  

考亥酸アナログの医薬品、それらの化学欄造の比旭  

ペプチドアナログの医薬品、それらの化学柵造の比較   
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生体内分子と反応する医薬品   アルキル化割とDNA塩基の反応  

インターカレータ「の作用横序（図示）  

β－ラクタムを持つ医薬品の作用槻序（化学的）   

C7 自然が生み出す薬物   （り郵こなる動植鉱物   生薬とは何か   代表的な生薬、その特徴  

生薬の歴史  

生稟の生産と流通  

薬用植物   代表的な薬用植物の形態  

代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効握ど  

代表的な生薬の産地と基原植物の関係（具体例）  

代表的な薬用植物を形態の鑑別  

代表的な薬用植物に含有される薬効成分  

植物以外の医薬資源   動物、鉱物由来の医乗晶（具体例）  

生薬成分の楕造と生合成   代表的な生薬成分の化学構造に基づく分類、それらの生合成経路  

代表的なテルベノイドの柵造の生合成経路、その基原植物  

代表的な強心配縮体の硝造の生合成経路、その基原植物  

代表的なアルカロイドの構造の生合成経路、その基原植物  

代表的なフラボノイドの構造の生合成経路、その基原植物  

代表的なフエニルプロパノイドの溝造の生合成経路、その基原種物  

代表的なポリケチドの柵造の生合成経路、その基原植物  

農薬、香虹晶としての利用   天然物質の農薬、香粗品などの原料としての有用性（具体例）  

生薬の同定と品質評価  日本薬局方の生薬総則および生薬試験法  

代表的な生薬の鑑別  

代表的な生薬の確言忍試験  

代表的な生薬の純度試験  

生薬の同定と品質評価法  

（2）薬の宝庫としての天然物   シーズの探索   医薬品として使われている天然有機化合物およびその誘場体（具体例）  

シーズの探索に貢献してきた伝統医学、民族植物学  

医薬原料としての天然物貫のや源確保に関する間組点  

天然物質の取扱い   天然物賃の代表的な抽出法、分離絹製法  

代表的な天然有機化合物の珊造決定法  

微生物が生み出す医薬品   抗生物質、化学柵造に基づく分類  

先王掛こよる医薬品の生産   微生物による抗生物質（ペニシリン、ストレプトマイシンなど）生産の過程  

発酵tこよる有用物質の生産   微生物の生産する代表的な糖質、酵素、利用法  

（3）現代医療の中の生薬・漢方薬   漢方医学の基礎   漢方医学の特徴  

漢方薬と民間薬、代替医療との相違  

漢方薬と西洋薬の基本的な利用法の速い  

漢方処方の解析   漢方処方と「証」との関係  

漢方薬の薬理作用  

漢方処方に配合されている代表的な生薬、その有効成分  

速乾別の漢方治療   代表的な漢方処方の適応症と配合生薬  

代表的な疾患に用いられる生薬および漢方処方の応用、使用上の注意  

漢方処方の応用   漢方エキス製剤の特捜、煎液との比顆  

医椚用と一般用5奥方製剤  

漢方薬の代表的な副作用や注意事項と再評価   

C17 医薬品の開発と生産   （2）リード化合物の創製と最適化   医薬品創製の歴史   古典的な医薬品開発から理論的な創薬への歴史  

標的生体分子との相互作用   医薬品開発の標的となる代表的な生体分子  

医薬品と積的生体分子の相互作用の具体例（立体化学的租点）  

立体異性体と生物活性との関係に関する具体例  
薫き 医薬品の構造とアゴニスト活性、アンタゴニスト活性との関係に関する具休例  

スクリーニング   スクリーニングの対象となる化合物の起源  

代表的なスケノーニング法   
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リード化合物の鳳適化   定量的構造活性相関の／くラメーター、その薬理活性に及ぼす効果  

生物学的等価性（バイオアイソスター）の意義  

薬物動態を考慮したドラッグデザイン   
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【生物】  

出題の範囲（各領域作業グループから提出された意見を要理したもの）  

大項目  中項目  小項目  小項目の内容の例示  

生命体の成り立ち   器官の構造と機能   神経系   中枢神経系  

体性神経系  

自律神経系  

骨格■筋肉系   骨と関節  

筋肉系  

皮膚   皮榊・触覚  

循環器系   心臓  

血管系  

リンパ系  

呼吸器系 肺、気管支  

消化器系   消化管（食道、胃、十二指腸、小腸、大腸）  

肝臓、膵臓、胆嚢  

泌尿器系   腎臓、膀胱  

生殖器系   精巣、卵巣、子宮  

性周期  

内分泌系   脳下垂体、視床下部、甲状腺、副甲状腺、副腎、膵臓ランゲル／＼ンス島  

感覚器系   視覚、聴覚、嗅覚、味覚と関わる器官  

血液・造血器系   血液  

骨髄、脾臓、胸腺  

細胞の構造と機能   細胞と組織   臓器、組織を梢成する細胞  

組絶形態  

細胞膜   細l抱膜の構造と性質  

細胞隈を構成する生体分子  

膜電位、膜透過  

物質・イオンの移動  

細胞内小器官   核、ミトコンドリア、粕面小池体、滑鱒小腹軋リソソーム、ゴルジ体、ペルオキシソーム  

細胞質、細胞骨格、細胞壁  

膜動輸送、エンドサイトーシス、エキソサイトーシス  

細胞の分裂と死   体細胞分裂の披珊  

細胞周掴  

アポトーシスとネクローシス  

正常細胞とがん細胞  

細胞間コミュニケーション   綾着柵造  

細胞接着分子  

細胞外マトリックス  

生体の機能別節   神経・筋の調節機Ⅰ滞   神経系の興諜と伝場  

シナプス伝達  

神権系、感覚器を介するホメオスタシス  

神経系による筋収縮の調節  

ホルモンによる調節機構   分泌他用、作用機構、ホメオスタシスの調節  

血摘の訓節晩稲  

循環・呼吸系の調節梯梯   血圧の調節概州  

肺・組織におけるガス交換  

血液凝固・鱒溶系の機構 

体液の調節機構   体液の調節機描  
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尿の生成機珊、尿量の調節機構  

消化・吸収の調節機州   神経の作用  

ホルモンの作用  

体温の調節機構   体温の調節概澗  

生命休の誕生   個体発生と器官形成   受精、発生過程、器官形成  

遺伝と疾患   遺伝の様式  

遺伝子変異  

染色体異常による疾患  

微生物   微生物の役割   生態系の中での微生物の役割  

原核生物と真核生物の速い  

細菌   構造と増殖機構  

系統的分頬  

グラム陽性薗と怯性菌、好気性菌と嫌気性菌の退い  

マイコプラズマ、リケシテア、クラミジア、スピロヘータ、放線菌  

腸内細菌  

細菌の追伝手伝連（接合、形質導入、形質転換）  

細菌毒素  

ウイルス   洒造と増殖過程  

ウイルスの分類  

真菌・原虫・寄生虫   真菌の性状  

原虫、寄生虫の生活史  

消尭と滅菌   滅菌、消毒、防腐および殺鼠、紳菌の概念  

細菌の同定書式験法   細菌の同定各式挨法（染色、生化学的性状試験、血清型別三式験、分子生物学的試験、好気性・病原性の有無、   

分子レベルの生命理解   細胞を相成する分子   脂質の唖頬・稲造と特性   脂肪酸（飽和■不飽和脂肪酸）  

アシルグリセロール、ステロール頬、ワックス  

リン脂質  

縮脂質  

脂質の生合成・代謝経路   脂肪酸の生合成  

コレステロールの生合成・代謝  

相賀の撒顆・l舞過と特性   グルコース  

グルコース以外の主な単糖  

二糖托  

多糖類  

複合多糖  

糖質の定性・定立試験法  

アミノ酸の種頬・構造と特性   標準アミノ酸、必須アミノ酸  

アミノ酸の生合成・代謝経路   アミノ酸代謝  

尿素サイクル  

ポルフィリン代三羽  

アミノ酸の先天的代耕具照  

アミノ酸の定性・走出三式鹸法  

ビタミン、無機質の種板・細道と特性   水溶性ビタミン（ビタミンBl、ビタミンB2、ビタミンB6、ビタミンβ12、ビタミンC、ナイアシン、葉酸、ビオテン、パントテン酸）  

脂溶性ビタミン（ビタミンA、ビタミンD、ビタミンE、ビタミンK）  

ミネラル（Na、K、Ca、Mgなど）  

必須撤退金属  

欠乏・過剰による疾病・症状  

生命情報を担う追伝子   核酸の撒規・捕造と特性   核酸塩基、ヌクレオシド、ヌクレオチド  

DNA  

RNA  

ヌクレオチド（プリン・ヒリミジン）の生合成と分解  

追伝情報を担う分子   遺伝情報の流れとセントラルドグマ、逆転写   
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DNA鎖とRNA鎖  

染色体と遺伝子の構造   染色体、ゲノム、遺伝子 

染色体の構造  

プロモーター、エンハンサー、エキソン、イントロン  

RNAの種類と働き  

転写と翻訳のメカニズム   RNAへの転写と調節  

転写の確認（ノーザンプロット、RT－PCR）  

RNAのプロセシング  

タン／くク質への柑訳と調節  

リポソームの構造と機能  

遺伝子の複製・変異・修復   DNAの複製  

遺伝子の変異（突然変異）  

DNAの修復  

遺伝子多型と生体への影響   遺伝子多型  

一塩基多型（SNP〉  

疾患関連追伝子  

生命活動を担うタンパク質   タン／くク算の構造と機能   ペプチド、ペプチド結合  

単純タン／くク質  

複合タンパク貫  

一次、ニ次、三次、四次構造  
「共役胤  

当該項目に集約すべき  
タンパク質の相調改修飾  

反応特性と基質特異性  

反応様式に基づく分報  

物理から  捕酵素、微量金属  
「酵素反応及びその桔抗阻害と非措抗阻害の機珊」を削除し、   反応速度諭、阻害様式  

当該項目に集約すべき  
活性調節撤捕（アロステリック調節〉  

酵素以外の機能タンパク質   受容体、イオンチャネル  

トランスポーター（輸送体）  

血鮫lノボタン／くク箕と脂質柏送  

細胞骨格タン／くク質  

収縮系タンパク質  

タン／くク質の取扱い   定性および定立試験法  

分離、精製、同定法（SDS－PAGE、ゲルろ過・イオン交換クロマトグラフィー、ウエスタンプロット法）  

生体エネルギー代紺   栄養素の利用   消化・吸収、体内運限  

代謝経路とATPの産生   ATPとその他の高エネルギー化合物  

解綾系  

クエン酸回路  

電子伝達系（酸化的リン酸化）  

脂肪酸のβ酸化  

アセテルCoAの．役割  

ミトコンドリアの役割  

ATP産生の阻害物質とその他用  

ベントースリン醒回路  

アルコール発酵、乳酸発酎  

飢柏・飽食状態と代謝変動   グリコーゲンの合成と分解  

橋新生とその前駆体  

ケトン体の利用  

血庸変動と肺腺ホルモン  

脂肪酸合成とその前駆体  

ケト原性アミノ酸と縮原性アミノ酸  

生理活性分子とシグナル分子   ホルモンの産生、作用、分泌調節   ペプチド性ホルモン   
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アミノ酸誘導体ホルモン  

ステロイドホルモン  

ホルモン異常と疾患・病態  

エイコサノイドの生合成と作用   プロスタグランジン  

ロイコトリエン  

生理活性アミンの生合成と作用   セロトニン、ヒスタミン  

生乳舌性ペプチドの作用   アンギオテンシン、ブラジキニン  

神経伝達物質の生合成・分解経路と作用   アセチルコリン、カテコールアミン頬、アミノ酸・ペプチド類、一酸化窒素  

サイトカイン頬の特徴と作用   増殖医子、インターロイキン、インターフェロン、ケモカイン、エリスロポエチン  

細胞内情報伝達   細胞膜受容体  

二次メッセンジャー、カルシウムイオン（カルモジュリン）  

Gタン／くク買、受容体チロシンキナーゼ  

タンパク質リン酸化・脱リン酸化（キナーゼカスケード）  

核内受容体・転写因子、遺伝子発現  

遺伝子操作t遺伝子工学   遺伝子操作の基本   組換えDNA技術の概要  

組換えDNA実験指針、安全性と倫理  

遺伝子のクローニング技術   遺伝子クローニング法の概要  

ベクター  

cDNAとゲノミックDNA  

追伝子ライブラリー  

PCR法  

RNAの逆転写と逆転写群舞  

DNA塩基配列の決定法  

遺伝子機能の解析技術   特定のDNAおよぴRNA検出法  

特定遺伝子の発現と抑制法  

トランスジェニック動物、ノックアウト動物の作成法  

ES細胞および体細胞クローン  

㍊伝子工学の応用（病気の診断・治頂、追伝子組換え医薬品・食品、再生医療）  

免疫■生体防御   生体防御反応   自然免疫と独得免疫  

異物の侵入に対する物理的、生理的、化学的バリアー  

補体の活性化経路と機能  

自己と非自己、特異性、クローン、多様性、記憶  

クローン選択説  

体液性免疫と細胞性免疫  

免疫を担当する組織・細胞   免疫に関与する組織と臓器  

免疫】旦当細胞の唖柏と役割  

細胞間ネットワーク  

免疫のしくみ   抗体分子の種類、構造、役割  

MHC抗原の硝造と機能  

T細胞、NKT、NK細胞  

抗体分子およぴT細胞抗原受容体の多様性を生み出す槻珊  

サイトカイン、ケモカインの働き   

感染症と生体防御   免疫系の破綻と制御  

免疫系が関係する疾庖   アレルギーの分煩、担当細胞、反応機構  

炎症の一般的症状、担当細胞、反応粗描  

自己免疫疾患の特徴と成凶  

免疫不全症候群  

免疫応答の制御   臓器移植と拒絶反応  

感染症と免疫応答  

腫瘍排除に関与する免疫反応  

代表的な免疫賦活療法．  
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予防接種   予防接種の腺理とワクチン  

ワクチンの種類と特徴（生ワクチン、不活化ワクチン、トキソイド、混合ワクチン）  

予防接種の種類と実施状況  

免疫反応の利用   モノクローナル抗体とポリクローナル抗体の作製方法  

抗原抗体反応を利用した検査  

抗原検出の原理（ELISA法、ウエスタンプロット法など）  

感染症   ウイルスと疾患   DNAウイルス（サイトメガロウイルス、EBウイルス、ヒトヘルペスウイルス、アデノウイルス、／くルポウイルスB†9、B  

型肝炎ウイルス）  

RNAウイルス（ポリオウイルス、コクサッキーウイルス、エコーウイルス、ライノウイルス、A型肝炎ウイルス、C型肝  
炎ウイルス、インフルエンザウイルス、麻疹ウイルス、ムンブスウイルス）  

レトロウイルス（川∨、HTLV）  

細菌感染症  グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌）と疾患  
グラム陰性球菌（淋菌、髄膜炎薗）と疾患 

グラム帽性梓菌（破傷風菌、ガス壊症薗、ポッリヌス薗、ジフテリア菌、炭症菌、ウエルシュ菌、腸炎ビブリオ菌）と  
疾患  

グラム陰性梓菌（大腸菌、赤痢菌、サルモネラ菌、チフス菌、ベスト菌、コレラ菌、百日咳菌、腸炎ビブリオ菌、緑  
膿菌、ブルセラ菌、レジオネラ菌、インフルエンザ菌）と疾患  

グラム喰性スビリルム属病原菌（ヘリコバクター・ビロリ菌）と疾患  

杭酸菌（結核笹、非定型抗酸菌）と疾患  

スピロヘータ、マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアと疾患  

菜園、原虫、その他の微生物   深在性真酪（アスペルギルス、クリフトコックス、カンジグ、ムーコル）、表在性束箇（白釆）と疾患  

原虫、寄生虫による疾患  

プリオン悠染症  

感染症の予防   院内感染の発生要因、感染経路、原因微生物、防止対策  

日和見感染症   

バイオ医薬品   バイオ医薬品とゲノム欄報   組換え体医薬品   組換え体医薬品の特色と有用性   

担  
代表的な組換え体医薬品   

組換え休医薬品の安全性   

遺伝子治爪   遺伝子治療の原翠、方法、倫理的問娼点   

細胞を利用した治療   再生医療の原理、方法、倫理的問題点  
薬剤に移動すべき  ゲノム情報と創薬   ヒトゲノムの構造と多様性  

との意見あり  バイオインフォマテイクス  
追伝子多型の解析法（ゲノミツクサザンプロット法など）  

ゲノム創薬、創薬ターゲットの探索、分子標的薬  

SNPsの種板（分類）と意概  

疾患関連追伝子   代表的な疾患（癌、糖尿病など）聞達追伝子  

疾患関連追伝子情報の薬物療法への応用   
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【衛生】  

出題の範囲（各領域作業グループから提出された意見を整理したもの）  

大項目  中項目  小項目  小唄臼の例不   

Cll健康   （り栄養と健康   栄養素   栄養素（三大栄養素、ビタミン、ミネラル）、それぞれの役割  

各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセス  

食品中のタン／くク覧の栄養的な価値（栄養価）  

エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼吸商、推定エネルギー必要量の意味  

生物領域から削曝し、 食事摂取基準の意義  

当該項目に集約すべき  日本における栄養摂取の由状と問題点  

栄養素の過不足による主な疾病  

食品の品質と管理   食品が腐敗する梯柵  

油脂が変敗する機構と変質試験  

食品の褐変現象（主な反応と機構）  

食品の変質を防ぐ方法（保存法）  

食品成分由来の発がん物質、その生成機用  

代表的な食品漆加物、その働き  

食品添加物の法的規制と問題点  

主な食品添加物の言式蹴法  

代表的な保心機能食品、その特徴  

アレルギー原因食品の法的規制  

遺伝子組換え食品の現状と問題点  

食中轟   食中希の柚栢、発生状況  

代表的な細菌性・ウイルス性食中毒、原因微生物の性質、症状、原因食品、予防法  

自然茹による食中毒、原凶物質、作用1射精、症状  

代表的なマイコトキシン、それによる焼飯障害  

化学物質（盤金属、残留農薬など）による食品汚染とイ建康障害  

（2）社会と集団と健康  保イは統計  集団の像蔽と疾病の現状を把促する上での人口統計の意教  

人口紳態と人口動I遁  

国勢肌丑の日的と意鞋  

死亡に関する指標の定赦と意粒  

人口の将来予測に必要な指標、その急熱  

恨康と疾病をめぐる日本の現状   死因別死亡率の変遷  

日本の人口推移と将来予測  

高齢化と少子化によりもたらされる問題点  

疫学   疾病予防における疫学の役割  

疾病の成因（宿主要因と損壊要因）  

疫学の柚頬（記述疫学、分析疫学など）とその方法  

患者・対帽研巽の方法の概要とオッズ比の計算  

要因・対照研究（コホート研究）の方法の概要と相対危険度、寄与危険度の計算  

医薬品の作用・副作用の調査における疫学的手法の有用性  

疫学データを解釈する上での注意点  

（3）疾病の予防   他康とは   健康と疾病の桝念の変遷とその理由  

世界保旭機構（WHO）の役割  

疾病の予防とは   疾病の一次、ニ次、三次予防  

疾病の予几引こおける予防接唖の意麹  

新生児マスえグノーニングの意鞋、代表的な検査項目  

疾病の予防における薬剤師の役割  

感染症の現状とその予防   現代における感染症（日和見感染、院内慈染、国際性染症など）の特徴  

新興悠染症および再鼎悠染症  

－、二、三振感染症および代表的な四、五類漁染症、分類の根拠   
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母子感染する疾患、その予防対策  
性行為感染症、その予防対策と治療  

予防接種法の定める定期予防接種の種類、接種時期  

生活習慣病とその予防   生活習慣病の種類とその動向  

生活習慣病のリスク要因  

食生活と喫煙などの生活習慣と疾病の関わり  

職業病とその予防   主な職業病、その原因と症状   

C12 環境   （り化学物質の生体への影響   化学物質（乱用薬物を含む）の代謝・代謝的活性化  代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、排泄の基本的プロセス  

第一相反応が関わる代謝、代謝的活性化  

第二相反応が関わる代臥代謝的活性隼  

化学物質による発がん   発がん性物質などの代謝的活性化の機構  

変異原性試験（Amos夏式蚊など）の原理と実施法  

発がんのイニシエーションとプロモーション  

代表的ながん追伝子、がん抑制追伝子、その異常とがん化との関連  

化学物質の毒性   化学物質の毒性を評価する主な試験法  

肝臓、腎埴、神経などに特異的に毒性を示す主な化学物質  

代表的な有害化学物質（重金属、農薬、ダイオキシン頬など）の急性・慢性重任の特徴  

重金属や活性酸素による陣寄を防ぐための生体防御因子  

轟性評価に必要な指模（圭一反応関係、開催、NOAELなど）  

化学物質の安全摂取虚（1日許容摂取量など）  

有害化学物質の人への影響を防ぐための法的規制（化新主など）  

環境ホルモン（内分泌挽乱化学物質）が人の健康に及ぼす影響とその予防策  

化学物質（乱用薬物を含む）による中罷と処置  代表的な中轟原即勿質（乱用薬物を含む）の中毒症状、作用器官、解毒処置法  

代表的な中毒原因物質（乱用染物を含む）の分析法  

化学物質の中春鎚、作用器官、中庭症状、救急処置法∴楯轟法  

電離放射線の生体への影響   人に影閏を与える協雛放射線、主な放射性核手並（天然・人エ）  

硯郎放射線適職における繰出と生体娼佑の関係（体外披曝と体内披渥を区別）  

花組放射線および放射性接椎の標的臓器・組織、その髄受性の差異  

電離放射梯の生体影響に変化を及ぼす因子（酸素効果など）  

電離放射線を防御する方法  

花組放射線の医療への応用  

非電離放射線の生体への影響   非一正離放射線の種類  

紫外線の柚頸、その特徴と生体への影研  

赤外線の建類、その特徴と生体への影響  

（2）生活甥墳と健康   地球環境と生態系   地球甥境の成り立ち  

生†脹系の相成艮、その特徴と相互関係  

生I遁系の一旦である人の傾康と環境  

地球規模の環境問臨の成臥人への影響  

食物連鎖、生物濃縮  

化学物資の環境内勤！遁と人への影曹  

水環境   原水の様相、細微 一  

水の浄化法  

水の塩素処理の原理と問題点  

水道水の水質基準の主な項目と測定法  

下水処理および排水処理の主な方法  

水質汚濁の水域ごとの主な指標、その意味  

DO．BOD，CODの測定法  

富栄養化の原因、間組点、対策  

大気環境   空気の成分  

主な大気汚染物質、その推移と発生源  

主な大気汚染物質の濃度の測定と傾陳影響   
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大気汚染に影響する気象要因（逆転層など）  

室内環境   室内環境を評価するための代表的な指標とその測定  

室内環境と健康との関係  

室内環境保全における注意点  

シックハウス症候群  

廃棄物   廃棄物の種類  

廃棄物処理の問題点、その対策  

医療廃棄物をの安全な廃棄と処理  

マニフェスト制度  

PRTR法  

Ⅰ景境保全と法的規制   典型七公害とその現状  

環境基本法の理念  

大気汚染防止のための法規制  

水質汚濁防止のための法規制   
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【薬理】  

出題の範囲（各領域作業グループから提出された意見を整理したもの）  

大項日  中項目  小項目  小項目の例示  

C13 薬の効くプロセス   薬の作用   薬物の用立と作用の関係   用量・反応曲線、EP50（∈C50）、LD50（LC50）  

薬物の作用するしくみ   受容体、酵素、チャネル、トランスポーター  

薬物受容体   刺激薬（アゴニスト）と遮断薬（アンタゴニスト）  

刺激あるいは遮断による生理反応  

代表的な細胞内情報伝達系とその活性化による生理反応  

薬物相互作用   代表的な薬物相互作用の機序  

薬物の副作用と毒性   主作用と副作用の聞達  

副作用と毒性の速い、副作用と有害事象の違い  

薬物依存性  

白樺神経系に作用する薬   交感神経系   交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物、薬理作用、機序、主な副作用  

副交感神経系   副交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物、薬理作用、機序、主な副作用  

自律神経節   自律神経節に作用する代表的な薬物、薬瞥作用、職序、主な副作用  

知覚神経系・運動神軽系に作用する薬   知覚神経系   知覚神経に作用する代表的な薬物（局所麻酔薬など）、薬理作用、機序、主な副作用  

運動神鰹系及び骨格筋   運動神経系及び骨格筋に作用する代表的な薬物、薬射乍用、他序、主な副作用  

中枢神経系に作用する薬   全身麻酔薬   代表的な全身麻酔薬、薬理作用、機序、主な副作用  

催眠薬   代表的な催眠薬、薬理作用、機序、主な副作用  

蹟痛薬   代表的な鈍痛薬、薬理作用、扱序、主な副作用  

中枢神経疾患   代表的な中枢神経疾鹿くてんかん、パーキンソン病、アルツハイマー病など）の治療薬、薬理作用、機序、主な副作用  

精神疾患   代表的な精神疾患（統合失納症、うつ病など）の治療薬、薬理作用、似序、主な副作用  

循規格系に作用する薬   心不全治療薬   代表的な心不全治癒薬、薬理作用、繊序、主な副作用  

抗不塾脈薬   代表的な抗不整脈薬、薬理作用、披序、主な副イセ用  

虚血性心疾患治療薬   代表叩な虚血性心疾患治煎薬、薬理作用、樅序、主な副作用  

高血圧治療薬   代表的な高血圧治煎薬、薬理作用、機序、主な副作用  

腎に作用する薬   利尿薬   代表的な利尿薬、触序、主な副作用  

呼吸器系に作用する薬   呼吸興託薬   代表的な呼吸興奮薬、薬理作用、腫序、主な副作用  

疏咳・去癌薬   代表的な鎮咳・去疲薬、薬理作用、城序、主な副作用  

気管支嶋息治ぬ薬   代表的な気管支喘息治療薬、薬理作用、拙序、主な副作用  

消化器系に作用する薬   胃・十二指腸訳塙治療薬   代表的な計十二指肺炎療治帝薬、薬理作用、機序、主な副作用  

その他の消化性疾患治療薬   その他の消化性疾患の代表的な治孤薬、薬理作用、梯序、主な副作用  

催吐薬と制吐染   代表的な催吐薬と制吐薬、作用咄序、主な副作用  

肝臓疾患治療薬   代表的な肝臓疾患治療薬、薬理作用、雌序、主な副作用  

膵臓疾患治療薬   代表的な膵肺疾患治療薬、薬理作用、拙序、主な副作用  

ホルモンと菜   ホルモン分泌異常に用いられる代表的治療薬  ホルモン分泌異常症の代表的な治療薬、薬理作用、樋序、主な副作用  

糖質コルチコイド代用薬   代表的な糖質コルチコイド代用薬、薬理作用、他序、臨床応用、主な副作用  

性ホルモン代用渠および括抗薬   代表的な性ホルモン代用薬および桔杭薬、薬理作用、機序、臨床応用、主な副作用  

代謝系に作用する薬   線尻癖冶敵薬   代表的な糖尿病治療薬、挽序、主な副作用  

脂質異常症治療薬   代表的な脂質異常症治療薬、機序、主な副作用  

高尿酸血症・痛風治療薬   代表的な高尿酸血症・痛風治療薬、機序、主な副作用  

カルシウム代謝調節・骨代謝に聞達する治摂薬  カルシウム代謝調節・骨代謝に関連する代表的な治煎薬、薬理作用、機序、主な副作用  

血液・造血系に作用する薬   止血薬   代表的な止血薬、機序、主な副作用  

抗血栓薬   代表的な抗血栓薬、機序、主な副作用  

造血薬   代表的な造血薬、拙序、主な副作用  

炎症・アレルギーと薬   抗炎症薬   代表的な炎症治煎薬、機序、主な副作用  

関節リウマチ治療薬   関節リウマチの代表的な治療薬、機序、主な副作用  

アレルギーの治療薬   アレルギーの代表的な治療薬、地厚、主な副作用  

化学構造   構造活性相関   代表的な薬物の基本硝造  
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【薬剤】   

※網掛け部分は、モデル・コアカリキュラムの到達目標において「技能」、「態度」が記されているもの  
出題の範囲（各領域作業グループから提出された意見を整理したもの）  

大項目  亘項自  小項目  小項月の例示   

C13 薬の効くプロセス  （1）薬の作用と生体内運命  薬の運命   薬物の体内動態（吸収、分布、代謝、排泄）と薬効発現の関わり  

薬物の代表的な投与方法（剤形、投与経路）、その意薇  

経口投与された製剤が吸収されるまでに受ける変化（崩壊、分散、溶解など）  

薬物の生体内分布における循I蜃系の重要性  

（4〉薬物の随器への到達と消失   吸収   薬物の主な吸収部位  

消化管のl薫造、機能と染物吸収の関係  

受動拡敗（単純拡散）、促進拡散の特徴  

能動輸送の特徴  

非綾口投与後の部位別の薬物吸収  

薬物の吸収に影粁する因子  

分布   薬物が生体内に取り込まれた後に組織間で濃度差が生じる要因  

薬物の脳への移行の他用と血液一脳関門の意義  

薬物の胎児への移行の機械と血液一胎盤間門の意薇  

薬物の体液中での存在状態（血夢定タン／くク結合など）、組織への移行との関逆性  

薬物分布の変動要塩（血流丘、タン／くク総合性、分布容梢など）  

分布容碩が著し〈大きい代表的な薬物  

代表的な染物のタンパウ精舎能の測定  

代紺   薬物分子の体内での化学的変化とそれが起こる部位  

典物代謝が薬効に及ぼす影響  

薬物代紺唖式とそれに関わる代表的な酵素  

シトクロムP－450の相違、性質、反応榛式  

薬物の酸化反応  

薬物の還元・加水分解、抱合  

薬物代紺酵素の変動要因（現場、阻害、加齢、SNPsなど）  

初回通過効果  

肝および国有クリアランス  

排5世   生体内の薬物の主要な排泄経路  

常における排泄城川  

腎クリアランス  

糸球体ろ過速度  

胆汁中排泄  

腸肝循環、代表的な腸肝循環の薬物  

唾液・乳汁中への排泄  

尿中】非泄率の高い代表的な薬物  

相互作用   薬物動態に起閲する相互作用、回避のための方法  

薬効に走己因する相互作用、回避のための方法  

（5凍物動態の解析  慄蘭学  薬物動ー掛こ㈲わる代表的なパラメーター  

薬物の生物学的利用能の意味とその計算法  

線形1－コンパートメントモデル、これに基づいた計算  

線形2－コンパートメントモデル、これに基づいた計算  

線形コン／トトメントモデルと非線形コン／トトメントモデルの遭い  

生物学的半減期、計井  

全身クリアランス、計文  

非梯形性の薬物勤他  

モデルによらない薬物動態の解析法  

薬物の肝および腎クリアランスの計弟  

点滴粕注の血中濃度計井  
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連続投与における血中濃度計算  

TDM（ThBraPBUticDrLIgMonhoring）   治療的薬物モニタリング（TDM）の意義  

TDMが必要とされる代表的な薬物  

薬物血中濃度の代表的な測定法  

至適血中濃度を維持するための投与計画、薬動学的パラメーター  

代表的な薬物についてモデルデータからの投与計画  

C16 製剤化のサイエンス   （り製剤材料の性質   物井の溶解   溶液の濃度と性質  

物質の溶解とその速度  

溶解した物質の膜透過速度  

物質の溶解に対して酸・塩基反応が果たす役割  

分散系   界面の性質  

代表的な界面活性化剤の種類と性質  

乳剤の型と性質  

代表的な分散系とその性質  

分散粒子の沈降現象  

製剤材料の物性   流動と変形（レオロジー）の概念、代表的なモデル  

高分子の用達と高分子溶液の性質  

製剤分野で汎用される高分子の物性  

粉体の性質  

製剤材料としての分子集合体  

薬物と製剤材料の安定性に影響する要医L安定化方法  

粉末×繰回折珊定法の原理と利用法  

製剤材料の物性の測定  

（2）剰形をつくる   代表的な製剤   代表的な剤形の沌類と特徴  

代表的な固形製剤の椎撒と性質  

代表的な半固形製剤の種類と性質  

代表的な液状製剤の推挽と性質  

代表的な無菌製剤の種類と性質  

エアゾール剤とその類似製剤  

代表的な製剤儒加物の絶類と性質  

代表的な製剤の有効性と安全性評価法  

製剤化   製剤化の単位操作および汎用される亜利他械  

風位操作を組み合わせた代表的製剤の調製  

汎用される容器、包装の車重顆や特徴  

製剤試瞼法   日本典局方の製剤に㈲連する試依法  

日本薬局方の製剤に㈲通する代表的な試験法、品質管理への適用  

（3）DDS（薬物送達システム）  DDSの必要性   従来の医典晶製剤の有効性、安全性、倍粗性における主な間脳点  

DDSの概念と有用性  

放出制御型製剤   放出制御型製剤（徐放性製剤を含む）の利点．  

代表的な放出制御型鍼剤  

代表的な徐放性製剤における徐放化の手段  

徐放性製剤に用いられる製剤材料の種類と性質  

桂皮投与製剤の特徴と利点  

腸油製剤の特徴と利点  

ターゲティング   クーゲティングの概要と意微  

代表的なドラッグキャリアー、そのメカニズム  

プロドラッグ   代表的なプロドラッグ、そのメカニズムと有用性  

その他のDDS   代表的な生休膜透過促進法  

（「法規・制度・倫理」から）C15 薬物治療に役立つ情報（3）テーラーメイド薬物治療を目指して  

（「生物」から）  C17 医薬岳の蘭発と生産（本資料では「／くイオ医薬品」）  

（1）医薬品開発と生産の流れ（【特許】，【薬害】は除く）（2）リード化合物の創製と最適化（3）／くイオ医薬品とゲノム情報   
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【病態・薬物治療】  

出題の範囲（各領域作業グループから提出された意見を整理したもの）  

※網掛け部分は、モデル・コアカリキュラムの到達日掛こおいて「技能」、「態度」が記されているもの  

大項日  中項目  小項目  小項目の例示  

C14 薬物治療   （1）体の変化   症候   以下の症候が生じる原因とそれらを伴う代表的疾患  
症候：発熱、頭痛、発疹、拝み、しこり、黄痘、チアノーゼ、脱水、浮腫、食欲不振、悪心・嘔吐、吐血・下血、  
喋下降筈、腹痛・下痢、便秘、腹部膨満、貧血、出血傾向‥胸痛、心悸冗進・動悸、徐脈、高血圧、低血圧、  
ショック、呼吸囲組、咳、喀血、喘鳴、鼻汁・鼻閉、ロ渇、月経異常、痔痛、意派障害、運動障害、精神睡害、知  
覚障害、味覚障害、記憶障害、睡眠障害、しびれ、麻痔、けいれん、尿着色、排尿障害、視力障害、聴力陣  
害、めまし†、脱力感、熱感・冷感、体重相加▲減少、たんばく尿  

臨床検査   肝脱機能検査  

腎臓機能検査  

呼吸唖鵬検査  

心臓槻能検査  

血液および血液；掟固検査  

内分泌・代紺疾患に関する検査  

感染時および炎症時の臨床検査  

悪性腫将に関する臨床検査  

尿・便検査  

血破ガス分析  

バイタルサイン  
（2）疾患と狭物治療（循甥器疾患・血液疾患・消化器  
疾患）  

適切な治療薬の選択、薬効薬理、薬物動矧こ基づいた判断  

循環器系の疾患   不整脈  

心不全  

高血圧  

虚血性心疾患  

その他の疾患：閉塞性動脈硬化症、心原性ショック、弁膜症、心筋症  

血液系の疾患   貧血  

白血病  

様相性血管内凝画症候群（DIC）  

その他の疾患：血友病、悪性リン／く腫、骨髄腫、紫斑病、白血球減少症、血栓・塞栓  

消化器系疾患   消化性潰瘍  

腸炎  

肝炎・肝硬変  

降炎  
その他の疾凪：消化器系砧、胃炎、薬剤性肝陣沓、胆石症、虫垂炎、クローン病、潰瘍性大場炎、過敏性腸  
症候群  

（3）疾患と染物治療（泌尿器系疾患、生殖器系疾  
患、呼吸器系疾患、内分泌系疾盈、代洲生疾窃、  腎不全  
神経・骨格筋疾患）   

ネフローゼ症候月羊  

疾患：糸球体腎炎、拍尿病性腎症、尿路感染症、薬剤性腎症、尿路結石、ループス腎炎  

生殖器疾患   前立腺肥大症  

その他の疾患：前立腺癌、異常妊娠、異常分娩、不妊、子宮癌、子宮内膜症、勃起不全  

呼吸器・胸部の疾庇   閉塞性気運疾患（気管支喘息、肺気腫）の病J腺生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

その他の疾患：上気道炎（かぜ症候群）、インフルエンザ、慢性閉塞性肺疾患、肺炎、肺相接、肺癌、乳癌  

内分泌系疾患   ホルモンの産生腿器別に代表的な疾患  

甲状腺機能異常症の病値生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

クッシング症候群の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

尿崩症の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

その他の疾患：上皮小休機能異常症、、アルドステロン症、アジソン病  

代緋性疾患   柑尿病  

脂質代謝異常症  
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高尿酸血症・痛風  

神経一筋の疾患   脳血管疾患  

てんかん  

パーキンソン病  

アルツハイマー病  

その他の疾患：重症筋無力症、脳炎・捌莫炎、熱性けいれん、脳腫瘍、脳血管性痴呆  

指定された疾患例について必要な情報の収集、適切な薬物治療法  

（4）疾患と薬物治療（精神疾患、耳鼻咽喉疾患、皮  
膚疾患、眼疾患、骨・関節疾患、アレルギー・免疫  統合失調症  
性疾患、移植医療、緩和ケア）   

うつ病、躁うつ病  

その他の疾患：神経症、心身症、薬物依存症、アルコール依存症、不眠症  

耳鼻咽喉の疾患   めまい  

その他の疾患：メニエール病、アレルギー性鼻炎、花粉症、副鼻腔炎、中耳炎  

皮膚疾患   アトピー性皮膚炎  

皮膚真菌症  

その他の疾患二 等麻疹、薬疹、水癌症、乾痴、接触性皮膚炎、光線過敏症、裾瘡  

眼疾急   眼に閲する代表的な疾患  

緑内障の病値生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

白内陣の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

その他の疾患：結膜炎、網膜症  

骨・関節の疾患   骨、関節に関する代表的な疾患  

骨組毘症の病膿生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

仮性関節リウマチの病膿生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

その他の疾患：変形性関節症、骨肘ヒ症  

アレルギー・免疫疾患   アナフィラキシーショック  

自己免疫疾患  

後天性免疫不全症  

移植医療   移植に㈲述した病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

その他の疾患：GVHD  

‾、・・ノ＼   規和ケアと長期療養   癌性痔痛  

長期療養に付随する合併症  

（5）病原微生物・悪性新生物と戦う   感染症   主な感染症  

抗薗薬   抗菌薬の作用点に基づく分類  

β－ラクタム系  

テトラサイクリン系  

マクロライド系  

アミノ配神体系  

ビリドンカルポン酸系  

サルファ染（ST合剤を含む）  

抗結核薬  

生物学的製剤  

抗菌薬の使用上の注意  

租椒移行性  

抗原虫・寄生虫薬   抗原虫・寄生虫薬  

抗真薗薬   抗某薗薬  

抗ウイルス薬   抗ウイルス薬  

併用療法  

抗画薬の耐性と副作用   耐性  

副作用  

悪性腫瘍の病態と治療   悪性腫轟の薬物治療  

化学療法  

代表的疾患：宵癌、肝臓癌、乳癌、前立腺癌、子宮癌、悪性リンパ腫   
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抗悪性腫瘍薬   アルキル化薬  

代謝結抗薬  
抗腫瘍抗生物資  
植物アルカロイド  
ホルモン関連薬  

白金錐体  
抗悪性腫癌薬の耐性と副作用   耐性  

副作用  

副作用権威   

C15 薬物治療に役立つ惰朝   （1）医薬品情報   情報   医薬品情報  
医薬品情報に関わっている恥種  
開発過程で得られる情報  
市販後情報  
法律と制度  

情報源   一次資料、二次資料、三次資料  

厚生労働省、製薬企業などの発行する資料  

医薬品添付文書  
医薬品インタビューフォーム  

収集・評価・加エ・提供・管理   医薬品情報を質的に評価する際に必要な基本的項目  
データベース   データベース  

EBM（〔vidence－8asedM8dicine）   EBM  

ランダム化比較試験．コホート研究、症例対照研究  

メタアナリシスの概念、結果の評価  

エンドポイント  
オッズ比、必要治療紋、相対危険度  

（2〉患者情報   情報と情報源   薬物治療に必要な患者基本情報   
愚者†朗臣源   

収集・評価・管理   聞範志向型システムくPOS）  

との意見あり  SOAP  

（3）テーラーメイド薬物治療を目指して   遺伝的素因   遺伝的素因こ  

年齢的要因   象斤生児、乳児  

幼児、小児  

高齢者  

生理的要因   妊娠時  
授乳姉  
栄養状l腺  

合併症  腎臓疾患  
肝腋疾患  
心臓疾患  

投与計画   息者固有の投与計画  
ポピュレーションファーマコキネテイクス  
日内変動   

7
 
8
 
9
 
（
U
 
l
・
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
．
．
8
 
q
）
 
0
 
 
 
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
丁
 
8
 
9
 
0
 
1
 
2
 
3
 
4
 
■
D
 
6
 
7
 
8
 
9
 
0
 
T
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
 

6
 
6
 
6
 
7
 
7
 
7
 
7
 
「
－
 
7
 
「
－
 
】
7
‥
7
 
■
／
 
8
 
 
 
 
0
U
 
8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
n
U
 
▲
b
 
▲
8
 
9
 
q
〉
 
q
）
 
q
）
 
9
 
q
）
 
q
｝
 
q
〉
 
9
 
q
】
 
【
U
 
■
U
 
ハ
リ
 
O
 
O
 
■
U
 
O
 
（
U
 
 

■
d
 
8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
b
O
 
■
b
 
8
 
8
 
8
‖
 
8
 
8
 
8
 
 
 
 
Q
U
 
8
 
n
U
 
ロ
リ
 
n
U
 
8
 
8
 
n
U
 
8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
∩
8
 
8
 
9
 
q
〉
 
9
 
9
 
9
 
q
｝
 
9
 
9
 
 
 



【法規・制度一倫理】  

出題の範囲（各領域作業ゲル⊥プから提出された意見を整理したもの）  

大項目  中項目  小項月  小項月の例示  

C17 医薬品の開発と生産   （1）医薬品開発と生産のながれ   医薬品市場と開発すべき医薬品   希少  疾病に対する医薬品（オーフアンドラツゲ）開発の重要性  

担   医薬品の承認   非鴇  床試験の目的と実施概要  

臨床  試験の目的と実施概要  

医薬  品の販売承認申請から承認までのプロセス  

薬剤に移動すべき 市価  後嗣査の制度とその意敦  

との意見あり 医薬品の製造と品質管理   医薬  品のエ薬的規惧での製造工程の特色の開発レベルのそれとの対比  

医薬  品の品質管理の意観と薬剤師の役割  

医薬  品製造における環境保全に配慮すべき点とその対処法  

規範   GU叫G00  ハ■bor－tⅣYPr●ttl．●）、GHP（0■OJ仙仙†▲dwhlPr■∈tk●）、GCP（God¢h¢■lPr▲⊂ti⊂●）．QPHS珂G00dPo▼l－H■rL●th■Su【●鮎川●P／一亡Ik－）の1絶とま象  

（4）治験   治験の意微と薬蹄   治l釘  こ関してヘルシンキ宜言が意図するところ  

治験  （第Ⅰ、ⅡおよぴⅢ相）の内容  

治験における薬剤師の役割   治験  における薬剤師の役割（治験薬管理者など）  

インフ  オームド・コンセントと治駿佃抑こ㈲する守秘鏡務の重要性  

医療の担い手としての使命   楽劇  師の医療の担い手としての倫理的責任  

医療  過誤、リスクマネージメントにおける薬剤師の責任と熟柿   

C18 薬学と社会   （り薬剤師を取り巻く法借と制度   法仲と制度   薬剤  師に陳述する法令の相成  

薬事；  法の重要な項目とその内容  

日本  薬局方の意鞍と内容  

薬斉  な項目とその内容  

薬斉  医療法の内容  

医8  師法、保1止師助産師看旺師法  

副作  用娘答と襲害、医薬品副作用救済制度  

薬害 薬害  （具体例）、その背景  

代褒的  な荘官の明（サリドマイド、スモン、非加熱血∫夜製札ソリブジンなど）について、その原凪と社会的偶景、これを回避するための手相  

製造  物責任法  

管理垂   麻薬  及び向将帥薬取締法、規制される代表的な医薬品  

賞せ  い剤取締法、規制される代表的な医薬品  

大麻  取締法およぴあへん法  

春物  及び劇物取締法  

（2）社会保障制度と薬剤経済   社会保障制度   日本l  こおける社会保障制度のしくみ  

社会イ  呆陣制度の中での医療保険制度の役割  

介旺†  呆険制度のしくみ  

高齢  者医療保険制度のしくみ  

医療  保険の成り立ちと現状  

医療保険   医敢  保険のしくみ  

医療†  果険の種類  

国民  の福祉旭康における医飛保険の貢献と問題点  

国民  医療費の動向  

重刑経済   医療‘  費の内訳  

保険  医椚と薬価制度の関係  

診療幸  良酬と薬価基準  

新規  医薬品の価格を決定する要因  

保険  薬剤師療養担当規則および保険医療養担当規則  

網斉  調剤報酬明細書（レセプト）  

（3）コミュニティーファーーマシー   地域製局の役割   地域  

在宅  医酔および居宅介矧こおける薬局と薬剤師の役割  

学校  薬剤師の役割  

医薬分業   医薬ノ  分業のしくみと意較  

医薬  分業の現状、将来像の展望  
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かかりつけ薬局の意義  

薬局の業務運営   薬局の形態および業務運営ガイドライン  

医薬品の流通のしくみ  

0TC薬・セルフメディケーション   地域住民のセルフメディケーションのために薬剤師が果たす役割  

主な一帖用医薬品（OTC薬）・、使用日的  

漢方薬、生活改善薬、サプリメント、保健機能食品   

ヒューマニズム   （D 生と死   生命の尊厳   人の誕生、成長、加齢、死の意味  

誕生に関わる倫理的問題（生殖技術、ク⊂トーン技術、出生前診断など）の概略と問題点  

医療に㈲わる倫理的問貼、その概略と問題点  

死に関わる倫理的問遁（安楽死、尊厳死、脳死など）の概略と問題点  

自らの体瞼を通した生命のヰさと医轄の関わリ  

医療の目的   予防、治療、延命、QOL  

先進医療と生命倫理   医療の進歩（遺伝子診断、遺伝子治療、移植・再生医療、難病治療など）に伴う生命観の変遷  

②医療の担い手としてわこころ用え   社会の期待   医療の担い手としての社会のニーズ  

医療の担い手としての社会のニーズに対応する方法  

医療の担い手にふさわしい態度  

医療行為に関わるこころ捕え   ヘルシンキ宣言の内容  

医療の担い手が守るべき倫理規拉  

インフォームド・コンセントの定熱と必要性  

患者の基本的権利と自己決定権の尊重  

医療事故眉』の重要性  

研究活動に求められるこころ捕え   研究に必要な独創的考え方、能力  

研究者に求められる自立した／遁度  

他の研究者の意見を理解し、討諭する†柁力  

医染品の創製と供給に関わるこころ捕え   医薬品の創製と供給が社会に及ぼす影閏！  

医薬品の使用に関わる事故回避の盤要性  

自己学習・生涯学習   医療に関わる諸間招から、自ら抜柑を見出し、それを舶決する能力  

医療の担い手として、生涯にわたって自ら学習する大切さ  

③ 信輔関係の確立を目指して   コミュニケーション   言語的および非育三吉的コミュ羊ケーションの方法  

意思、情報の伝達に必要な要素  

相手の立場、文化、留悌などによって、コミュニケーションのあり方が異なること  

相手の気持ちに配応する   対人関係に影珊を及ぼす心理的要因  

相手の心理状態とその変化に配慮、適切な対応  

対立意見を尊重、協力、よりよい解決法  

足音の気持ちに配慮する   病気が患者に及ぼす心理的影響  

患者の心理状†頗を杷掘、配応  

患者の家族の心理状態を把握、配慮  

患者やその家族の持つ価値観が多様であることの絃乙軋柔軟な対応  

不自由体験などの体験学習を通じた、患者の気持ち  

チームワーク   チームワークの重要性  

チームへの参加、協調的態度での役割  

自己の能力の限界の捌敲、必要に応じた他者からの援助  

地域社会の人々との信絨関係   薬の専門家と地域社会の関わり  

菜の専門家に対する地域社会のこ－ズの収集   

イントロタクション   ①薬学への招待   薬について   「製とは何かJ  

薬の発見の歴史  

化学物質が医薬品として治療に使用されるまでの流れ  

種々の刺形とその使い方  

一般用医薬品と医療用医薬品の退い  

医薬品開発のコンセプト   医薬品開発を計画する際に考慮すべき因子  

疾病統計により示される日本の疾病の特徴  

医凛晶市塙と開発すべき医粂品   ジェネリツク医森岳の役割  

薬学の歴史   薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割  

薬剤師の誕生と変遷の歴史   
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薬剤師の活動分野   薬剤師の活動分野（医療機関、製薬企業、衛生行政など）  

薬剤師と共に働く医療チームの職種、その仕事  

医薬品の適正使用における薬剤師の役割  

医薬品の創製lこおける薬剤師の役割  

疾病の予防および健康管理における薬剤師の役割  

現代社会と薬学との接点   先強医療を支える医薬品開発の湧状  

日本薬局方   日本薬局方の意麹と内容  

②早期体験実習   総合演習   医療と薬剤師の関わり  

身近な医薬品の日本薬局方などを用いた調査  

病院における薬剤師および他の医療スタッフの業務の重要性  

開局薬剤師の業務の畢要性  

製薬企業および保健衛生、触倭に関わる行政機関の業務、社会において果たしている役割  

保根、福祉の重要性   
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【実務】  

出題の範囲（各領域作業グループから提出された意見を整理したもの）   

大項目  申項目  小項ヨ  小項目の例示  

実務実習事前学習   事前学習を始めるにあたって   薬剤師業務   薬剤師の使命、倫理  

薬剤師の役割  

ファーマシューテイカルケア  

チーム医療   医療チームの相成、相成員∴連携と責任体制  

チーム医療における薬剤師の役割  

チーム医療での薬剤師の責任範囲、医療従事者との迎携の重要性  
医薬分菓   医薬分奥の仕組みと薬来迎携  

臨床試験（治嫉・臨床研究の支援）   CRCの業務、】RB事務局業務  

臨床試験のデザイン  

医薬品承認審査のプロセス  

班床試験の実施にかかる稜々の指針、ガイドライン（臨床研究に関する倫理指針等）の概要  

処方せんと調剤   処方せん由基礎   処方せん 

処方オーダリングシステム、電子カルテ  

処方せんの碩頼、特徴と記鮫事項  

調剤業務の法的根拠  

処方せん鑑査時の留意点  

不適切な処方せんへの対応  

医薬品の用法・用址   医薬品の用法・用患および投与計画  

剤形の特徴と臨床上の意教  

新生児、小児、高齢者、妊婦等の用法・用丘  

新生児、小児、高齢者、妊婦に適した用辻の計算（youngの式、VOnHarnackの表など）  

腎、肝疾胞踵の用止臨定  

服菜指導の基礎   服薬指導の意鞋（法的、倫理的、科学的根拠）  

疑禁漁会   疑麹照会の意穀と根拠   疑叛服会の意隷（法的根拠を含めて）  

代表的な配合変化の組合せ  

配合変化による性状、外税の変化  

不適切な処方せん事例とその理由  

疑義照会入門   代表的な医薬品の効能・効果、用法・用出  

代表的な医薬品の繋告、禁忌、副作用  

代表的な医薬品の相互作用  

掟薇照会の流れ  

疑薇照会の手順と注意事項  

医薬品の管理と供給   医薬品の安定性   医薬品管理の意鞋と必要性  

代表的な剤形の安定性、保存性  

特別な配慮を要する医薬品   毒薬・創製の管理および取扱い時の注意点  

麻薬、向精神薬などの管理と取扱い（投薬、廃棄など）時の注意点  

血腫分画製剤の管理および取扱い時の注意点  

輸血用血液製剤の管理および取扱い時の注意点  

生物製剤の推知と適応  

生物製剤の管理と取扱い（投薬、麻薬など）時の注意点  

麻薬の取扱い時の手順と注意事項  

放射性医薬品の雷塵類と用途  

放射性医薬品の管理と取扱い（投薬、廃棄など）時の注意点  

製剤化の基礎   院内製剤の意敦、銅製上の手続き、品質管理、滅菌が必要な製剤  

薬局製剤の意鞍、研製上の手続き、品質管理、滅菌方法、滅菌が必要な製剤など  

代表的な院内製剤  

無菌操作の原理と無菌操作の手順と注意事項  

丘l悪性腫瘍剤などの取り扱い時ケミカルハザード回避に必要な手技と注意事項  

注射剤と輸液   注負寸剤の配合変化とその取乱電解酎窮液のための基本的知派（生体水分の純正、電解質、浸透圧、投与速度など）  
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叩  注射  剤の配合変化の回避方法  

1  高力  ロリー輸液と姪菅栄養剤の種類と適応  

陀  体内  電解質の過不足時の補正の計井、注射薬の投与経路と特徴  

3  消毒薬   代表  的な消菰薬の用途、使用濃度  

餌  消童  薬銅製時の注意点  
リスクマネージメント   安全管理   薬紳  肺葉務の中での事故事例とその原国  

6  誤り  を生じやすい投薬例  
7  院内  感染の代表事例と回避方法  
8  副作用   医薬  晶の重篤な副作用の初期症状と検査所見、対処方法  

9  リスクマネー・ジメント   誤り  を生じやすい調剤例と医薬品のリスク別分類  
0  リス  クを回避するための具休策  
‖  よく  事故が起こる薬物の過出投与時の対処方法、ブレアポイド報告 

2  服薬指導と患者情報   服薬指導に必要な技能と態度   患者  の基本的権利、自己決定胤インフオ⊥ムドコンセント、守秘義臥POSに基づ〈薬剤管理指導記録  
3  医薬  品の服薬鹿埠上の注意点  

川  代表  的な疾患と注意すべき生活指導項一目  

イン  フォームド・コンセント、守秘教務などの重要性と配慮の方法  

7  医薬  晶に不安、抵抗感を持つ理由と、それを除く方策  

柑  患者  接遇に際し、配慮しなければならない注意点  

柑  点者情報の重要性   服薬  指導‖こ必要な患者情報  
0  鹿者  背景、情報（コンプライアンス、経過、診療録、薬歴など）の収集方法  

封  医師  、看技師などとの情報共有の方策と重要性  

2  患者  接遇に際し、配慮しなければならない注意点   

病院実習   病院調剤を実践する   病院調剤業務の全体の流れ   病院  における診療の流れ  
d  病院  内での患者情報の流れ  

病  医療スタッフの恥種名とその業務内容  
6  生  樋である薬剤師にふさわしい態度  

医療  の担い手が守るぺき倫理規範  
8  腔務  上知り得た情報と守秘教務  
9  薬剤  部門をヰ薫成する各セクションの業務内容と相互の関連  
㈹  処方  受付、医薬品交付、月足薬指導に至るまでの流れ  

病院  ■薬剤師と発馬梨剤師の迎挽  
2  計数・計拉調剤   処方  せん（麻染、注射剤を含む）の形式、種類および記載事項  

3  処方  せんの詑政事項（医薬品名、分立、用法・用出など）  

4  処方  せんおよび薬歴に基づく処方内容の適正性判断  
重圧  に基づき、処方内容が適正であるか判断  

薬袋  ．薬札に記脱すべき事項  

9  錠斉  tlの計数的削  

0  調斉  するためのエ夫  
代表  的な医製品の剤形  

2  代表  的な医薬品の色・形、王低別コードから識別  

3  医薬  品の班別に重要な色、形などの外観  

4  代表  的な医薬品の商品名と一服名の対比  
異な  る商品名で、同一有効成分を医薬品  
毒薬  ・劇薬、麻薬、向精神薬などの調剤時における留意点  

一回  正（一包化）調剤が必要な条件と調剤時の留意点  

8  散剤  、液剤などの計址調剤の方法と留意点  

I  細胞  赤性のある医薬品の調剤時の留意点  
2  錠剤  の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否の判断  

3  鑑査  の手順と留意点  
4  服薬指導   患者  向けの説明文書の必要性と、説明文著作成上の許意点、戌方薬の服用方法  

患者  説明が必要な眼軟軒、坐剤、吸入剤などの取扱い方説明時の留意点  

自  悪されている代表的な医薬品の調剤上の注意点とその取扱い方  
服薬  措動二おいて説明すべき内容（薬剤の服用方法、保管方法および使用上の注意等）  

8  外来  患者において、期待する効果が充分に現れていないか、あるいは副作用が疑われる場合の対処法  
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注射剤調剤   注射剤調剤の流れを概説  

0  注射処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・用五など）の確認時の注意事項  

代表的な注射剤処方せんについて、処方内容が適正であるか判断  

4  注射剤（高カロリー栄養輸液など）の適応、栄養成分、微量元素、電解質、カロリー計箕、使用上の注意等  

注射剤の配合変化の回避方法  

細胞毒性のある注射剤の調剤の留意点  

8  外来化学療法における抗がん剤のプロトコールの意徴とその適正使用  

q）  注射剤の鑑査の手順と留意点  

∩）  安全対策   リスクマネージメントにおいて薬剤師が果たす役割∵医療における安全（リスクマネージメント）に関連の重要な項目  

調剤過孟呉を防止するために、実際にエ夫されている事項  

商品名の綴り、発音あるいは外税が類似した代表的な医薬品、インシデントアクシデント報告の項目  

I 医薬品に関わる過失あるいは過喜呉について、適切な対処法、調剤事故、調剤過誤時の本人、家族への対応方法  

－b  職務上の過失、過誤の予防方策  

医薬品を動かす・確保する   医薬品の管理・供給・保存   医薬品管理の流れ、医薬品の経済管理  

8  医薬品の適正在庫の意薇  

9  納品から使用までの医薬品の動きに係わる人たちの役割と薬剤師業務の関連  

▲U  医薬品の品質に影響を与える園子と保存条件  

－  
納入医薬品の検収時の注意点  

2  同一商品名の医薬品に異なった規格の具体例  

3  院内における医薬品の供給方法  

4  医薬品の緒求方法の沌類  

特別な配慮を要する医薬品   麻薬・向精神薬および賞せい剤原料の取り扱い時の注意点、犯罪に悪用されるおそれのある医薬品や乗物  

キ薬、劇薬の取り扱い時の注意点  

7  血腫分画製剤の取り扱い方法時の注意点  

8  法的な管理が誇樺付けられている医薬品（麻薬、向紺神業、劇薬、粗菓、特定生物由来製剤など）とその保管方法  

9  医薬品の採用・使用中止   医巣品の採用と使用中止の手続き  

情報を正しく扱う   病院での医薬品憎祁   医薬品のほ用方針の考え方  

2  院内への医薬品帽章酎足供の手段、方法  

3  院内での緊急安全性情報、不良品回収、製造中止などの緊急情報の取扱い方法  

4  患者、医療スタッフヘの情報提供における留意点  

情報の入手・評価・加エ   医薬品の基本的情報の情報源、収集手段  

Dにユースなどを作成するための、医薬品憎報の評価、加工方法  

医薬品・医療用具等安全性憎朝報告の記載時の注意点  

（0  情報ほ供   医療スタッフのニーズに合った憎相場灘の方法、情軸作成時の注意点  

0  患者のニーズに合った情報の収集、加エおよび脚八方法  

2  
ベッドサイドで学ぶ   病棟業務の概説   病棟集附こおける薬剤師の業務（菜剤菅剋、与薫、リスクマネージメント、供給管項など）、／くイタルサインの確認、クリテイカル／くス  

3  薬剤師の業務内容について、正確に記録をとり、報告することの目的  

4  病棟における製剤の管理と取り扱いの方法と留意点  

■〇  医療チームへの参加   医療スタッフが日常使っている代表的な専門用語  

〈0  
病卿こおいて医療チームの一員として他の医療スタッフとコミュニケートする時の留意点  

薬剤官理指氾集務   診療録、看は紀綿、重要な検査所見など、沌々の情報源の樋類とその情報の特徴  

8  
薬歴、服薬指導歴などへの記製事項と留意点  

▲U  患者の診断名、病態と薬物治療方針  

使用医巣品の薬効、使用上の注意、副作用  

臨床検査値に影響を与える医薬品・  

4  開放型質問の方法  

9  患者とコミュニーケション時の留意点  

愚者の薬物治療上の問柑点をリストアツフ  

3  副作用が疑われる場合の適切な対処法  

薬剤を造る・調べる   院内で調製する製剤   院内製剤が必要な事例と対応法  

nU  薬物モニタリング   薬物血中濃度のデータと患者情報に基づき、薬物療法における問題点とその対策  

中毒医臍への貢献   染物中苺患者の中荘原監物豊の検出方法と解菰方法、解毒剤の名称と原理   

薬局実習   薬局アイテムと管理   薬局アイテムの流れ   薬局で取り扱うアイテムが医療の中で果たす役割  

薬局で取り扱うアイテムの保漉・桂子生、生活の賞の向上に果たす役割   
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薬局アイテムの流通旭珊ーこ係わる人達の役割  

薬局製剤   代表的な薬局製剤・漢方製剤  

薬局アイテムの管理と保存   医薬品の適正在庫とその意叛  

納入医薬品の検収時使用期限、ロットなどをチェックする重要性  

薬局におけるアイテムの管理、配列方法の搾要  

特別な配慮を要する医薬品   法的な管理が執務付けられている医薬品（麻薬、向細神巣、劇薬、毒薬．特定生物由来製剤など）の保管方法とその意離  

情報のアクセスと活用   情報の入手と加工   薬歴輝から得られる患者情報  

緊急安全性佃報、不良品回収、製造中止などの緊急情報の取扱い方法  

情報の提供   入手した患者情祁を他の医療従事者に提供する時の留意点  

薬局調剤を実践する   保険調剤業務の全体の流れ   保険調剤業務の処方せんの受付から調剤報酬の錘求までの流れ  

保険薬局の認定条件と薬局の役備  

処方せんの受付   処方せん（麻薬を含む）の形式および吉己赦事項  

処方せん受付時の対¢および注意事項（患者名の確は、患者の様子、処方せんの使用期限、記載不備、偽造処方せんへの注意など）  

初来居患者への対応と初回質問表の利用  

初米局および再来局患者から収集すべき情報の内容  

処方せんの確査と疑義照会   疑義照会時における、医舶捜関との連携、患者への対応に関する留意点  

計数・計長調剤   複数規格のある医薬品の取扱い  

代表的な同相・同効薬を列挙できる  

服薬指導の基礎   薬歴管理の意義と重要性  

薬歴簿の保管、管理の方法、期間など  

妊婦、小児、高齢者など人の服薬相場において、配慮すべき事項  

調剤錬と処方せんの保管・管理   調剤緑の法的規則  

調剤録への記入事項  

調剤蛛の保管、管理の方法、期間など  

調剤後の処方せんへの記入事項  

処方せんの保管、管理の方法、期間など  

調剤報酬   調剤報酬の井定、調剤報酬明細書（レセプト）の作成の流れと留意点  

薬剤師の技術評価の対象  

安全対策   名称あるいは外観が粗似した代表的な医薬品  

特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、杭柚尿病巣など〉  

インシデント、アクシデント報告の記載方法  

薬局カウンターで学ぷ   患者・顧客との接遇   かかりつけ薬局・薬剤師の役割  

患者、取客に対してする適切な態度  

疾病の予防および倣康管理に㈲するアドバイスを行ううえで必要な知ま胱と雷魚点  

医師への受診勧告に関する考え方と手順  

一帖用医薬品・医療用具・地歴食品   セルフメディケーションのため’の一般用医薬品、医療用具、倣飯食晶などの選択・供給方法  

顧客からモニタリングによって得た副作用および相互作即摘への対応東  

カウンター葵習   再審が必要とする情報の種類とその概要  

患者・顧客からモニタリングによって得た副作用および相互作用情報への対応策  

地域で活躍する薬剤師   在宅医療   妨間薬剤管理指鳩巣翔  

在宅医療における医療廃棄物の取り扱い  

地域医療・地域福祉  お菜手帳を用いた患者情報の共有など病院薬剤師と薬局薬剤師の迎携の重要性  

当該地域における休日、夜間診療と薬剤師の役割  

災害時医療と薬剤師   県急災害時における、当該薬局および薬剤師の役割  

地域保旭   学校薬剤師の珊推とそゐ役割  

地域住民に対する医薬品の適正任用の啓発活動における染剤師の役割  

麻薬・光せい剤等薬物乱用防止運動、アンチドーピング（うっかりドーピング含む）における薬剤師の役割  

日用品に係る薬剤師の役割  

日用品に含まれる化学物質の危険性  

誤敗、i呉企による中希および食中毒に対するアドバイスを行ううえでの知王肢と留意点  

生活環境における消毒の概念  

ほ通性のある染物および旭康間貼  

地域対応実習   日用品に含まれる化学物質の危険性   
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出題に際しての留意事項における検討課題  

1．全般的な留意事項  

・現行の出題基準においては、以下の留意事項が挙げられている。「新薬剤師国家試験に  

ついて」に基づけば、④については、実践の場で取り得る解答肢のから最も適切なもの  

を選択する問題や、明らかに誤りである解答肢や重要性が低い解答肢を選択する問題な  

どの出題も考慮すべきではないか。また、この他に留意すべき事項は何か。   

♂薬剤師せLて男錯tをければ扮らない題本属應廊威せ超凝せ評解する儲選そする   

②4つの彪摩分野／ごついて払1縁者／こ威好／こ腰夢Lていることカユら、男顔ガタな周密め携戌仁者たって払  

＿署窟の無いよう＿分野ノ野のノ謬髪にば十分な彪感づj必要である。   

♂資杉尻餅とLて適度掟腰解扮周選ばせげる   

躇の文章舶や条件附こ叙者L、丘解ぼ一つだけであク、それ∠辻井／ま正解で凌い勝とする。   

⑤儲題巧超易が寄居り分野にプ有ら凌いこととする。  

（夢碓な贋ク、jFLいめのぽえ／ま正Lいあのの顔合ゼリ をノ野う原野とする。   
♂好祭好の丘1穿仁ついての鶉修たがすべて二正Lく′．ないと得点が得られなレ＼友試である 朝  

方式／ば、一薬抑として者広原必要せ題碗晩軌窟をノ野う局名酢ごつい潤する。   

・出題に関連する情報をその一部に含む小冊子や画像、写真等の資材（例：添付文書情報）  

の他、会話事例や対応事例などを活用した出題についても考慮してはどうか。  

・一般名、商品名等、医薬品の名称について問題に応じてどのように取り扱うか。  

・複合問題作成に当たっての留意点について  

・その他、留意すべき事項  

2．各領域における留意事項  

【物理・化学・生物】  

・「物理」は、薬の物理化学的・分析的な考え方が身についているかどうかを問うことに   

重点を置いた問題としてはどうか。  

・「化学」は「医薬品の性質を理解すること」を主題とし、有機化合物としての医薬品の   

性質についての基礎的な理解、基礎的な知識を利用した応用力を問うこととしてはどう   

か。  

・「生物」は生体の構造、機能及び生体成分の代謝などに関する基礎的知識及び感染症の   

原因微生物とそれが引き起こす症状、免疫のしくみなどに関する基礎的知識を中心に問   

うこととしてはどうか。  

・その他、留意すべき事項  

ー1－   



【衛生】  

・現行の出題基準においては、以下の留意事項が挙げられているが、この他に留意すべき   

事項は何か。  

働／とば、卿とLて身／ごつげ丁おぐことが必要せ公衆虜婆上必廊戯・蚕潜を∠基本とする分野で、  

衛生化学■公衆蘇生学を中心とし丁いる。そのク玖 柳に亥当する学抒βを劇示すると、栄養  

化学、虜穿科学、喜好学、親爺教生％学、疫学、登腰学などがあげaれゑ  

〔衛生穿学／で紘疾冴子メ玖 きら／こぼ慮穿の綬好一虜蓼／こ必好の公衆辟堂上のカ磯と錐のうち、  

卿として身につげておくことメj必要と孝之られる深厚衛生、易者衛生、食品衛生弟者、化学％  

質の喜好など／こノ労する．基本行事穿あ塩野す武  

者讃靡疲をノ野う闇酢ごつい丁ぼ、深慮衛生上のノ音義がニ大きぐ、かつ、当炭分野仁おいて流用きれてい  

るあの、また／ま原割に量要せ邑ののみを躇L、その．音義戯宏原習なと＼ノ託静また／ゴ劇若美彪の  

ため／こ必要ときれる基藤野享有を′野うこととする。専聯仁おいて夢移すべき廃炉などの讃顔ばβ  

屠Lないこととする。  

各覆基準などの炭虐ぼ、厨摩することメj必好また躇め丁肴眉な炭膠である歩合を廉い手数窟その  

邑のをノ野う脱しないこととする。   

働野との′謬整ノ  

衛生腰輝彦靡せLて、食品衛生彦、化学教好の審査皮び毅彦掌の虜瀞に厨する彦辟、有声緻質を含有  
する家庭舶の虜御仏野する彦摩＼草炭深厚疲筈について／よ、／葡彗賓学ノ／こおいて虎膠する。  

また、産薬品の顔穐覿辟脚とLて㈱で躇きれるが、J穿着％を含む脚な有害仕草  

勿質の顔殉教慶ば傾鰍において躇する。きら／こ、斉着化学仁厨LT／ま、蔵置筈の∠基本蜘  
戯／拐財とLて 

こ耳ノー・ミ’・、  

【薬理】  

・「薬理」と「病態・薬物治療」との調整をどのように考えるべきか。例えば、薬理作用   

や作用機序に関する出題を中心としてはどうか。  

・その他、留意すべき事項  

【薬剤】  

・「薬剤」は、生体で薬が効果を示すプロセス及び製剤に係る化学の両方の分野について、   

バランスを考慮して出題することとしてはどうか。  

・その他、留意すべき事項  

【病態・薬物治療】  

・「病態・薬物治療」は、患者の病態生理を理解し、適正かつ安全な薬物治療法の遂行等   

のために必要な知識等を問うものとしてはどうか。  

・「病態・薬物治療」においては、病態生理、代表的な治療薬、使用上の注意に関する出   

題を中心とし、作用機序に関する出題は避けることと．してはどうか。また、臨床検査の   

基礎知識等を含めた問題の作成も考慮してはどうか。  

・抗悪性腫瘍薬及び抗菌薬については「薬理」に含まれないが、「病態・薬物治療」にお  

－2－  
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いてその薬理作用を問うこととしてもよいか。  

・「薬理」等の他領域との調整にあたり、特に留意が必要な点はないか。一  

・その他、留意すべき事項  

【法規・制度・倫理】  

・「法規・制度・倫理」は、薬剤師としての業務を遂行するに際して必要な法的知識及び   

これらの関連する各嘩の制度ならびに医療の担い手としての任務を施行するための保持  

j  すべき倫理規範的知識や態度について問うものとしてはどうか。  
・末梢的規制の問題作成は避けることとしてはどうか。  

・法律などに照らして薬剤師の行動等が正しいかどうかを問うような問題も考慮してはど   

うか。  

・「原則として」の有無により正誤が入れ替わるような出題はできるだけ避けることとし   

てはどうか。  

・その他、留意すべき事項  

【実務】  

・「実務」における出題のうち必須問題では、医療の担い手である薬剤師として特に必要   

不可欠な資質を確認することとし、医薬品を一商品としてではなく、生命と関連性が高   

いことを常に意識し、安全性が最優先されるべきことを理解しているかを、また、患者   

の希望に沿った医療に貢献できるよう人間関係の必要性を理解しているかを問うことと   

してはどうか。  

・一般問題は、医薬品に対する高い科学的知識を必要であることを理解し、チーム医療の   

中で、薬のプロフェッショナルとして、薬物の適正使用のための情報提供ができている   

かなど、医療の担い手である薬剤師が直面する一般的課題を解釈・解決するための資質   

の確認を問うこととしてはどうか。したがって、複数の解決法（解）から最適な解を選   

択できるような設問も適宜組み込むこととしてはどうか。  

・「実務」においては、他分野すべてが土台となることから、重複のないよう分野間の調   

整には十分な配慮が必要ではないか。  

・その他、留意すべき事項  

一3－   



㊧  
薬食発0120第10号  

平成22年1月20日  

各都道府県知事 殿  

厚生労働省医薬食品局長  

薬剤師法施行規則の一部を改正する省令の公布について   

今般、「薬剤師法施行規則の一部を改正する省令」（平成22年厚生労働省令第8  

号）が別添1のとおり公布され、平成23年4月1日から施行されることとなった。今  

回の改正の趣旨及び内容は下記のとおりであるので、御了知の上、関係方面への周知徹  

底方お願いする。  

記  

1 改正の趣旨   

平成16年に学校教育法（昭和22年法律第26号）及び薬剤師法（昭和35年法律  

第146号）が改正され、平成18年度から新たな薬学教育課程として6年制課程が導  

入されるとともに、6年制課程を修めて卒業した者に薬剤師国家試験の受験資格が与え   

られることとされた。   

このため、新たな6年制課程において習得した知識、技能及び態度に関し、これから  

の医療の担い手として求められる資質を的確に確認するに相応しい薬剤師国家試験制度  

のあり方について、医道審議会薬剤師分科会での検討を経て「新薬剤師国家試鹸につい  

て」（別添2）を取りまとめた。これを踏まえ、薬剤師法施行規則（昭和36年厚生省  

令第5号）の一部を改正し、薬剤師国家試験の問題区分及び科目の見直しを行うもので   

あること。  

2 改正の内容  

（1）薬剤師国家試験の問題区分  

薬剤師国家試験を必須問題試験及び一般問題試験に区分し、一般問題試験について   

は更に薬学理論問題試験及び薬学実践問題試験に区分したこと。  

（2）薬剤師国家試験の科目  

－1－   



必須問題試験の試験科目は 、「物理・化学・生物」、「衛生」、「薬理」、「薬  

剤」、「病態・薬物治療」、「法規・制度・倫理」及び「実務」の7科目としたこと。   

一般問題試験のうち、薬学理論問題試験の試験科目は、「物理・化学・生物」、  

「衛生」、「薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」及び「法規・制度・倫理」の6  

科目とし、薬学実践問題試験の試験科目は、「物理・化学・生物」、「衛生」、「薬  

理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」、「法規・制度・倫理」及び「実務」の7科目  

としたこと。  

3 施行期日   

施行期日は平成23年4月1日としたこと。  

ー2－  
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別添1  
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別添2  

新薬剤師国家試験について  

1．見正しに至る紬   

近年、患者本位の医療の実現に向けて医療制度が大きな変革を遂げ、また、医療の  

高度化、多様化、医薬分業の進展など、薬剤師を取り巻く環境は大きく変化している。  

そのような中、最適な薬物療法の提供、服薬指導、医療の安全確保など幅広い分野に  

おいて、医療の担い手としての薬剤師に寄せる期待がこれまでにも増して大きくなっ  

ている。   

このため、臨床に係る実践的な能力を有する薬剤師を輩出すべく、平成18年度か  

ら新たな薬学教育課程として6年制課程が導入されるとともに、6年制課程を修めて  

卒業した者に薬剤師国家試験の受験資格が与えられることとなった。   

このような状況の下、国民の期待に応えうる薬剤師を輩出する観点に立って、新た  

な6年制課程において習得した知識、技能及び態度に関し、これからの医療の担い手  

として求められる資質を的確に確認するに相応しい薬剤師国家試験制度のあり方につ  

いて、平成19年6月から「薬剤師国家試験出題制度検討会」において検討を行い、  

平成20年7月に報告書がとりまとめられた。その後、医道審議会薬剤師分科会及び  

分科会の下に設置された薬剤師国家試験制度改善検討部会におしiて、検討が行われた  

ものである。  

2．鼻血しに当たっての墓本的な考え方   

薬学教育年限の延長とそれに伴って薬剤師国家試験の受験資格が見直された趣旨に  

照らし、薬剤師国家試験を通じて、基礎的な知識や技術はもとより、高い倫理観、医  

療人としての教養、医療現場で通用する実践力などを確認する必要がある。   

また、多様かつ複雑な医療の実際において、薬剤師が医療の担い手として真に役割  

を果たすには、時として自らが有する知識等の範囲を超える未知の事象・事案に対し  

て、6年制課程で習得した知識・技能・態度等を最大限発揮して、資格者として責任  

ある行動をとることが求められる。   

薬剤師国家試験を通じて、薬剤師資格を有する者として必要とされる基本的な知識  

等のほか、薬学の全領域に及ぶ一般的な理論や、医療を中心とした実践の場において  

必要とされる知識一枝能・態度等を確認する必要がある。また、薬学に関する基本的  

な知識等と実践に関する総合的能力が体系的に習得されているか否かを確認すること  

も重要である。   



8．改書すべき■項  

（1）試験科目の見直し  

薬剤師国家試験の科目については、薬剤師が実践において現行の出題科目（基  

礎薬学、医療薬学、衛生薬学、薬事関係法規及び薬事関係制度の4科目）ごと  

の知識等を個別に資質として発揮しているのではなく、複数の知識等を複合的  

に発揮していると考えられるため、科目別に行う試験を見直して、医療の担い  

手である薬剤師として特に必要不可欠な基本的資質を確認する問題（必須問  

題）と、薬剤師が直面する一般的課題を解釈・角牢決するための資質を確認する  

問題（⊥般問題）とに分けて試験を行うことによって、薬剤師として求められ  

る資質の有無をより的確に確認することとする。  

具体的には、試験を、必須問題及び一般問題に区分（一般問題にあっては、  

薬学理論問題及び薬学実践問題に更に区分）したうえで、科目を「物理■化学・  

生物」、「衛生」、「薬理」、「薬剤」、「病態■薬物治療」、「法規・制度・  

倫理」、「実務」として行うこととする。  

なお、一般問題のうち、薬学理論問題は「実務」を除く科目で行うこととす  

る。また、薬学実践問題は、「実務」に加え、「実務」とそれ以外の科目とを  

関連させた複合問題とする。  

（2）出題基準の見直し  

新たな出題基準は、6年制教育の導入が国民の期待に応えうる薬剤師を輩出  

することを目的としたものであることを踏まえて、6年制教育導入の基礎とな  

った「薬学教育モデル・コアカリキュラム」及び「実務実習モデル・コアカリ  

キュラム」の項目を基本とすることが適当である。  

新たな出題基準の体系は、「薬学教育モデル■コアカリキュラム」及び「実  

務実習モデル■コアカリキュラム」の項目について、現行の出題基準の体系を  

参考に、「大項目」、「中項目」、「小項目」として整理し、さらに「小項目」  

については、参考としてその具体例を例示することとする。  

また、出題基準は、従来おおむね5年を目途に見直しを行ってきたが、急速  

な学術の進歩及び薬剤師業務の変化一進展に鑑み、少なくとも4年を目途に見  

直しを行うこととする。   



（3）試験出題形式及び解答形式の見直し  

試験は、正答肢を選択する問題（一問一答形式、正答の設問肢が一つではな  

い形式又は解答肢の全ての組合せの中から正答肢を選択する形式）を基本とす  

るが、そのほか、実践に即した問題抽出・解決能力を確認する観点から、実践  

の場で取り得る解答肢の中から最も適切なものを選択する問題や、明らかに誤  

りである解答肢や重要性が低い解答肢を選択する問題などを出題することも  

必要である。「必須問題」などの場合にあっては、設問の正誤を一問一答形式  

で問うことを基本とする。  

また、出題に関連する情報をその一部に含む小冊子や画像等の資材（例：添  

付文書情報）を問題とともに配付・供与し、その活用によって解答を導いてい  

く方式など、実務に即した技能・態度等を確認することが可能と思われる方式  

については、積極的に取り入れていくこととする。  

なお、薬剤師として選択すべきでない選択肢（公衆衛生に甚大な被害を及ぼ  

すような内容、倫理的に誤った内容等をいい、いわゆる「禁忌肢」。）を含む  

問題の導入については、他の国家試験における実施状況も踏まえつつ、今後の  

検討課題とする。  

（4）試験問題数の見直し  

ア）必須問題  

必須問題は、「物理一化学一生物」から15間、「衛生」から10問、「薬  

理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」からそれぞれ15問、「法規t制度・  

倫理」、「実務」からそれぞれ10問とする。  

以上により、「必須問題」は90問となる。  

イ）一般問題   

a）薬学理論問題  

一般問題のうち薬学理論問題は、「実務」以外で構成することとし、「物   

理・化学・生物」から30問、「衛生」から20問、「薬理」、「薬剤」、   

「病態・薬物治療」からそれぞれ15問、「法規・制度・倫理」から10   

問とする。  

以上により、「一般問題（薬学理論問題）」は105問となる。  

b）薬学実践問題   

一般問題のうち薬学実践問題は、「実務」から20問を確保するととも  

に、それぞれの科目と「実務」とを関連させた複合問題与して、以下のと   

おり計130問を確保する。  

r   



「物理・化学・生物」と「実務」との複合問題として出題される30   

問   

（うち15問は「物理・化学・生物」、15問は「実務」）   

「衛生」と「実務」との複合問題として出題される20問  

（うち10問は「衛生」、10問は「実務」）   

「薬理」と「実務」との複合問題として出題される20問  

（うち10問は「薬理」、10問は「実務」）   

「薬剤」と「実務」との複合問題として出題される20間  

（うち10問は「薬剤」、10問は「実務」）   

「病態・薬物治療」と「実務」との複合問題として出題される20問  

（うち10問は「病態・薬物治療」、10問は「実務」）   

「法規t制度・倫理」と「実務」との複合問題として出題される20   

問  

（うち10問は「法規・制度・倫理」、10問は「実務」）  

以上により、「一般問題（薬学実践問題）」は150問となる。   

以上により、薬剤師国家試験の出題数は345問となる。（末尾の参考を参  

照。）   

なお、出題数の増加に伴う試験時間の延長が、受験生にとって過度の負担に  

ならないよう、問題作成にあたって1問あたりの回答時間を考慮する等により、  

現行の2日間の日程を維持することとする。  

（5）合格基準  

以下のすべてを満たすこと。  

① 全問題への配点の65％を基本とし、問題の難易を補正して得た実際の総  

得点以上であること。  

② 一般問題について、構成する各科目の得点がそれぞれ配点の35％以上で  

あること。  

③ 必須問題について、全問題への配点の70％以上で、かつ、構成する各科  

目の得点がそれぞれ配点の50％以上であること。  

（6）過去に出題された試験問題（既出問題）の取扱い  

新薬剤師国家試験における既出問題のうち、薬剤師に必要な資質を的確に確  

認することが可能な良寛な問題として一定の評価が与えられた問題を活用する  

こととし、その割合は、現行制度と同程度（20％程度）とする。ただし、新   



薬剤師国家試験における既出問題が十分に蓄積されるまでの間の活用する割合  

は、この限りではないこととする。   

なお、既出問題の活用にあたっては、単なる正答の暗記による解答が行われ  

ないよう、問題の趣旨が変わらない範囲で設問及び解答肢などを工夫する。  

4 臭施時期   

新たに策定する出題基準を含め、平成24年（平成23年度）の国家試験から適用  

する。   



（参考）  

新薬剤師国家試験の科目、問題区分、出題数  

問 題 区 分  

科目  
必須問題  問題   

出題数計  

薬学理論面題  薬学実践問題   

物理・化学・生物   15問   45問   30問   
15問  

（複合問題）   
60問   

衛生   10問   30問   20問   
10問  

（複合問題）   
40間   

薬理   15問   25問   15問   
10問  

（複合問題）   
40問   

薬剤   15問   25問   15問   
10問  

（複合問題）   
40問   

病態・薬物治療   15問   25問   15問   
10問  

（複合問題）   
40問   

法規・制度・倫理   10問   20問   10問   
10問  

（複合問題）   
30問   

20問  

実務   10問   85問  
＋  

65問  
95問   

（複合問題）  

出題数計   90問  2 5昆重   345問  
105問   150問   

（注）薬学実践問題は、「実務」20問、及びそれぞれの科目と「実務」とを関連させた複合問題130聞からなる。  

－1卜   
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薬食発0120第12号  

平成22年1月20日  

各都道府県知事 殿   

厚生労働省医薬食品局長  

新薬剤師国家試験について  

平成23年度から実施する新たな薬剤師国家試験の問題区分及び科目については、平  

成22年1月20日付薬食発0120第10号「薬剤師法施行規則の一部を改正する省  

令の公布について」によりお知らせしたところであるが、医道審議会薬剤師分科会の検  

討を経て取りまとめた「新薬剤師国家試験について」を踏まえ、当該試験の出題形式及  

び解答形式等は、下記のとおりとするので、御了知の上、関係方面への周知徹底方お願  

いする。  

記  

1 試験出題形式及び解答形式   

試験は、正答肢を選択する問題（一問一答形式、正答の設問肢が一つではない形式又   

は解答肢のすべての組合せの中から正答肢を選択する形式）を基本とする。ただし、実   

践に即した問題抽出・解決能力を確認する観点から、実践の場で取り得る解答肢の中か   

ら最も適切なものを選択する問題や、明らかに誤りである解答肢や重要性が低い解答肢   

を選択する問題なども出題する。また、「必須問題」などの場合にあっては、設問の正   

誤を一間一答形式で問うことを基本とすること。  

2 試験問題数   

試験問題数は「必須問題」が90間、「一般問題（薬学理論問題）」が105間、   

「一般問題（薬学実践問題）」が150問、合計345間とし、その内訳は次表のとお   

りとする。なお、薬学実践問題は、「実務」20問に加え、「実務」とそれ以外の科目   

とを関連させた複合問題130問とすること。  

－13－   





光平成2   

資料7  

1年12月17日薬剤師国家試験出題基準改定部会  

薬剤師国家試験出題基準の検討における論点（案）  

1．新たな出題基準の策定とその対象範囲  

・新たに策定する出題基準は、6年制教育導入の基礎となった「薬学教育モデル・コアカ  

リキュラム」及び「実務実習モデル・コアカリキュラム」の項目を基本とするが、追加  

すべきもの、削除すべきものはないか。  

2．出題基準の体系  

新たな出題基準においても、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」及び「実務実習モ  

デル・コアカリキュラム」の項目について、現行の出題基準の体系を参考に、必要に応  

じて項目間の入れ替え等を適切に行ったうえで、「大項目」、「中項目」、「小項目」及び「小  

項目の例示」として整理することとするが、具体的には、どのような入れ替え等が適切  

か。  

・科目（領域）毎の大項目及び中項目の整理については、別紙の案でいかがか。  

・現行の出題基準と同様、出題に関する基本的考え方や問題作成に関する留意点等を記載  

することが望ましいが、記載すべき内容としてどのようなものがあるか。  

3．出題基準の見直し  

出題基準の見直しにあたって、社会的養成や医療の実情などに照らして、薬剤師国家試  

験を通じて確認すべきものや、薬剤師業務として定着し、医療の質の向上に貢献してい  

る内容などで、積極的に加えることが適当なものがあるか。  

4．その他  

一卜   



（別紙）  

出題基準における各科目（領域）の大項目及び中項目の整理（案）  

科目（領域）   大 項 目  中 項目   

Cl物質の物理的性質   （1）物質の構造  

（2）物質の状態Ⅰ  

（3）物質の状態Ⅱ  

（4）物質の変化  

C2 化学物質の分析   （1）化学平衡  

（2）化学物質の検出と定量  

（3）分析技術の臨床応用  

C3 生体分子の姿▲かたちをとらえる   （1）生体分子を解析する手法  

（2）生体分子の立体構造と相互作用  

C4 化学物質の性質と反応   （1）化学物質の基本的性質  

（2）有機化合物の骨格  

（3）官能基  

（4）化学物質の構造決定  

C5 ターゲット分子の合成   （1）官能基の導入一変換  

（2）複雑な化合物の合成  

C6 生体分子一医薬品を化学で理解する   （1）生体分子のコアとパーツ  

（2）医薬品のコアとパーツ  

知理一化学・生物  （2）リード化合物の創製と最適化  

C7 自然が生み準す薬物   （1）薬になる動植鉱物  

（2）薬の宝庫としての天然物  

（3）現代医療の中の生薬・漢方薬  

C8 生命体の成り立ち   （1）ヒトの成り立ち  

（2）生命体の基本単位としての細胞  

（3）生体の機能調節  

（4）小さな生き物たち  

C9 生命をミクロに理解する   （1）細胞を構成する分子  

（2）生命情報を担う遺伝子  

（3）生命活動を担うタシバク質  

（4）生体エネルギー  

（5）生理活性分子とシグナル分子  

（6）遺伝子を操作する  

C17 医薬品の開発と生産   （3）バイオ医薬品とゲノム情報  

ClO 生体防御   （1）身体をまもる  

（2）免疫系の破綻t免疫系の応用  

（3）感染症にかかる   

Cll健康   （1）栄養と健康  

（2）社会と集団と健康  

衛生  （3）疾病の予防  

C12 環境   （1）化学物質の生体べの影響  

（2）生活環境と健康   

C13 薬の効くプロセス   （1）薬の作用と生体内運命（薬の運命以外）  

薬理  （2）薬の効き方Ⅰ  

（3）其の効き方Ⅱ  



科目（領域）   大 項 目  中 項 目   

C13 薬の効くプロセス   （1）薬の作用と生体内運命（凛の運命）  

（4）薬物の臓器への到達と消失  

薬剤  
（5）薬物動態の解析  

Clβ 製剤化のサイエンス   （1）製剤材料の性質  

（2）剤形をつくる  

（3）DDS（薬物送達システム）   

C14 薬物治療   （1）体の変化を知る  

（2）疾患と薬物治療（心臓疾患等）  

（3）疾患と薬物治療（腎臓疾患等）  

病態・薬物治療  
（4）疾患と薬物治療（精神疾患等）  

（5）病原微生物・悪性新生物と戦う  

C15薬物治療に役立つ情報   （1）医薬品情報  

（2）患者情報  

（3）テーラーメイド薬物治療を目指して   

C18 薬学と社会   （1）薬剤師を取り巻く法律と制度  

（2）社会保障制度と薬剤経済  

（3）コミュニティーファーマシー  

C17 医薬品の開発と生産   （1）医薬品開発と生産のながれ  

（4）治験  

法奴・制度一倫理  （5）バイオスタテイスティクス  

ヒューマニズム   ①生と死  

②医療の担い手としてのこころ構え  

③信頼関係の確立を目指して  

イントロダクション   ①薬学への招待  

②早期体験実習   

Dl実務実習事前学習   （1）事前学習を始めるにあたって  

（2）処方せんと調剤  

（3）疑義照会  

（4）医薬品の管理と供給  

（5）リスクマネージメント  

（6）服薬指導と患者情報  

（7）事前学習のまとめ  

D2 病院実習   （1）病院調剤を実践する  

（2）医薬品を動かす一確保する  

実務  （3）情報を正しく扱う  

（4）ベッドサイドで学ぶ  

（5）薬剤を造る■調べる  

（6）医療人としての薬剤師  

D3 薬局実習   （1）薬局アイテムと管理  

（2）情報のアクセスと活用  

（3）薬局調剤を実践する  

（4）薬局カウンターで学ぶ  

（5）地域で活躍する薬剤師  

（6）薬局業務を総合的に学ぶ   

－3－   



各薬科大学長・薬学部長 殿  

厚生労働省医薬食品局総務課 関野、境  

新たな薬剤師国家試験制度の構築に向けた検討状況のお知らせと  

出題範囲に関する意見照会  

平素より、薬学教育を通じて薬剤師の養成にご尽力賜り、厚く御礼申し上げます。  

厚生労働省では、平成19年6月に薬剤師国家試験出題制度検討会を設置し、新たな6年制教育を通じて  

修得した知識、技能及び態度について、医療人として求められる資質を的確に確認するに相応しい薬剤師国  

家試験のあり方等の検討を行っているところです。   

本検討会はこれまで3回の開催を通じて、出題の範囲や出題の方法などについて検討を行っており、これ  

までのところ、出題範囲については、少なくとも薬学教育モデル・コアカリキュラム及び実務実習モデル・コア  

カリキュラムの領域を全てカバーする必要があること、また、出題方法については、薬剤師として必要な基本  

的知識に関する出題に加えて、実践における問題解決能力を問うために、基本的知識と実践（臨床）に係る  

＼ 知識、技能及び態度とを複合的に出題する必要があることなどについて一定の方向性が示されています。検 【  

討状況の詳細については、厚生労働省のホームページにこれまでの検討会資料及び議事録が掲載されてい  

ますので、ご参照の程よろしくお願いいたします。  

t＿・－じ  i／otherL．html＃i  ／／www．mhlw   

このような検討状況の下、出題の範囲については、第3回検討会において厚生労働省より、薬学教育モデ  

ル・コアカリキュラム及び実務実習モデル・コアカリキュラムに沿って整理したものを「出題の範囲（案）」（添付  

資料参照）として提示するとともに、検討会での議論に加え、薬科大学・薬学部に対して広く意見を求めること  

を提案したところです。   

っいては、「出題の範囲（案）」が今後薬剤師国家試験の出題範囲として成案化されていくものであることを  

前提に、それぞれの分野・領域の諸先生に添付資料をご覧いただき、本案に示す項目の追加・削除・変更に  

関する意見及び本案に対する自由意見を、それぞれ別紙様式（A）及び（B）にご記入のうえ、平成20年1月  

30 日までに、下記宛にご返送くださいますようお願い申し上げます。いただいたご意見は、今後の検討の参  

考となりますので、何卒ご協力方よろしく申し上げます。  

記  

厚生労働省医薬食品局総務課 関野、境  

〒100－8916 東京都千代田区霞が関1－2－2  

電話（直通）03－3595－2377  

FAX O3－3591－9044  
メールアドレス sakaiuhiromichi＠mhlw．   



別紙様式（A）  

項目の追加・削除・変更に関する意見  

大学名  

［御連絡先］   

御所属  御名前  

電話番号  

E－mailアドレス   

行番亘  追加・削除・変更を行う項目  意見の種別   意見及びその理由等  

I  

【  

※ 記入上の注意  

・「行番号」欄には、「出題の範囲（案）」に便宜上付した行番号を御記入下さい。  

・「追加・削除・変更を行う項目」欄には、追加・削除・変更を行う必要があると考える項目を御記入下さい。  

・「意見の種別」欄には、意見が追加・削除・変更のうち、どれに該当するかを御記入下さい。  

・「意見及びその理由等」欄には、追加・削除・変更の意見及びその理由等を具体的に御記入下さい。  

▼ 
ず弓   



別紙様式（B）  

「出題の範囲（案）」に対する自由意見  

大学名  

［御連絡先］   

御所属  御名前  

電話番号   

E－mailアドレス  

※「出題の範囲（案）」に対する自由意見を上記枠内に1つずっ御記入下さい。   



「出題の範囲（案）」の見方  

この「出題の範囲（案）」は、新たな薬剤師国家試験において出題対象となる項目を示すものとして、  
第3回薬剤師国家試験出題制度検討会（平成19年10月25日開催）に、厚生労働省が示したもので  
あり、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」（平成14年8月）及び「実務実習モデルコアカリキュラム」  
（平成15年12月）に沿って作成されている。  

アカノキ ムのJ遠目ヰ  

「出題の範囲（案）」に便宜上付した行番号  lお て‡  度力己されて るもの   



【物理】  

出題の範囲（薬学教育モデル・コアカリキュラム、実務実習モデル・コアカリキュラムに沿って整理したもの）  
※網掛け部分は、モデル・コアカリキュラムの到達目標において「技能」、「態度」が記されているもの  

大項目  中項目  小項月  小項目の例示  

Cl物質の物理的性質   （1）物質の珊造   化学結合   化学結合の成り立ち  

軌道の混成  

分子軌道の基本概念  

共役や共鳴の概念  

分子間相互作用   静電相互作用（例示）  

フアンデルウールスカ（例示）  

双極子間相互作用（例示）  一  

分散力（例示）  

水素結合（例示）  

電荷移動（例示）  

疎水性相互作用（例示）  

原子・分子   電磁波の性質および物質との相互作用  

分子の振動、回転、電子遷移  

スピンとその磁気共鳴  
分子の分権と双極子モーメント  

代表的な分光ズベクトルを測定しこ、構造との関連を鮫明できる▲∴ノ が㌫豆ふ  

偏光および旋光性  
敗乱および干渉  

結晶柵造と回折現象  

放射線と放射能   原子の構造と放射捜変  
硯搬放射線の種類（列挙）、それらの物質との相互作用  

代表的な放射性接唖の物理的性質  

核反応および放射平衡  

放射線の測定原理  

（2）物質の状態Ⅰ   総論   フアンデルウールスの状態方程式  

気体の分子運動とエネルギーの関係  
エネルギーの定子化とボルツマン分布  

エネルギー   系、外界、境界  

状態関数の械類と特徴  
仕事および熱の据念  

定容触容立および定圧熱容丑  

熱力学第一法則（式を用いた三見明）  

代表的な過摺（変化）仁おける触と仕事を計算できる  ・一沖 
エンタルビー  

代表的な物理蜜イヒこ化学まイヒに伴う楕坤エシタルビー変位を説明し」汁∫できる  ▲ノ㌦ご∴・ま 

標準生成工ンタルビー  

自発的な変化  エントロピー  

熱力学第二法則  

代表的な物理針ヒこ化学針ヒに伴う土ントロピー蜜イヒを計算できる 、－ナ：－・±さ二′〔l 

幣力学第三法則  

自由エネルギー  

熱力学冊数の計算鏑異に基づく白発的な変化の方向と程度を予測できる 、㌧い舶 

自由エネルギーの圧力と温度による変化（式を用いた説明）  

自由エネルギーと平衡定数の温度依存性（van■tHoffの式）  

共役反応（例示）  

（3）物質の状態Ⅱ   物理平衡   相変化に伴う熱の移動（Claus山s－Clapeyronの式など）  

相平衡と相律   

－5－   



代表的な状態図（一成分系、二成分系、三成分系相図）  

物質の溶解平衡  

溶液の真一的性質（浸透圧、沸点上鼻、凝固点鱒下など）  

界面における平衡  

吸着平衡  

代表的な物理平棚を観測し・、平衡定数を求めることができる  

溶液の化学   化学ポテンシャル  

清里と活量係数  

平衡と化学ポテンシャルの関係  

電解質のモル伝導度ゐ濃度変化  

イオンの輪率と移動度  

イオン強度  

電解質の活出係数の濃度依存性（Debye－Huckelの式）  

電気化竿   代表的な化学電池の種類とその相成  

標準磁極電位  

起電力と標準自由エネルギー変化の関係  

N8rnStの式の誘場  

濃淡電池  

膜電位と能動輸送  

（4）物質の変化   反応速度   反応次扱と速度定数 

微分型遠慮慮を積分型速度式に変換できる  

代表的な反応次数の決定法（列挙）  

代表的な（擬）一次反応の反応速度を測定し、速度定数を求めることができる  

代表的な複合反応（可逆反応、平行反応、連続反応など）の特徴  

反応速度と温度との関係（A汀heniusの式）  

衝突理論  

遁移状態理論  

代表的な触媒反応（酸■塩基触媒反応など）  

酵素反応およぴその桔抗阻害と非桔抗岨筈の機構  

物質の移動   拡散および溶解速度  

沈降現象  

流動現象および粘度   

C2 化学物質の分析   （1）化学平衡   酸と塩基   酸・塩基平衡  

溶液の水素イオン濃度（pH）を測定できる  一：・－さ予再与誉 

溶液わ古山を打算セきる宣√γでさこご  √ 叫′′ ㌔髄㍍霊  

碩術作用（具体例）  

代表的な繰怖液の特徴とその調製法  

化学物質のpHによる分子形、イオン形の変化  

各唖の化学平衡   緒体・キレート生成平衡  

沈殿平衡（洒鰐皮と溶解度積）  

酸化道元●屯位  

酸化道元平衡  

分配平衡  

イオン交換  

（2）化学物質の検出と定立   定性星式験   代表的な無臓イオンの定性反応  

日本薬局方収載の代表的な医薬品の確認孟式験（列挙）とその内容  

日本薬局方収載の代表的な医薬品の純度≡式験（列挙）とその内容  

定立の基礎   実♯檀を用いた計算および統計処理 ，．け∴、▲  

医薬品分析法のバリデーション  

日本薬局方収載の重量分析法の原理および操作法  

日本薬局方収載の容出分析法   
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日本薬局方収載の生物学的定量法の特徴  

容量分析   中和滴定の原理、操作法および応用例  

非水滴定の原理、操作法および応用例  

キレート滴定の原理、操作法および応用例  

沈殿滴定の原理、操作法および応用例  

酸化還元滴定の原理、操作法および応用例  

電気滴定（電位差滴定、電気伝導度滴定など）の原理、操作法および応用例  

乱本葉局方収鵬の代表的な医薬品の容量分析を実施できる 
l－∴■も 

金属元素の分析   原子吸光光度法の原理、操作法および応用例  

発光分析法の原理、操作法および応用例  

クロマトグラフィー   クロマトゲうフィーの椎精（列挙）、それぞれの特徴と分離機欄  

クロマトグラフィーで用いられる代表的な検出法と装置  

簿柵クロマトグラフィ十三‘液体如マトゲラフイ主などdクロマけラフ示達用いて代表的な化学物∫を分■分析でを訂  

代表的な生体賦料たっし）七さ目的に即じた前処理と適切な取扱いがセきる′ 分析の準備   け増刊や  
（3）分析技術の臨床応用  

臨床分析における緬虔管理および横準物質の意鞋  

分析技術   臨床分析の分野で用いられる代表的な分析法（列挙）  

免疫反応を用いた分析法の原理、実施法および応用例 

酵素壷用いた代表的な分析法の原理を脱明しご実施できる －1・ 

t気泳動法わ原理を脱明じ：実施できる  パ＝ニキ・ぜ 

代哀的なセンサーの列挙、原理および応用例  

代表的なドライケミストリー  

代表的な画像診断技術（×線検査、CTスキャン、MRし超音波、核医学横査など）  

画像診断薬（造巌剤、放射性医薬品など）  

薬学領域で黒用されるその他の分析技硝（バイオイメージング、マイクロチップなど）  

薬蓬物の分析   薬物中東における生休試料の取扱い  

代表的な中毒原眉物質（乱用物質を含む）のスグノーニング法（列挙）  

代表的な中暮原匝物賞を分析できる  

C3 生体分子の姿・かたちをとらえる   （1）生体分子を解析する手法   分光分析法   紫外可視吸光度測定法の慮理、生体分子の解析八の応用例  

蛍光光度法の原理、生体分子の解析への応用例  

赤外・ラマン分光スペクトルの原理、生体分子の解析への応用例  

・電子スピン共鳴（ESR）スペクトル測定法の原理、生体分子の解析への応用例  

旋光度測定法（旋光分触）、円偏光二色性測定法の原理、生体分子の解析への応用例  

代喪的な生体分子（楳酸、タンパクr）の紫外および蛍光スペクトルを測定し、構造上の特徴と脚遵づけて説明できる  

核磁気共鳴スペクトル   核磁気共鳴スペクトル測定法の原理  

生体分子の解析への核磁気共鳴スペクトル測定法の応用例  

賀址分析   質址分析法の原理  

生休分子の解析への質立分析の応用例  

×繰結晶解析   ×線結晶解析の原理  

生体分子の解析への×線結晶解析の応用例  

相互作用の解析法   生体分子間相互作用の解析法  

（2）生体分子の立体相違と相互作用   立体梢造   生体分子（タンパク質、核酸、脂質など）の立体㈹造  

タン／〈ク質の立体用造の自由度  

タン／くク質の立体溝造を規定する因子（疎水性相互作用、静電相互作用、水素精舎など）の具体例  

タン／くク質の折りたたみ過程  

核酸の立体柵造を規定する相互作用の具体例  

生体膜の立体硝造を規定する相互作用の具体例  

相互作用   鎚と鋸穴モデルおよび誘染適合モデルの具体例  

転写・翻訳、シグナル伝達における代表的な生体分子間相互作用の具体例  

脂蜃の水中における分子集合構造（膜、ミセル、膜タン／くク質など）  

生体高分子と医薬品の相互作用における立体構造的要因の重要性の具体例   
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【化学】  

出題の範囲（薬学教育モデル・コアカリキュラム、実務実習モデル・コアカリキュラムに沿って整理したもの）  
※網掛け部分は、モデルーコアカリキュラムの到達目標において「技能」、「態度」が記されているもの  

大項月  中項月  小項目  小項目の例示  

C4 化学物質の性質と反応   （1）化学物質の基本的性質   基本事項   基本的な化合物の命名、ルイス構造式  

薬学領域で用いられる代表的 

有扱化合物の性質に及ぼす共鳴の影響  

有様反応における結合の関裂と生成の様式  

基本的な有機反応（置換、付加、脱離、手云位）の特徴  

ルイス酸・塩基の定概  

炭素原子を含む反応中間体（カルポカチオン、カル／ヒオン、ラジカル、カルベン）の構造と性質  

反応の進行（エネルギー図を用いた説明）  

有機反応（電子の動きを示す矢印を用いた説明）  

有機化合物の立体相違   捕造異性体と立体異性体  

キラリティーと光学活性  

エナンチオマーとジアステレオマー  

ラセミ体とメソ化合物  

絶対配置の表示法  

Fisch8「投影式とNewman投影式を用いた有機化合物の構造  

エタンおよぴブタンの立体配座と安定性  

無拙化合物   代表的な典型元素（列挙）、その特徴  

代表的な遷移元素（列挙）、その特徴  

窒素酸化物の名称、用途、性質（列挙）  

イオウ、リン、ハロゲンの酸化物、オキソ化合物の名称、構造、性質（列挙）  

ヽ、＿ ／ 「 代表的な無機医薬品（列挙）  

錯体   代表的な錯体の名称、構造、基本的性乳  

配位結合  

代表的なドナー原子、配位基、キレート各式薬  

錯体の安定度定数  

錯体の安定性に与える配位子の柵造的要素（キレート効果）  

錯体の反応性  

医薬品として用いられる代表的な錯体（列挙）  

（2）有機イヒ合物の骨格   アルカン   基本的な炭化水素およぴアルキル基のルPACの規則に従った命名  

アルカンの基本的な物性  

アルカンの構造異性休の図示、奴の提示  

シクロアルカンの規の歪みを決定する要因  

シクロヘキサンのいす形配座と舟形配座（図示）  

シクロヘキサンのいす形配座における水素の紹合方向（アキシァル、エクアトリアル）（図示）  

埴換シクロヘキサンの安定な立体配座を決定する要因 

アルケン・アルキンの反応性   アルケンヘの代表的なシン型付加反応（列挙）、反応他用  

アルケンヘの臭素の付加反応の槻用（図示）、反応の立体特異性（アンチ付加）  

アルケンヘのハロゲン化水素の付加反応の位置選択性（Markovnikov則）  

カルポカチオンの級数と安定性  

共役ジエンヘのハロゲンの付加反応の特徴  

アルケンの酸化的開裂反応（列挙）、溝造解析への応用  

アルキンの代表的な反応（列挙）  

芳香族化合物の反応性   代表的な芳香族化合物（列挙）の物性と反応性  

芳香族性（日日ckd則〉の概念を説明できる。  

芳香族化合物の求花子置換反応の槻綿  

芳香族化合物の求花子置換反応の反応性および配向性に及ぼす置換基の効果  

芳香族化合物の代表的な求核比換反応  
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（3）官能基   概説   代表的な官能基く列挙）、個々の官能基を有する化合物のIUPACの規則に従った命名  

複数の官能基を有する化合物のルPACゐ規則に従った命名  

生体内高分子と薬物の相互作用における各官能基の役割  

代表的な官能墓の定性拭験を臭施できる 

官能墓の性貫を利用した分♯精製重美施できる  

日常生活で用いられる化学物質（官能基別に列挙）  

有機ハロゲン化合物   有機ハロゲン化合物の代表的な性質と反応（列挙）  

求核置換反応（SNlおよび岳N2反応）の機樟、立体化学  

ハロゲン化アルキルの脱ハロゲン化水素の機構（図示）、反応の位置選択性（Sa漬ヱe汗則）  

アルコール・フェノール・チオール   アルコール短の代表的な性質と反応（列挙）  

フェノール顆の代表的な性質と反応（列挙）   

フェノール類、チオール頬の抗酸化作用  

エーテル   エーテル桟の代表的な性質と反応（列挙）  

オキシラン類の関環反応における立体特異性と位置選択性  

アルデヒド・ケトン・カルポン酸   アルデヒド類およぴケトン類の性質と代表的な求核付加反応（列挙）  

カルポン酸の代表的な性質と反応（列挙）  

カルポン酸誘貌体（酸J 

アミン   アミン類の代表的な性質と反応（列挙〉  

代表的な生体内アミン（列挙〉、柵造式  

官能基の酸性度・塩基性度   アルコール、チオール、フェノール、カルポン酸などの酸性度（比較）  

アルコール、フェノール、カルポン酸、およぴその誘導体の酸性度に影響を及ぼす因子（列挙）  

含羞兼化合物の塩基性度  

（4）化学物質の用途決定   総論   化学物質の珊造決衰に用いられる機器分析法の特徴  

1H NMR   NMRスペクトルの概要と測定法  

化学シフトに及ぼす用造的要因  

有機化合物中の代表的水素原子に関するおおよその化学シフト値  

重水添加による重水素滋換の方法と原理  

1HNMRの絹分値の意味  

1HNMRシグナルが近ほプロトンにより分裂（カップリング）する理由と、分裂捕式  

1日NMRのスピン結合定数から得られる情報（列挙）、その内容  

代表的化合物の部分構造をtHNHRから決定できる  

13C NMR   13CNMRの測定により得られる作柄の概略 

代表的な欄造中の炭素に関するおおよその化学シフト値  

IR スペクトル   lRスベクトルの概要と測定法  

lRスペクトル上の■層欄な甘腫轟の特性吸収を列挙じこ帰属することができる  ・  

紫外可視吸光スペクトル   化学物質の構造決定における紫外可視吸収スペクトルの役割  

マススペクトル   マススペクトルの概要と測定法  

イオン化の方法（列挙）、それらの精微  

ピークの粗相（基準ピーク、分子イオンピーク、同位体ピーク、フラグメントピーク）  

塩素原子や臭素原子を含む化合物のマススペクトルの特徴  

代表的なフラグメンテーション  

高分解能マススペクトルにおける分子式の決定法  

基本的な化合物のマススぺ 

比旋光度   比旋光度測定法の概略  

実測値を用いて比旋光虎を計算できる 

比旋光度と絶対配思の関係  

旋光分散と円二色性の概略  

総合演習   代表的な機♯分析法を用し（て、▲木的な化合物の構造決定ができる －   

C5 ターゲット分子の合成   （り官能基の導入・変換  アルケンの代表的な合成法  

アルキンの代表的な合成法  

有機ハロゲン化合物の代表的な合成法   
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アルコールの代表的な合成法  

フェノールの代表的な合成法  

エーテルの代表的な合成法  

アルデヒドおよぴケトンの代表的な合成法  

カルポン酸の代表的な合成法  

カルポン酸誘渇休（エステル、アミド、ニトリル、酸ハロゲン化物、酸無水物）の代表的な合成法  

アミンの代表的な合成法  

代表的な官能基選択的反応（列挙）、その場柵と応用例  

代喪的な官能墓を他b 

（2）複雑な化合物の合成   炭素腐格の構築法   Di8ls－Ald餅反応の特徴（具体例）  

車云位反応を用いた代表鱒な炭素骨格の柵築法（列挙）  

代表的な炭素醜のpKaと反応性の関係  

代♯的な炭素」炭集結書生成長広けルドール反応、マロン奴エスナル合成、丁セト酢酸エステル合成」血血●J付加、■hⅣ血h反応、Grltn■rほ応、瑚叫反応など）  

位置および立体選択性   代表的な位置選択的反応（列挙）、その他珊と応用例  

代表的な立体遇択的反応（列挙）、その機構と応用例 

保証基   官能基毎に代姦的な保旺基（▼列挙）、その応用例  

光学活性化合物   光学活性化合物を縛るための代表的な手法（光学分割、不斉合成など）  

総合演習   陳印として与えられ迄化合物の合成法を立案できる 
煤月として与えら尤た医薬品を合放できる∴∴て∴”ネ㌻∴ニニ‡こiこ・∴  …・冊子 
反応廃液を適切に処理する ●ニー℡‘≠‾ぺJ一－ノ   

C6 生体分子・医薬品を化学で理解する   （り生体分子のコアと′く「ツ   生体分子の化学相違   タン／くク質の高次用達を規定する結合（アミド基聞の水素結合、ジスルフィド縮合など）および相互作用  

糖類および多糖類の基本繍遥  

拍とタン′くク質の代表的な結合様式  

核酸の立体捕造を規定する化学結合、相互作用  

生体膜を相成する脂質の化学構造の特徴  

生体内で機能する複素根   生体内に存在する代表的な複素環化合物（列挙）、用造式  

核酸塩基の構造、水素結合を形成する位憧  

複素甥を含む代表的な捕酵素（フラビン、NAD、チアミン、ヒリドキサール、業放など）の機能（化学反応性との閑適）  

生体内で機能する錯体・無機化合物   生体内に存在する代表的な金屑イオンおよび錯体の機能  

活性酸素の構造、屯子配置と性質  

一酸化窒素の電子配仕と性質  

化学から観る生体ダイナミクス   代表的な酵素の基質結合部位が有する構造上の時機（具体例）  

代表的な酵素（キモトリプシン、リボヌクレアーゼなど）の作用機柵（分子レベル）  

タン／くク質リン酸化におけるATPの役割（化学的）  

（2）医薬品のコアとバーツ   医薬品コンポーネント   代表的な医薬品のコア構造（ファーマコフォア）、分類  

医薬品に含まれる代表的な官能基の性質lこ基づく分校、医薬品の効果との関連  

医薬品に含まれる複素規   医薬品として捜索甥化合物が繁用される根拠  

医薬品に含まれる代表的な複素環化合物、分類  

代表的な芳香族捜索環化合物の性質の芳香族性との関連  

代表的芳香族複素環の求亀子試薬に対する反応性および配向性  

代表的芳香族複素根の求核試薬に対する反応性および配向性  

医薬品と生体高分子   生休高分子と非共有結合的に相互作用しうる官能基（列挙）  

生休高分子と共有結合で相互作用しうる官能基（列挙）  

分子模型、コンピューターソフトなどを用いて化学物干の立体檎堰を示すことができる  －  

生休分子を模倣した医薬品   カテコールアミンアナログの医薬品（列挙〉、それらの化学欄造の比較  

アセチルコリンアナログの医薬品（列挙）、それらの化学硝造の比較  

ステロイドアナログの医薬品（列挙）、それらの化学硝造の比較  

核酸アナログの医薬品（列挙）、それらの化学構造の比披  

ペプチドアナログの医薬品（列挙）、それらの化学相違の比較  

生体内分子と反応する医薬品（例示）   アルキル化割とDNA塩基の反応  

インターカレーターの作用機序（盟示）   
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βうクタムを持つ医薬品の作用機序（化学的）   

C7 自然が生み出す薬物   （り薬になる動植鉱物   生薬とは何か   代表的な生薬（列挙）、その特徴  

生薬の歴史  

生薬の生産と流通  

薬用植物   代表的な薬用檎物の形態を観曝する  

代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効など（列挙）  

代表的な生薬の産地と基原植物の関係（具体例）  

代表的な薬用櫓物を形態が似ている縫物と区別できる  

代表的な薬用植物に含有される薬効成分  

植物以外め医薬資源   動物、鉱物由来の医薬品（具体例）  

生薬成分の柵造と生合成   代表的な生薬成分の化学柵造に基づく分類、それらの生合成経路  

代表的なテルペノイドの構造の生合成経路、その基原相物  

代表的な強心配糖休の柵造の生合成緯路、その基原柏物  

代表的なアルカロイドの珊造の生合成種路、その基原描物  

代表的なフラボノイドの構造の生合成経路、その基原植物  

代表的なフェニルプロパノイドの構造の生合成経路、その基原植物  

代表的なポリケチドの捕造の生合成経路、その基原植物  

農薬、香椎品としての利用   天然物質の農薬、香粗品などの原料としての有用性（具体例）  

生薬の同定と品質評価 日本薬局方の生薬総則および生薬王式験法  

代表的な生薬をだ別できる 

代褒的な生薬の確匪試験を実施できる  

代表的な生薬の紺度試験を実施できる  

生薬の同定と高貴評価法  

（2）薬の宝庫とLての天然物   シーズの探索   医薬品として使われている天然有機化合物およぴその法論体（具体例）  

シーズの探索に貢献してきた伝統医学、民族椅物学（例示）  

医薬原料としての天然物質のれ源確保に関する間組点（列挙）  

天然物質の取扱い   天然物1の代表的な抽出法、分離精製法を列挙し、実施できる  

代表的な天然有機化台物の捕追決定法（具体例）  

微生物が生み出す医薬品   抗生物質、化学構造に基づく分類  

発西引こよる医薬品の生産   微生物による抗生物質（ペニシリン、ストレプトマイシンなど）生産の過程  

発酵による有用物質の生産   微生物の生産する代表的な糖質、酵素（列挙）、利用法  

（3）現代医頂の中の生薬・さ奥方染   漢方医学の基礎   漢方医学の特徴  

漢方薬と民間薬、代替医療との相違  

漢方薬と西洋薬の基本的な利用法の速い  

漢方処方と「音正」との関係  

代表的な漢方処方の適応症と配合生薬  

漢方処方に配合されている代表的な生薬（例示）、その有効成分  

漢方エキス製剤の特徴、酢夜との比披（加筆）  

漢方処方の応用   代表的な疾患に用いられる生薬および漢方処方の応用、使用上の注意  

漢方薬の代表的な副作用や注意事項   

C17 医薬品の閑発と生産   （2）リード化合物の創製と最適化   医薬品創製の歴史   古典的な医薬品開発から理論的な創薬への歴史  

標的生体分子との相互作用   医薬品開発の標的となる代表的な生休分子（列挙）  

医薬品と標的生体分子の相互作用の具体例（立体化学的観点）  

立体異性体と生物活性との関係に関する具体例  

医薬品の捕造とアゴニスト活性、アンタゴニスト活性との関係に関する具体例  

スケノーニニング   スクリーニングの対象となる化合物の起源  

代表的なスクリ一三ング法，（列挙）  

リード化合物の最適化   定立的構造活性相関のパラメーター（列挙）、その薬理活性に及ぼす効果  

生物学的等価性（バイオアイソスター）の意毒  

薬物勤値を考応したドラッグデザイン   
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【生物】  

出題の範囲（薬学教育モデル・コアカリキュラム、実務実習モデル・コアカリキュラムに沿って整理したもの）  
※網掛け部分は、モデル・コアカリキュラムの到達目標において「技能」、「態度」が記されているもの  

小項目  小項月の例示  大項畠  中項目  

C8 生命体の成り立ち   （1）ヒトの成り立ち   概論   ヒトの身体を構成する臓器の名称、形態および体内での位置  

ヒトの身体を珊成する各臓器の役割分担  

神経系   中枢神経系の梢成と織能の概要  

体性神経系の構成と機能の概要  

自律神経系の相成と機能の概要  

骨格系・筋肉系   主な骨と関節の名称、位置  

主な骨格筋の名称、位置  

皮牌   皮牌の機能と構造  

循環器系   心臓の機能と構造  

血管系の機能と構造  

リンパ系の地能と柵造  

呼吸器系   肺、気管支の機能と硝造  

消化器系   胃、小腸、大腸などの消化管の機能と構造  

肝臓、膵臓、胆放の機能と構造  

泌尿器系   腎臓、膀胱などの泌尿器系臓器の機能と構造  

生殖器系   精巣、卵巣、子宮などの生殖器系臓器の機能と珊造  

内分泌系   脳下垂体、甲状腺、副腎などの内分泌系臓器の機能と捕造  

姓覚器系   眼、耳、鼻などの舷賞器の眈能と構造  

血液・造血器系   骨髄、脾臓、胸腺などの血液・造血希系臓器の機能と構造  

（2）生命体の基本単位としての細胞   細胞と組織   細胞集合による組織構築  

臓器、組織を相成する代表的な細胞の撒頬（列挙）、形態的および機能的特徴 

代表的な細胞および組織を韓轍銃を用いて組察できる。（技能）  

細胞膜   細胞膜の構造と性質  

細胞膜を構成する代表的な生体分子（列挙）、その他能  

細胞膜を介した物質移動  

細胞内小器官   細胞内小器官（核、ミトコンドリア、小胞体、リソソーム、ゴルジ体、ペルオキシソームなど）の欄造と扱鵬  

細胞の分裂と死   体細胞分裂の槻柵  

生柏細胞の分裂粗相  

アポトーシスとネクローシス  

正常細胞とがん細胞の速い（対比）  

細胞間コミュニケーション   細胞間のほ爺珊造、主な細胞ほ着分子の樋叛と特徴  

主な紳胞外マトリックス分子の碓躇、分布、性質  

（3）生体の機能調節   神経・筋の調節掴朋   神経系 

シナプス伝達の調節機欄  

神経系、感覚器を介するホメオスタシスの調節機捕（代表例の列挙）  

筋収縮の調節他用  

ホルモンによる調節機珊   主要なホルモンの分泌槻相および作用機用  

血糖の調節闇朋  

循環・呼吸系の調節機洒   血圧の調節挽梢  

肺および組織におけるガス交換  

血液凝周・線溶系の他用  

体液の調節機捕   体液の調節洩硝  

尿の生成機溝、尿丘の調節機柵  

消化・吸収の調節機澗   消化、吸収における神経の役割  

消化、吸収におけるホルモンの役割  
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体温の調節機用   体温の調節機梢  

（4）小さな生き物たち   総論   生態系の中での微生物の役割  

原核生物と真核生物の違い  

細菌   細菌の構造と増殖他柵  

細菌の系統的分類、主な細菌（列挙）  

グラム悟性育と陰性菌、好気性菌と嫌気性薗の違い  

マイコプラズマ、リケッチア、クラミジア、スピロヘータ、放線菌の特性  

腸内細菌の役割  

細菌の追伝子伝達（接合．形質導入、形質転換）  

細菌脊索   代表的な細阻毒素の作用  

ウイルス  代表的なウイルスの構造と増殖過程  

ウイルスの分炸法  

代表的な動物ウイルスの培養法、定量法  

采菌・原虫・その他の微生物   主な真菌の性状  

主な原虫、寄生虫の生活史  

消毒と滅菌   滅薗、消毒、防腐および殺菌、綿箇の槻念  

主な消義藁を適切に使用する  

主な滅菌法を実施できる ‥，tJ二′ 

検出方法   グラム染色を実施できる 「卜・・、、  

無菌穐作を実施できふ ・－ 

代表的な細菌または薫菌の分社培養、－純培養を実施できる  

細菌の同定に用いる代表的な試験法（生化学的性状三式検、血清型別≡式験、分子生物学的三式臓）  

代表的な細菌を同定できる   

C9生命をミクロに理解する   （1）細胞を相成する分子   脂質   脂質の分頬、捕造の特徴と鱒割  

脂肪酸の柚栢と役割  

脂肪酸の生合成経路  

コレステロールの生合成経路と代謝  

報賞   グルコースの相違、性質、役割  

グルコース以外の代表的な単糖、および二糖のⅧ柁、捕造、性野、役割  

代表的な多軸の欄造と役割  

鋤真の定性および定量試験法を実施できる  

アミノ酸   アミノ酸（列挙）、梢造に基づく性質  

アミノ酸分子中の炭素および窒素の代謝  

アミノ酸の定性および売上試験法を実施できる 

ビタミン   水溶性ビタミン（列挙）、欄造、基本的性質、補講策や補欠分子として関与する生体内反応  

脂溶性ビタミン（列挙）、構造、基本的性㌍と生理槻能  

ビタミンの欠乏と過剰による症状  

（2）生命惰紺を担う遺伝子   ヌクレオチドと核酸   接酸塩基の代謝（生合成と分解）  

DNAの構造  

RNAの相違  

追伝情報を担う分子   遺伝子発現に関するセントラルドグマ  

DNA組とRNA鎖の類似点と相違点  

ゲノムと追伝子の関係  

染色体の欄造  

追伝子の柵造仁関する基本的用語（プロモーター、エンハンサー、エキソン、イントロンなど）  

RNAの唖顆と働き  

転写と相訳のメカニズム   DNAからRNAへの転写  

転写の調節（例示）  

RNAのプロセシング  

RNAからタンパク質への吉羽訳の過権  

リポソームの欄造と機能   
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遺伝子の複製・変異・修復，   DNAの複製の過程 

遺伝子の変異（突然変異）  

DNAの修復の過程  

遺伝子多型   一塩基変異（SNPs）が機能におよぽす影響  

（3）生命活動を担うタン／くク質   タンパク質の構造と機能   タン／くク賞の主要な機能（列挙）  

タン／くク実の一次、二次、三次、四次構造  

タン′くク質の機能発現に必要な柑訳後修飾  

酵素   酵素反応の特性（一般的な化学反応との対比）  

酵素の反応様式に基づく分類、代表的なものの性質と役割  

辞素反応における補酵素、微量金属の役割  

酷素反応速度論  

代表的甘酵素活性調節機構  

代表的な醇兼の活性書測定できる  

辞素以外の機能タン′くク質   細胞内外の物質や梢報の授受に必要なタン／く夕貴（受容体、チャネルなど）の構造と機能  

物質の輸送を拍うタン／くク質の構造と機能  

血蜂リボタン′くク質の税額と槻能  

細胞内で情報を伝送する主要なタンパク質（列挙）、その機能  

細胞骨格を形成するタン／くク質の種板と役割  

タン′くク箕の取扱い   タシ／くク賞の定性こr定1拭験法重美経できる ござ∴～ 

タン／くク賞の分九ご精製と分子tの測定法を説明し二実施できる  ・一‘‘1ノ†  

タンパク貿のアミノ酸配列決定法  

（4）生体エネルギー   栄養素の利用   食物中の栄養成分の消化・吸収、体内運搬  

ATPの産生  ATP、高畢ネルギー化合物、化学稲造  

解蛇系  

クエン酸回路  

電子伝送系く酸化的リン酸化）  

脂肪酸のβ酸化反応  

アセテルCoAのエネルギー代三脚こおける役割  

エネルギー産生におけるミトコンドリアの役割  

ATP産生阻事物質（列挙）、その阻害機構  

ベントースリン酸回路の生理的役割  

アルコール発酵、乳酌発酵の生理的役割  

飢陀状億と飽食状儲   グリコーゲンの役割  

鴇新生  

飢紐状†腺の・エネルギー代捌（ケトン休の利用など）  

余剰のエネルギーを蓄えるしくみ  

食相性甲血地変勒  

インスリンとグルカゴンの役割  

縮から脂肪酸への合成経路  

ケト原性アミノ酸と柏原性アミノ酸  

（5）生理活性分子とシグナル分子   ホルモン   代表的なべプチド性ホルモン（列挙）、その産生絹器、生理作用および分泌調節機柵  

代表的なアミノ敬謙云馴本ホルモン（列挙）、その柵造、産生臓器、生理作用および分泌調節他用  

代表的なステロイドホルモン（列挙）、その構造、産生臓器、生理作用および分泌調節城澗  

代去的なホルモン異常による疾患（列挙）、その病態  

オータコイドなど  エイコサノイド  

代表的なエイコサノイド（列挙）、その生合成経路  

代表的なエイコサノイド（列挙）、その生理的意徹（生理活性）  

主な生理活性アミン（セロトニン、ヒスタミンなど）の生合成と役割  

主な生理活性ペプチド（アンギオテンシン、ブラジキニンなど）の役割  

一酸化窒素の生合成経路と生体内での役割  

神経伝達物質   モノアミン系神経伝達物質（列挙）、その生合成経路、分解経路、生理活性   
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アミノ酸系神経伝達物質（列挙）、その生合成経路、分解経路、生理活性 

ペプチド系神経伝達物質（列挙〉、その生合成経路、分解経路、生理活性  

アセチルコリンの生合成経路、分解経路、生理活性  

サイトカイン・増殖国子・ケモカイン   代表的なサイトカイン（列挙）、それらの役割  

代表的な増殖因子（列挙）、それらの役割  

代表的なケモカイン（列挙）、それらの役割  

細胞内情報伝達   細胞内情報伝達に関与するセカンドメッセンジャーおよびカルシウムイオンなど（具体例）  

細胞膜受容体からGタンパク系を介して細胞内へ情報を伝達する主な経路  

細胞膜受容体タン／くク質などのリン酸化を介して情報を伝達する主な経路  

代表的な細胞内（核内）受容体（具体例）  

（6）追伝子を操作する   遺伝子操作の基本   組換えDNA技術の概要  

細胞からDNAを抽出できる ∴L：∴晶1、  

DNAを制限酵素たより切断しヱt気泳動億により分札できる宮∵∵  ・志空軍魚 

租換えDNA実験指針恵理脾じ守る■・‡ 
‘・－  

；」→∴こ∴㌔号‡髄モ  

遺伝子取扱いに関する安全性と倫理について配慮する t∵、洋・ 

遺伝子のクローニング技術   追伝子クローニング法の概要  

cDNAとゲノミツクDNAの速い  

剋伝子ライブラリー  

PCR法による；1伝子増陣の原理を説明し、実施できる  

RNAの逆転写と逆転写酵素  

DNA塩基配列の決定法  

コンビ土÷クエを用しiて特徴的な塩基配列を検束できる 

追伝子機能の解析技術   細胞（組織）における特定のDNAおよぴRNAを検出する方法  

外来追伝子を細胞中で発現させる方法  

特定の追伝子を場入した動物、あるいは特定の追伝子を破壊した動物の作成法  

遺伝子工学の医糖分野での応用（例示）   

ClO 生体防御   （り身体をまもる   生体防御反応   自然免疫と粧循免疫の特徴とその退い  

異物の侵入に対する物理的、生理的、化学的バリアー  

補体の活性化経路と槻能  

免疫反応の精微（自己と非自己、特異性、記憶）  

クローン選択説  

体液性免疫と細胞性免疫（比較）  

免疫を担当する組織・細胞   免疫に関与する細穐と細胞（列挙）  

免疫担当細胞の柚頬と役割  

食細胞が自然免疫で果たす役割  

免疫反応における主な細胞間ネットワーク  

分子レベルで見た免疫のしくみ   抗休分子の唖蝮、棉造、役割  

MHC抗原の硝造と機能および抗原提示経路での役割  

T細胞による抗原の認識  

抗体分子およぴT細胞抗原受容体の多様性を生み出す槻柵（㍊伝子再相成）  

免疫系に関わる主なサイトカイン、ケモカイン（列挙）とその作用  

（2）免疫系の破綻・免疫系の応用   免疫系が関係する疾患   アレルギーの分類、担当細胞および反応機柵  

炎症の一般的症状、担当相胞および反応焼津  

代表的な自己免疫疾庖の特徴と成因  

代表的な免疫不全症候君羊（列挙）、その特徴と成因  

免疫応答のコントロール   職器移旭と免疫反応の関わり（拒絶反応、免疫抑制剤など）  

細菌、ウイルス、寄生虫などの性染症と免疫応答との関わり  

腫瘍排除に関与する免疫反応  

代表的な免疫賦活療法  

予防接種   予囲童車座の原理とワクチン  

主なワクチン（生ワクチン、不活化ワクチン、トキソイド、混合ワクチン）の基本的特徴   
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予防接種の種類と実施状況  

免疫反応の利用   モノクローナル抗体とポリクローナル抗体の作製方法  

抗原抗体反応を利用した代表的な検査方法の原理  

沈降、凝集反応を利用して抗原を棟出できる  

EしISA法、ウエスタンプロット法などを用いて抗原を検出、判定できる  

（3）感染症にかかる   代表的な感染症   主な8NAウイルス（サイトメガロウイルス．EBウイルス、ヒトヘルペスウイルス．アヂ／ウイルス、パルボウイルスB19、8型肝炎ウイルス）が引書起こす代曇的な疾患  

主なRNAウイルス（ポリオウイルス、コクサッキーウイルス、エコーウイルス、ライノウイルス、A型肝炎ウイルス、C  
型肝炎ウイルス、インフルエンザウイルス、麻疹ウイルス、ムンブスウイルス）が引き起こす代表的な疾患  

レトロウイルス（HlV、HTLV）が引き起こす疾患  

グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患  

グラム陰性球菌（淋菌、愉穣炎菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患  

グラムIl性梓氾（破協風虻、ガス壊症臥ボツリ又ス菌、ジフテリア臥炭症函）の細菌学的特徴とそれが引き足こす代表的な疾患  

グラム検性梓菌（大腸菌、赤痢箇、サルモネラ薗、チフス菌、ペスト菌、コレラ菌、百日咳菌、腸炎ビブリオ阻、緑  
滅菌、ブルセラ菌、レジオネラ薗、インフルエンザ薗）の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患  

グラム陰性スビリルム鳳病原菌（ぺリコ′くクターセロリ菌）の細菌学的特徴とそれが引草起こす代表的な疾患  

抗酸薗（裏書核薗、非定型抗酸菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患  

スピロヘータ、マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアの微生物学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患  

其薗（アスペルギルス、クリフトコックス、カンジダ、．ムーコル）の微生物学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患  

代表的な原虫、寄生虫の代表的な疾患  

プリオン感染症の病原体の特徴と発症機序  

感染症の予防   院内感染の発生書画、感染経路、原因微生物、およぴその防止対策   

C17 医薬品の開発と生産   （3）バイオ医薬品とゲノム情報   組換え体医薬品   細換え体医薬品の特色と有用性  

代表的な組換え体医薬品（列挙）  

細換え体医薬品の安全性  

遺伝子治澹   遺伝子治瓜の原理、方法と手順、現状及び倫理的問題点  

細胞を利用した治椚   再生医療の原理、方法と手帳、現状及び倫理的間柑点  

ゲノム情報の創製への利用   ヒトゲノムの構造と多様性  

／くイオインフォマテイクス  

…伝子多型（欠場、増幅）の解析に用いられている方法（ゲノミックサザンプロット法など）  

ゲノム欄報の劇薬への利用、創薬ターゲットの探索の代表例（イマテニプなど）、ゲノム副菜の流れ  

疾患関迎遺伝子   代表的な疾患（癌、鱒尿病など）関連遺伝子  

疾患関連遺伝子情報の薬物療法への応用例 
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【衛生】  

出題の範囲（薬学教育モデル・コアカリキュラム、実務実習モデル・コアカリキュラムに沿って整理したもの 
※網掛け部分は、モデル・コアカリキュラムの到達目標において「技能」、「態度」が記されているもの  

大項目  中項目  小項目  小項目の例示  

Cllイ注康   （り栄養と健康   栄養素   栄養素（三大栄養素、ビタミン、ミネラル）（列挙）、それぞれの役割  

各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセス  

脂質の体内運搬における血奨リポタンパク質の栄養学的意嚢  

食品中のタン／くク質の栄養的な価値（栄養価）  

エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼吸商、エネルギー所要並の意味  

栄養素の栄養所要塑の意鞋  

日本における栄養摂取の現状と問鮎点  

栄養素の過不足による主な疾病（列挙）  

食品の品質と管理   食品が腐敗する他用  
油脂が蜜放する機構を睨明し、油脂の丈井試験を実施できる  

食品の褐変を引き起こす主な反応とその機構  

食品の変質を防ぐ方法（保存法）  

食品成分由来の発がん物貫（列挙）、その生成機溝  

代表的な食品添加物（用途別列挙）、それらの働き  

食品満加物の法的規制と間組点  
主な食品添加物の拭験法を実施できる  ・・ヱヾ一・ 

代表的な保健拙能食品（列挙）、その特徴  

遺伝子組換え食品の現状を蛙明し、その間用点について肘繊する 

食中毒   食中毒の唖類（列挙）、発生状況  

代表的な細画性・ウイルス性食中轟（列挙）、それらの原因となる微生物の性質、症状、原因食品および予防方法  

食中毒の原因となる自然毒（列挙）、その原因物質、作用瓶用、症状の特徴  

代表的なマイコトキシン（列挙）、それによる地底陣宰  

化学物質（韮金属、残留農薬など）による食品汚染（具体例）、ヒトの健康に及ぼす影響  

（2）社会と集団と偵捷   保健統計   集団の健康と疾病の現状を把握する上での人口統計の意鞋  
人口拍憾と人口動I退  

国幹調査の目的と意薇  

死亡に関する様々な指標の定穫と意概  
人口の将来予測に必要な指標（列挙）、その意義  

健康と疾病をめぐる日本の現状  死因別死亡率の変遷  

日本における人口の推移と将来予測  

高齢化と少子化l±よりもたらされる間瑠点を列挙し、肘托する 

疫学   疾病の予防における疫学の役割  

疫学の三要因（病臥Ⅰ真也要臥宿主要因）  

疫学の柚類（記述疫学、分析疫学など）とその方法  

患者・対照研究の方法の概事を睨明し、オウズ比を計算できろ㍉㌧★ ir∫．†．声∫・㌧  

賽乱射照研究（コホ÷ト研究）わ方法の概事を説明しご二相対危険度ナ寄与允陳腐を計貫できる ′■’ ・ 

医薬品の作用・副作用の調査における疫学的手法の有用性  

疫学データを耶釈する上での注意点（列挙）  

（3）疾病の予防   健康とは   根康と疾病の聴念の変遷とその理由  

世界保1蛙旭硝（WHO）の役割  

疾病の予防とは   疾病の一次、ニ次、三次予防  

疾病の予防における予防接硝の意赦  

新生児マススクリーニングの蒼顔、代表的な検査項目（列挙）  

疾病の予防における薬剤師の役鬱‖＝ついて肘嬢する  

感染症の現状とその予防   硯†七における焙染症（日和見感染、院内感染、国際感染症など）の特徴  

新興感染症および再興感染症（代表例列挙）  

－、二、三相感染症および代表的な四頬感染症（列挙）、分類の根拠  
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母子感染する疾患（列挙）、その予防対策  

性行為感染症（列挙）、その予防対策と治療  

予防接種法と結核予防法の定める定期予防接柚の種類（列挙）、接種時期  

生活習慣病とその予防   生活習慣病の種類とその動向  

生活習慣病のリスク要因  

食生活と喫煙などの生活習慣と疾病の関わり  

職業病とその予防   主な職業病（列挙）、その原因と症状   

C12 規境   （り化学物質の生体への影響   化学物質の代謝▲代謝的活性化   代表的な有害化学物質の吸収分机代凱排泄の基本的なプロセス  

第一相反応が関わる代謝、代謝的活性化  

第二相反応が関わる代謝、代謝的活性化  

化学物質による発がん  発がん性物質などの代謝的活性化の機構（列挙）、その反応機構  

変異原性試験（Am06試験など）の原理を説明し、美称できる  

発がんのイニシエーションとプロモーション  

代表的ながん遺伝子とがん抑制追伝子（列挙）、それらの異常とがん化との関連  

化学物質の遊性   化学物箕の毒性を評価するための主な試験法（列挙）  

肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を示す主な化学物質（列挙）  

重金属、農薬、PC8、ダイオキシンなどの代表的な有事化学物真の急性滋性、慢性涛性の特徴  

韮金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御因子（具体例）  

龍性三式験の結果を評価するのに必要な圭一反応関係、聞値、無毒性塁（NOAEL）など  

化学物質の安全摂取出（1日許容摂取量など）  

有害化学物賃引こよる人体彬響を防ぐための法的規制（化審法など）  

環境ホルモン（内分泌撹乱化学物r）が人の償廣に及ぼす影響を城明し、その予防策を捷藁する  

化学物質による中毒と処置   代表的な中癒原因物質の僻菰処置法  

化学物質の中暮t．作用器官こ中暮症状、救急処せ法」解暮法を捜索することができる  

電離放射線の生体への影響   人に影野を与える電離放射線の唖顆（列挙）  

Ⅵ搬放射線被曝lこおける繰出と生体姻偶の関係（体外被曝と体内娘堀を区別）  

電離放射線および放射性鱒確の標的限掛組織（列挙）、その感受性の差異  

電離放射綿の生体彩耶に変化を及ぼす因子（酸素効果など）  

電離放射線を防御する方法  

電離放射線の医療への応用  

非電離放射線の生体への影響   非電離放射線の唖頬（列挙）  

紫外線の唖類（列挙）、その特徴と生休に及ぼす影押  

赤外線の維持（列挙）、その特徴と生体に及ぼす彬耶  

（2〉生活環境と出座   地球頒境と生態系   地球甥塊の成り立ち  

生！退系の相成且（列挙）、その特徴と相互㈲係  

人の償鷹と環墳の蘭休を人が生態系の－丁員であることをふまえて討擁する  

地球規模の環境間儲の成因、人に与える彩型  

食物連鎖を介した化学物質の生物濃縮（具体例）  

化学物質の環境内動一建と人の偵康への影響（例示）  

環境中に存在する主な放射性核唖（天然、人工）（列挙）、人の健康への影幣  

水環境   原水の碓類（列挙）、特徴 

水の浄化法  

水の塩素処理の原理と聞朋点  

水遭水の水井暮準の主な項目を列草し、測定できる  

下水処理および排水処理の主な方法  

水質汚濁の水域ごとの主な指標（列挙）、その意味  

DO，80D．CODを測定できる  

富栄養化の原因とそれによってもたらされる閉場点（列挙）、対策  

大気環境   空気の成分  

主な大気汚染物質（列挙）、その推移と発生源   
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主な大気汚染物質の濃度を測定し．膿康影響について説明できる  

大気汚染に影響する気象要因（逆転屠など）  

室内環境   童内環墳を評価するための代表的な指楕を列挙し、測定できる  

室内環境と健康との関係  

室内環境の保全のために配慮すべき事項  

シックハウス症候群  

廃棄物   廃棄物の種類（列挙）  

廃棄物処理の問題点（列挙）、その対策  

医療廃棄物を安全に廃棄、処理する  

マニフェスト制度  

PRTR法  

環境保全と法的規制   典型七公害とその現状、および四大公害  

環境基本法の理念  

大気汚染を防止するための法規制  

水質汚牒を防止するための法規制   
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【薬理】  

出題の範囲（薬学教育モデル・コアカリキュラム、実務実習モデル■コアカリキュラムに沿って整理したもの）  
※網掛け部分は、モデル・コアカリキュラムの到達目標において「技能」、「態度」が記されているもの  

】項目の例‾  大項目  中項月  小項目  小J見目り例不   

C13 薬の効くプロセス   （l）薬の作用と生体内運命   薬の作用   薬物の用量と作用の関係  

アゴニストとアンタゴニスト  

薬物の作用するしくみ、受容体、酵素およぴチャネノレ（例示）  

代表的な薬物受容体（列挙）、刺激あるいは阻害された場合の生理反応  

薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内情報伝達系（列挙）こ活性化された場合の生理反応  

薬効に個人差が生じる要因（列挙）  

代表的な薬物相互作用の機序  

薬物依存性（具体例）  

薬の副作用   薬物の主作用と副作用（有害作用）、毒性との関連  

副作用と有宰事象の速い  

動物実験   動物実験における倫理について配慮する 

代表的な実験動物を適正に取り扱うことができる ．∴竿⊥享ヤヱ：ふモー 

実験勤物での代表的な薬物投与法を実施できる 
■‘・i’‘′1－∴予  

（2）薬の効き方工   中枢神経系に作用する秦   代表的な全身麻酔薬（列挙）、その薬理作用、他序、主な副作用  

代表的な催眠薬（列挙）、その薬理作用、撒序、主な副作用  

代表的な鎮痛薬（列挙）、その薬理作用、機序、主な副作用  

代表的な中枢紳縫疾患（てんかん、パーキンソン病、アルツハイマー病など）の治療薬（列挙〉、その薬理作用、庚序、主な副作用  

代表的な精神疾患（統合失調症、うつ病など）の治頂薬（列挙）、その薬理作用」膿序、主な副作用  

中枢神経に作用する代表的な薬物の効果を測定できる 

白樺神繰系に作用する薬   交感神経系に作用し、その支配器官の咄傭を修飾する代表的な薬物（列挙）、薬理作用、拙序、主な副作用  

副交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物（列挙）、薬理作用、拙序、主な副作用  

神経節に作用する代表的な薬物（列挙）、薬理作用、娩序、主な副作用  

自什神経系に作用する代表的な薬物の効果を測定できる 

知覚神繰系・運動神経系に作用する薬   知覚神経に作用する代表的な薬物（局所麻酔薬など）（列挙）、薬理作用、雌序、主な副作用  

運動神経系に作用する代表的な薬物（列挙）、薬理作用、機序、主な副作用  

知■鷺神経、運動神経lこ作用する代表的な薬物の効果を湘定できる  

循甥器系に作用する薬   代表的な抗不整脈薬（列挙）、薬理作用、機序、主な副作用  

代表的な心不全治療薬（列挙）、薬理作用、娩序、主な副作用  

代表的な虚血性心疾患治療薬（列挙）、薬理作用、他序、主な副作用  

代表的な高血圧治療薬（列挙）、薬理作用、槻序、主な副作用  

呼吸器系に作用する薬  代表的な呼吸典棺薬（列挙〉、薬理作用、機序、主な副作用  

代表的な絨咳・去痍染（列挙）、薬理作用、概序、主な副作用  

代表的な気管支喘息治療薬（列挙）、薬理作用、槻序、主な副作用  

化学柵遥   代表的な薬物の基本相違  

（3）薬の効き方Ⅱ   ホルモンと薬   ホルモンの分泌異常に用いられる代表的治預薬の薬理作用、拙序、主な副作用  

代表的な糖質コルチコイド代用染の薬理作用、機序、臨床応用および主な副作用  

代表的な性ホルモン代用薬および桔抗薬の薬理作用、他序、臨床応用および主な副作用  

消化器系に作用する薬   代表的な胃・十二指腸誤癌治療薬（列挙）、薬理作用、機序、主な副作用  

その他の消化性疾患に対する代表的治療薬（列挙）、薬理作用、織序、主な副作用  

代表的な催吐薬と制吐薬（列挙）、作用機序および主な即作用  

代表的な肝臓疾患治療薬（列挙）、薬理作用、撒序、主な副作用  

代表的な膵臓疾患治舵薬（列挙）、薬理作用、樅序、主な副作用  

腎に作用する薬   利尿薬の作用拙序別分類、臨床応用および主な副作用  

血液一道血系に作用する薬   代表的な止血薬（列挙）、作用拙序と主な副作用  

代表的な抗血栓薬（列挙）、作用機序と主な副作用  

代表的な造血菜（列挙）、作用拙序と主な副作用  

代謝系に作用する薬   代表的な糖尿病治療薬（列挙）、作用繊序と主な副作用  
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代表的な高脂血症治療薬（列挙）、作用触序と主な副作用  

代表的な高尿酸血症・痛風治療薬（列挙）、作用携序と主な副作用  

カルシウム代謝調節・骨代謝に関連する代表的な治療薬（列挙）、薬理作用、機序、主な副作用  

炎症・アレルギーと薬   代表的な炎症治療薬（列挙）、作用拙序および主な副作用  

慢性関節リウマチの代表的な治療薬（列挙）、作用拙序および主な副作用  

アレルギーの代表的な治療薬（列挙）、作用撼序、臨床応用、および主な副作用  

化学用造   代表的な薬物の基本構造   
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【薬剤】  

出題の範囲（薬学教育モデル・コアカリキュラム、実務実習モデル・コアカリキュラムに沿って整理したもの）  

※網拗け部分は、モデル・コアカリキュラムの到達目線こおいて「技能」、「態度」が記されているもの  

大項月  中項目  小項目  ／虹項目の例示  

C13 薬の効くプロセス   （り稟の作用と生体内運命   薬の運命   薬物の体内動態（吸収、分布、代謝、排泄）と薬効発現の関わり  

薬物の代表的な投与方法（剤形、投与経路）（列挙）、その意慈  

経口投与された製剤が吸収されるまでに受ける変化（崩壊、分散、溶解など）  

染物の生体内分布における循環系の重要性  

生体内の薬物の主要な排泄経路（碗示）  

（ヰ）薬物の臓器への到達と消失   吸収   薬物の主な吸収部位（列挙）  

消化管の相通、機能と薬物吸収の関係  

受動拡散（単純拡散）、促進拡散の特徴  

能動輸送の特徴  

非経口投与枚の部位別の薬物吸収  

薬物の吸収に影管する因子（列挙）  

分布  染物が生体内に取り込まれた後に組織間で濃度差が生じる要因  

薬物の脳への移行の他用と血液一脳間門の章職  

薬物の胎児への移行の捷用と血液一胎盤間門の意教  

薬物の体液中での存在状態（血腫タン／くク縮合など）、組織への移行との関連性  

薬物分布の変動葉風（血流造、タン／くク結合性、分布容撒など）  

分布容漬が著しく大きい代表的な薬物（列挙）  

代養的な薬物のタンパク持合餉を測定できる  

代紺   薬物分子の体内での化学的変化とそれが起こる部位（列挙）  

薬物代謝が薬効に及ぼす影鮮  

薬物代謝様式とそれに関わる代鼓的な酵素（列挙）  

シトクロムP－450の構造、性質、反応様式  

薬物の酸化反応（具体例）  

薬物の還元・加水分脈、抱合（具体例）  

薬物代掴酵席の変動要値（読埠、阻沓、加齢、SNPsなど）  

初回通過効果  

肝および固有クリアランス  

排泄   腎における排泄闇朋  

腎クリアランス  

糸球体ろ過速度  

胆汁申排池  

腸肝循環、代表的な腸肝循王繁の薬物（列挙）  

唾液・乳汁中への排泄  

尿中排泄牢の高し＼代表的な染物（列挙）  

相互作用   薬物動牒に起因する相互作用（代表例）、回避のための方法  

薬効に起因する相互作用（代表例）、回避のための方法  

（5）薬物勤倦の解析 薬動学   薬物動俵に㈲わる代表的なパラメーター（列挙）  

薬物の生物学的利用柾の意味とその計文法  

線形トコンパートメントモデルを説明し、これに纂づいた帥井ができる 

線形2ニコシバ⊥トメントモデルを扶明し、これに基づいた肘井ができる  

線形コンパートメントモデルと非線形コンパートメントモデルの適い  

生物学的半減期を蟻明じ、打算でせる  

全身クリアランスについて視明し．什暮できる  

非線河多性の薬物動態（具体例）  

モデルによらない薬物動態の解析法（列挙）  

薬物の肝および甘クリアランスの什貫ができる  

点滴叶注の血中濃度折井ができる   
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連続性与における血中i度竹井ができる  

TDM（TherapeuticDrugMoTlitorjng）  治療的薬物モニタリング（TDM）の意  

TDMが必要とされる代表的な薬物（列挙）  

染物血中1度の代表的な測定法を実施できる  

至適血中濃度を維持するための投与計画、薬動学的パラメーター  

代喪的な薬1如こついてモデルデータから投与書十圃をシミュレートできる   

C16 垂卓斉椚ヒのサイエンス   （1〉製剤材料の性質  物質の溶解  溶液の濃度と性質  

物質の溶解とその速度  

溶解した物質の膜透過速度  

物質の溶附こ対して酸・塩基反応が果たす役割  

分敗系  界面の性質  

代表的な界面活性化剤の維持と性質  

乳剤の型と性質  

代表的な分散系（列挙）とその性質  

扮敗粒子の沈降現象  

製剤材料の物性  流動と変形（レオロジー）の概念、代表的なモデル  

雁分子の用達と高分子溶液の性質  

製剤分野で汎用さ九てる高分子の物性  

粉体の性質  

製剤材料としての分子集合体  
薬物と製剤材料の安定性に霹；押する要園、安定化方法（列挙）  

粉末X繰回析測定法の原理と利用法  

製剤材欄の物性を測定できる 

（2）剤形をつくる・  代表的な製剤  代表的な剤形の沌放と特徴  

代表的な凰形製剤の種類と性㌍  

代表的な半固形製剤の牲持と性質  

代表的な液状製剤の唖畑と性質  

代表的な無菌製剤の種類と性質  

エアゾール剤とその類似製剤  

代表的な製剤涌加物の沌類と性質  

代表的な製剤の有効性と安全性評価法  

製剤化  製剤化の単位操作および汎用される製剤機稚  

■拉躊作を姐み合わせて代表的製剤を別製する  

汎用される容器、包装の柚類や特撒  

製剤試験法  日本薬局方の製剤に閑逃する試験法（列挙）  

日本薬局方の製剤に閑1ずる代表的な賦払法を実施し、晶貫書理に適用できる  

（3）DDS（薬物送達システム）  DDSの必要性  従来の医薬品製剤の有効性、安全性、低弾性における主な問題点（列挙）  

DDSの概念と有用性  

放出制御型製剤  放出制御型製剤（徐敵性製剤を含む）の利点  

代表的な放出制御型製剤（列挙）  

代表的な徐放性製剤における徐放化の手段  

徐放性製剤に用いられる製剤材料のキ塵伐と性質   

経皮投与製剤の特徴と利点  

腸溶製剤の特徴と利点  

クーゲティング  ターゲッティングの概要と意叛  

代表的なドラッグキャリアアー（列挙）、そのメカニズム  

プロドラッグ  代表的なプロドラッグ（列挙）、そのメカニズムと有用性   

その他のDDS  代表的な生体膜透過促進法   
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【病態・薬物治療】  

出題の範囲（薬学教育モデル・コアカリキュラム、実務実習モデル・コアカリキュラムに沿って整理したもの）  

※網掛け部分は、モデル・コアカリキュラムの到達目標において「技能」、「態度」が記されているもの  

大項月  中項目  小項目  小項目の例示   

C14 薬物治療   （1）体の変化を知る   症候   以 

症候＝発熱、臨痛、発疹、黄痘、チアノーゼ、脱水、浮腫、悪心・嘔吐、喋下降筈、腹掛下痢、便秘、腹部瞳 
満、貧血こ出血傾向、胸痛、心悸先進・動悸、高血圧、低血圧、ショック、呼吸囲臥咳、口渇、月経異常、痛  
み、意粗糖嘗、運動匝害、知賞帖害、記憶睦言、しびれ、けいれん、血尿、頻尿、排尿障害、視力障害、聴力  
障害、めまい◆  

i 症候と臨床検査値   代表的な肝臓梯能検査（列挙）、その検査値の異常から推測される主な疾病（列挙）  

I 代表的な腎臓機能検査（列挙）、その検査他の異常から推測される主な疾病（列挙）  

I 代表的な呼吸機能検査（列挙）、その検査値の異常から推測される主な疾病（列挙）  

9 代表的な心臓削E検査（列挙）、その検査値の異常から推測される主な疾病（列挙）  

。 代表的な血液および血温故固検査（列挙）その検査値の異常から推測される主な疾病（列挙）  

代表的な内分泌・代紺疾患に関する検査（列挙）、その検査値の異常から推測される主な疾病（列挙）  
2 感染時および炎症時に認められる代表的な臨床検査値の変動  
。 悪性腫瘍に㈱する代表的な臨床検査（列挙）抽測される腫瘍部位（列挙）  

〝 尿および糞便を用いた代表的な臨床検査（列挙）、その検査値の異常から推測される主な疾病（列挙）  

動脈血ガス分析の検査項目（列挙）、そめ検査値の臨床的意厳  

代表的なバイタルサイン（列挙）  

（2）疾患と染物治療（心臓疾患等）   薬物治療の位置づけ   代表的な疾患における薬物治療と非薬物治癒（外科手術、食事療法など）の位置づけ  

適切な治療薬の遺択についてご薬効薬理こ’薬物船脚＝基づいて判断できる  

心腿・血管系の疾患   心臓および血管系における代表的な疾息（列挙）  

不整脈の病随生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

心不全の病態生理、適切な治癒巣、およぴその使用上の注意  

高血圧の病態生理適切な治療薬 およぴその使用上の注意  

虚血性心疾應の病態生理、適切な治療軋およぴその使用上の注意  

疾患：閉塞性動脈硬化症、心原性ショック  

血液・迂血器の疾患－   血液・造血層別＝おける代表的な疾庇（列挙）  

貧血の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

白血病の病他生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

播種性血管内凝固症候群（DIC）の病態生理、適切な治療薬およぴその使用上の注意  

疾患：血友病、悪性リン／く腫、紫斑病、白血球減少症、血栓・甚栓  

消化器系疾患   消化器系の部位別（食道、胃十二指腸ノJ、順・大臥胆道、肝臓、降賦）の代表的な疾患（列挙）  

消化性潰瘍の病一胎生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

腸炎の病憑生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意・  

肝炎・肝硬変の病使生理、適切な治煎薬、およぴその使用上の注意  

膵炎の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患：食道惑、胃癌、肝駄犬腸癌、胃炎、薬剤性肝障害、胆石症、虫垂炎、クローン病  

総合演習   指定された疲■俄について必羊な什輯を収▲しこ適切な薬物治療法をキ菓ナることができる  
く3）疾患と染物治療（腎臓疾患等）   腎臓・尿路の疾患   腎臓および尿路における代表的な疾患（列挙）  

腎不全の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

ネフローゼ症候群の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患：糸球体腎炎、頼尿病性腎症、尿路僅染症、薬剤性腎症、尿路結石  

生殖器疾患   男性および女性生殖器に㈲する代表的な疾鹿（列挙）  

冊立瞼肥大症の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患：爪立牌癌、異常妊娠、異常分娩、不妊、子宮癌、子宮内膜症  

呼吸器・胸部の疾患   肺と気道に関する代表的な疾患（列挙）  

閉塞性気道疾患（気管支喘息、肺気腫）の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  
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疾患二 上気道炎（かぜ症候群）、インフルエンザ、慢性閉塞性肺疾患、肺炎、肺結核、肺癌、乳癌  

内分泌系疾患   ホルモンの産生臓器別に代表的な疾患（列挙）  

甲状腺機能異常症の病憶生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

ケンシング症候群の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

尿崩症の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患：上皮小休機能異常症、、アルドステロン症、アジソン病  

代謝性疾患   糖尿病とその合併症の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

高脂血症の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

高尿酸血症・痛風の病値生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

神経・筋の疾患   神経・筋に関する代表的な疾患く列挙）  

脳血管疾患の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

てんかんの病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

パーキンソン病の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

アルツハイマー病の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患：重症筋無力症、脳炎・髄膜炎、熱性けいれん、脳腫瘍、■一過性脳虚血発作、脳血管性痴呆  

総合演習   指定された疾1例について必事な付紐を収♯し、適切な薬物治療法を考藁することができる  

（4）疾患と薬物治療（精神疾患等）   精神疾患   代表的な精神疾鹿（列挙）  

統合失調症の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

うつ病、躁うつ病の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患：神経症、心身症、葉物依存症、アルコール依存症  

耳毘咽喉の疾患   耳良咽喉に関する代襲的な疾患（列挙）  

め辛いの病化巨生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患：メニエール病、アレルギー性罠炎、花粉症、副鼻腔炎、中耳炎  

皮膚疾患   皮膚に関する代表的な疾偲（列挙）  

アトピー性皮膚炎の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

皮膚真菌症の病億生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾虎：尋麻疹、製疹、水病症、舵痢、任地性皮侶炎、光線過敏症  

眼疾患   眼に関する代表的な疾患（列挙）  

緑内障の痛憤生理、適切な治療染、およぴその使用上の注意  

白内陸の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患：結膜炎、網膜症  

骨・関節の疾患   骨、関節に関する代表的な疾庇（列挙）  

骨組拉症の病憶生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

慢性関節リウマチの病儲生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

疾患二 変形性関節症、骨軟化症  

アレルギーーー・・免疫疾鹿   代表的なアレルギー・免疫に関する疾患（列挙）  

アナフィラキシーショックの病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

自己免疫疾患（全身性エリテマトーデスなど）の病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

後天性免疫不全症の病一店生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

移植医療   移相に関連した病態生理、適切な治療薬、およぴその使用上の注意  

揉和ケアと長糊所蒸   癌性痔痛に対して使用される薬物（列華）、使用上の注意  

長期療養に付随する合併症（列挙）、その薬物治療  

総合演習   指定された疾患例について必書な付紐を収♯し．適切な薬師台療法をキ＃することができる  

（5）病原微生物・悪性新生物と戦う   悠染症   主な感染症（列挙〉、その病態と原画  

抗菌薬   抗菌薬の作用点に基づく分類  

代表的な抗菌薬の基本相違  

代表的なβうクタム系抗画薬の抗菌スペクトルに基づく分枝、有効な感染症（列挙）  

テトラサイクリン系抗菌薬の抗菌スペクトルと、有効な感染症（列挙）  

マクロライド系抗菌渠の抗菌スペクトルと、有効な焙染症（列挙）  

アミノ配擁体系抗菌薬の抗菌スペクトルに基づく分類、有効な感染症（列挙）  

ビリドンカルポン酸系抗菌菜の抗菌スペクトルと、有効な感染症（列挙）   
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サルファ薬（ST合剤を含．む）の有効な感染症（列挙）  

代表的な抗結核薬（列挙）、作用椴序  

細菌感染症に関係する代表的な生物学的製剤（列挙）、その作用撒序  

代表的な抗菌薬の使用上の注意  

特徴的な組織移行性を示す抗菌薬（列挙）  

抗原虫・寄生虫薬   代表的な抗原虫一事生虫薬（列挙）、作用機序および臨床応用  

抗其薗薬   代表的な抗真菌凛（列挙）、作用披序および踵床応用  

抗ウイルス薬   代表的な抗ウイルス薬（列挙）、作用撒序および臨床応用  

抗ウイルス薬の併用療法において考応すべき点（列挙）  

抗菌薬の耐性と副作用   主要な化学療法薬の耐性檻絹他用  

主要な化学府法薬の主な副作用（列挙）、その症状  

悪性腫瘍の病態と治療   悪性腫瘍の病！遁生理、症状、治療  

悪性腫癌の治療における染物治療の位置づけ  

化学療法薬が有効な悪性腫瘍（治療例の列挙）  

抗悪性腫癌薬   代表的な抗悪性腫瘍薬（列挙）  

代表的なアルキル化薬（列挙）、作用機序  

代表的な代謝桔抗薬（列挙）、作用城序  

代表的な抗腫瘍抗生物質（列車）、作用挽序  

抗腫瘍薬として用いられる代表的な植物アルカロイド（列挙）、作用捷序  

抗腫瘍薬として用いられる代表的なホルモン㈲適薬（列挙）、作用拙序  

代表的な白金描休（列挙）、作用撒序  

代表的な抗悪性腫瘍薬の基本構造  

抗悪性腫瘍薬の耐性と副作用   主要な抗詔性腺癌巣に対する耐性狂神城捕  

主要な抗悪性腫瘍薬の主な副作用（列挙）、その症状  

副作用軽減のための対処法   

C15 薬物治療に役立つ仲朝   （1）医薬品情報   情報   医製品として必沃の情報（列挙）  

医薬品甘掛こ関わっている楯樋（列挙）とその役割  

医薬品の開発過程で得られる情報の梢粗（列挙）  

医薬品の市販峻に得られる情報の種類（列挙）  

医薬品情報に㈲係する代表的な法棟と制度  

作朝源   医廃品伯東源の一次資料、二次資料、三次資料  

医薬品情報涌としての代表的な二次費料、三次資料（列挙）とそれらの特徴  

厚生労働省、製染企業などの溌行する資料（列挙）とそれらの特徴  

医薬品添付文書（医療用、一般用）の法的位置づけと用途  

医薬品滝付文書（医療用、一眼用）に妃隠される項目（列挙）とその必要性  

医薬品インタビューフォームの位置づけと用途  

医療用医薬品添付文暮と医薬品インタビューフォームの使い分lナ 

収集・評価・加工・提供t管理   目的（鋤■鋤■」腋什用．相互≠欄Lオ欄川柑．は■への投与、ヰ■など）に食った1切な川■輝奮立択し」相川冊■書抜嚢、収暮で蕾も  

医薬品†椚臣を質的に評価する際に必要な基本的項目（列挙）  

医薬品情報を目的に合わせて適切に加エ」穫供できる  

医薬品什疇の加エこ壌供、t理の際に、知的所有穐、▲守秘書杵に配慮する 

主な医薬品情胡の提供手段（列挙）、それらの特徴  

データベース   代表的な医薬品情報データベース（列挙）、それらの特徴  

医学！薬学文♯デ「タぺ≠ス検束におけるキ「ワ「ド1ニジソ÷ラスの暮羊性を理解し1．適切に検索できる 

インタ写本ットなどを利用Lて代喪的な医薬品情報を説明できる 

EBM（Evid8nCe－8as8dModicine）   EBMの基本据念と有用性  

EBM葵践のプロセス  

臨床研究法（ランダム化比較書式験、コホート研究、症例対照研究など）の長所と短所  

メタアナリシスの概念宮理欄し、結果を評価できる  

真のエンドポイントと代用のエンドポイントの速い 

鮪床適用上の効果指標（オッズ比、必要治療数、相対危険度など）  

総合演習   医薬品の採用、避択に当たって検討すべき項目（列挙）  

医薬品に関する嬢文を絆価こ丁要約し、臨床上の間越を解決するために必要な什報を提示できる  

（2）患者情報   †嗣良と情報源   薬物治療に必要な患者基本情報（列挙）   
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患者情報源の碩粗（列挙）、それぞれの違い  

収集・評価・管理   問遁志向型システム（POS）  

典丘、・鯵膚軋看護托鉢などから患者墓本州輯を収集できる 

1書17介仕者との適切なインタビ土＋から▲書暮本情報を収暮できる∴■、丁  

得られた鳥春情欄から医薬品の効果および劃作用などを評価し、対処法を捜藁する 

SOAPなどの形式で患者紀緑を作成する  

チーム医療において患者情報を共有することの重要性を感じとる  

息書付嶋の取恥＼において守秘t務を遵守し、t理の王事性を睨明できる  

（3）テーラーメイド薬物治療を目指して   遺伝的素因   薬物の作用発現に及ぼす代表的な遺伝的素因（例示）  

薬物動態に影坪する代表的な迫伝的素因（例示）  

遺伝的素因を考慮した薬物治療（例示）  

年齢的要因   新生児、乳児に対する薬物治療で注意すべき点  

幼児、小児に対する薬物治療で注意すべき点  

高齢者に対する薬物治療で注意すべき点  

生理的要因   生殖、妊娠時における薬物治療で注意すべき点  

授乳姉に対する薬物治療で注意すべき点  

栄養状腰の異なる患者（肥満など）に対する薬物治療で注意すべき点  

合併症  腎隋疾患を伴った患者における薬物治療で注意すべき点  

肝躾疾患を伴った患者における薬物治療で注意すべき点  

心臓疾思を伴った愚者における薬物治療で注意すべき点  

投与計画   患者固有の薬勧学的／くラメ一夕」を用いで投与鮒阿ができる 

ポピュレーションファーマコキネテイクスの柵念と応用  

薬動力学的／くラメ一夕ーを用いて投与書十画ができる  

薬物作用の日内変動を老成した用法   
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【法規・制度・倫理】  

出題の範囲（薬学教育モデル・コアカリキュラム、実務実習モデル・コアカリキュラムに沿って整理したもの）  

※網掛け部分は、モデル・コアカリキュラムの到達目標において「技能」、「態度」が記されているもの  

大項月  中項目  小項目  小項月の例示  

C17 医薬品の開発と生産   （1）医薬品開発と生産のながれ   医薬品開発のコンセプト   医薬品開発を計画する際に考慮すべき因子（列挙）  

疾病統計により示される日本の疾病の特徴  

医薬品市場と開発すべき医薬品   医療用医薬品で日本市場及び世界市場での売上高上位の医薬品（列挙）  

新規医薬品の価格を決定する要国  

ジェネリツク医薬品の役割  

希少疾病に対する医薬品（オーファンドラッグ）開発の重要性  

非臨床試験   非臨床試験の目的と実施概要  

医薬品の承認   班床試験の巨的と実施概要  

医薬品の販売承認申邑‡力＼ら承認までのプロセス  

市販後調査の制度とその意叛  

医薬品触発における国際的ハーモナイゼーション（ICH）  

医薬品の製造と品質管理   医薬品のエ菓的規模での製造工程の特色の開発レベルのそれとの対比  

医薬品の品質管理の意叛と薬剤師の役割  

医薬品製造における甥境保全に配慮すべき点とその対処法  

規範   GL｝（QB．dL●bor＋tt・rYPr・Qtk■）、GMP（6研一N－rd．BtLX■■■Pr－GtiE4）．QCP（000dC■，k■lPr－’tic－）、GPl虞SF．（G00dPoIt－H■rl－th（SurY■iN－∩’．Pr▲山i。■）の轡噸と慧1  

特許   医薬品創製における知的財産権  

薬害   化■的な■書の鋼（サリドマイド．スtン、抑止払血膿山札ソリブジンむどlについて、モの仲田と杜■的γ1喜ば明し．こ九古田五十もための手l蒙古H■ナる  

（4）治抜   治験の意麹と業務   治験に関して↑ルシンキ五首が意図するところ  

医薬品創製における治験の役割  

治験（第Ⅰ－、ⅡおよぴⅢ相）の内容  

公正な治鹸の推進を確保するための制度  

治験における被験者の人権の保旺と安全性の確保、および福祉の重要性  

治験業殊に携わる各組織の役割と責任  

治峻における薬剤師の役割   治験における薬剤師の役割（治験薬管理者など）  

治版コーディネーターの業務と責任  

治版に階し、被験者に説明すべき項目（列挙）  

インフォームド・コンセントと治験什吼こ如する守秘義務の1稟性について討膿する  

（5）バイオスタテイスティクス   生物統計の基礎   柵無仮左見の概念  

バラメトリック検定とノン／くラメトリック検定の使い分け  

主なニ♯蘭の平均柵ゐ蓋の檎定法 

ズ2検定の適用できるデータの特性を説明し、・実施できる 

t小二集注による眞■回帰を説明できこ1司帰係数の有意性を檎定できる  

主な多重比較検定法（分散解析、Dunn8tt検定、Tuk叩検定など）  

主な多変出解析の搬要  

臨床への応用   臨床試験の代表的な研究デザイン（症例対照研究、コホート研究、ランダム化比較試鹸）の特色  

／くイアスの碩頬と特徴  

／くイアスを回避するための計画上の技法（盲検化、ランダム化）  

リスク因子■の評価とし七‘、オらズ比、相対危険庇および償♯区間l＝ついて扶明し．軒貫できる 

基本的な生存時間解析法（Kap】抑－Mai8r曲線など）の特徴   

C18 薬学と社会   （1）薬剤師を取り巻く法律と制度   医療の担い手としての使命   薬剤師の医療の抱い手としての倫理的t任を白鷺するj！i 

医療過軋リスクマネ⊥ジメントたおける薬剤師のt饉と■精を果たす  

法樺と制度   薬剤師に閑適する法令の相成  

薬事法の重要な項目（列挙）とその内容  

延剤師法の重要な項目く列挙）とその内容  

薬剤師に㈲わる医療法の内容  

医師法、歯科医師法、保触師助産師看旺師法などの㈲迎法規と薬剤師の関わり  

医薬品による副作用が生じた場合の被害救済制度とその内容  

製造物責任法  

管理薬   麻薬及び向精神薬取締法、規制される代表的な医薬品（列挙）  

抑
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覚せい剤取締法、規制される代表的な医薬品（列挙）  

大麻取締法およぴあへん法  

毒物及び劇物取締法  

放射性医薬品   放射性医薬品の管理、取扱いに閲する基準（放射性医薬品基準など）および制度  

代表的な放射性医薬品（列挙）、その品質管理に関する試験法  

（2）社会保障制度と薬剤経済   社会保障制度   日本における社会保障制度のしくみ  

社会保時制度の中での医療保険制度の役割  

介吾輩保険制度のしくみ  

高齢者医療保険制度のしくみ  

医療保険   医療保険の成り立ちと現状  

医療保険のしくみ  

医療保険の柑精（列挙）  

国民の福祉唯康における医療保険の貢献と問題点  

製剤経済  国民医療費の動向  

保険医療と薬価制度の関係  

診療報酬と薬価基準  

医療費の内訳  

薬物治療の経5斉評価手法  

代表的な症例をもとに、薬物治療を軽済的な観点から僻析できる  

（3）コミュニティーファーマシー   地域薬局の役割   地域薬局の役割（列挙）  

在宅医療および居宅介旺lこおける薬局と薬剤師の役割  

学校薬剤師の役割  

医薬分兼   医薬分業のしくみと意撥  

医薬分tの現状を概脱し：将来像を層望する  

かかりつけ薬局の意薮  

薬局の業務運営   保険薬剤師療養担当規則および保険医療養担当規則  

薬局の形態および業務運営ガイドライン  

医薬品の流通のしくみ  

調剤報酬および開削報酬明細響（レセプト）  

OTC薬，セルフメディケーション   地域性民のセルフメディナ÷ショシのために薬剤師が果たす役割を折鶴する  

主な一般用医薬品（OTC薬）（列挙）、使用目的  

漢方薬、生活改香典、サプリメント、保健他紙食品   

ヒューマニズム   G）生と死   生命の尊礁   人の民生ご∴成員さ加齢こ死わ意味をキ精し．肘鵬する 

胞生に関わる倫理的間焔（生殖技術、クローン技術、出生前診断など）の概略と問岨点  

医療に関わる倫理的間越（列挙）、その概略と間娼点  

死に関わる倫理的間輔（安楽死、ヰ腋死、脳死など）の概略と聞鮎点  

自らの体験を通して、㌧生命の暮さと医療の関わりについて肘丑する  

医療の目的   予防、治療、延命、00L  

先進医療と生命倫理 医療の進歩（遺伝子診断、遺伝子治療、移掛再生医療、如病治療など）に伴う生命規の変遷  

② 医療の担い手としてのこころ柿え   社会の期待   医療の抱い手として」ヰ社会の与ユズに常に目を向ける 

医療の追L、手とじて、羊社会の与÷ズに対応する方法を提案する 

医療わ姐しヰにふさわしい態度を示す 

医療行為に関わるこころ捕え   ヘルゝンキ五官の内容  

医療の担い手が守るべき倫理規範  

インフォームド・コンセントの定積と必要性  

鳥書わ1本的檀制と自己決定繊をキ1する 

医療事故回避め1手性を白ぢ中書集で養親する∴＝て  

研究活動に求められるこころ捕え   研究に必事な独創的考え方ざ他力憲■成するこ・±ニノ∴′∴＝ナ∴≠  

研究者に求められるこ自立した鰭應雇身につける・・′J二  

他の研究者の鸞見を理♯しこノ肘小ずる能力を井につけるこ十J  

医薬品の創製と供給に関わるこころ珊え   医薬品わ刑製と供給が社射±及ぼナ影■に常に目を向ける  

医薬品の使用に囲わる事故回避の工事性を自ら、の書＃で蒙現する∴  

自己学習・生涯学習   医ホに関わる緒間欄から‘ご自ら繹虻を見出し‘さそれを解決する能力を■成する 

医療の担い手として、生涯にわたって自ら学習する大切さを庇撫する 
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③ 信頼関係の確立を目指して   コミュニケーション   言語的および非音   ンの方法  

意思、情報の伝達  

相手の立場こ文化、習慣などにようて、コミュニケーションのあり方が異なること（例示）  

相手の気持ちに配慮する   対人関係に影閻を及ぼす心理的要因  

柏手の心理状態とそゐ変化に配慮して適切に対応する  

対立貴慮をヰ暮ビ   決法を見出すこと加できる 

患者の気持ちに配慮する   病気が患者に及ぼす心理的影甘  

患者の心理状態を   把獲じこ配慮する 

点者の＃族由心理   状態を把攫じで配■す古’・㌻： 

患者鰻その＃族め持う価徹観が多軸であることを随掛し、柔軟に対応できるよう努力する 

不自由体鹸などめ休職学習を通じてご点者の気持ちについて射止する 

チームワー・ク   チームワークの重要性（例示）  

チ⊥ムに参加し、■協   榊的態度で役劃を果たす 
自己の能力の限界   を認圧しこ仏事に応じて他者に嬢助を求める  

地域社会の人々との信頼関係   薬の専門家と地域社会の㈲わり（列挙）  

薬の専門モに対する地域社会のニーズを収簾し、肘擁する 

イントロダクション   ①楽学への招待   薬学の歴史   薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割  

楽節  変遷の歴史  

薬剤師の活動分野   薬斉  野（医療他聞、製薬企業、衛生行政など）  

楽斉  く医  一冊チームの鞭唖（列挙）、その仕事  

医  品の適正使  割  
医薬品の創紺こお  

疾病の予防および址康管理における薬剤師の役割  

楽について   r薬とは何か」  

梁の発見の歴史（具体例）  

化学物質が医薬品   として治療に使用されるまでの流れ  

種々の剤形とその使い方  

一他用医薬品と医療用医薬品の違い  

現代社会と薬学との接点   先端医療を支える医薬品開発の現状  

麻薬、大麻、兜せい剤などを乱用することによる咄凍への影閻  

薬害（具体例）、その背景  

日本薬局方   日本薬局方の意叛と内容  

総合演習   筐点  と薬剤師の関  わりについて考えを述べる  
身近な医薬品昔日本葉局方などを用いて糾ヰるト ■・  

②早期体験実習  鋼院ヒおける暮刑師および他の匿■如・シラの■環を見附し∴その1暮性たっいて自分の霊泉を手とれ無量する 

開局  薬剤師め1務  を見聞しこノその1羊性にづいて自分の貴腐虐まとめこ発表する1さ 

岨ホ  企集および保鑓叶生．櫨よに隅わる行政櫨蘭わ義輝を見聞しト社会においt果たしている役刊について肘■する  

保償、積祉の1蔓性を具体的な体麟に基づいて発褒する  い   
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【実務】  

出題の範囲（薬学教育モデル・コアカリキュラム、実務実習モデル・コアカリキュラムに沿って整理したもの）   

大項目  中項目  小項目  小項目の例示  

実務実習琴簡単習   事前学督を始めるにあたって   薬剤師業務   医療における薬剤師の使命や倫理などについて概説できる  

医療の現状をふまえて．薬剤師の位置づけと役割につい士概説できる  

薬剤師が行う義輝が点者本位のファーマシューテイカルケアの概念にモったものであることについて肘蝕する  

チーム医療   医療チームの雄成や各構成見の役割、迎挑と責任体制を説明できる  

チーム医療における薬剤師の役割を説明できる  

自分の能力や責任範囲の限界と他の医療従事者との遵附こついて肘旛する  

医薬分業   医薬分業の仕組みと意薮を概説できる  

処方せんと調剤   処方せんの基礎 処方せんの法的位置づけと機能について説明できる  

処方オーダリングシステムを概説できる  

処方せんの唖類、特徴、必要記載事項について説明できる  

調剤を法的根拠に基づいて説明できる  

代褒的な処方せん例の＃董における注書点を説明できる  

不適切な処方せんの処置について説明できる  

医薬品の用法・用誌   代表的な医薬品の用法t用患および投与計画についてま免明できる  

患者に適した刑形を遷択できる 

患者の特性（新生児、小児、高齢者、妊婦など）に適した用法・用出について説明できる  

患者の特憎に遇した用土を叶貫できる  

病態（腎、肝疾患など）に適した用達給真について説明できる  

服薬指導の基礎   服薬指場の意舞を法的、倫理的、科学的根拠に基づいて説明できる  

調剤重美邦人門   代表的な処方せん例の▲董塵シミュレートできる∵十  
処方せん例に従らlてこ．計数叫刺をシミュレ丁トできる 

’ 
処■方せん例に牲づて上紙1叫刑をシミュレ丁トできる：’  

別利きれた医薬品の七査をシ主iじ芋トできる「－ナごミ‘．「； 
‾ィ′i■一  

処方せんの■壬のt■とその必賽性について肘川する：t 

疑叛照会   疑熟照会の意軽と根拠   疑麹照会の意鞋lこついて、法的根拠を含めて説明できる  

代表的な配合変化の組合せとその理由を説明できる  

特定の配酎こよらて生じる医薬品の性状さ外観の変化を観察する  

不適切な処方せん例について、その理由を説明できる  

疑教蛸会入門   処方せんの間ヰ点を解決するための薬剤師と医肺の連携の1璽性を肘隕する  

代表的な医薬品について効能・効采、用法・用法を列挙できる  

代表的な医薬品について贅告、好悪、副作用を列挙できる  

代表的な医薬品について相互作用を列挙できる  

疑燕照会の流れを説明できる  

疑■照会套ジミ⊥レ＋卜する 

医薬品の管理と供給   医薬品の安定性   医薬品管理の意義と必要性について説明できる  

代表的な削形の安定性、保存性について説明できる  

特別な配慮を要する医薬品   遊楽・劇薬の管理および取扱いについて説明できる  

麻薬、向精神薬などの管理と取扱い（投薬、廃棄など）について説明できる  

血腫分画製剤の管理および取扱いについて説明できる  

輸血用血液製剤の管理および取扱いについて説明できる  

代表的な生物製剤の種貯と適応と説明できる  

生物製剤の管理と取扱い（投薬、廃棄など）について説明できる  

麻薬の取扱いをシミュレートできる 

代表的な放射性医薬品の鳩類と用途を説明できる  

放射性医薬品の管理と取扱い（投薬、廃棄など）について説明できる  

製剤化の基礎   院内製剤の意畿、鯛盤上の手続き、品質管理などについて説明できる  

薬局製剤の意線、調製上の手続き、品質管理などについて説明できる  

代濃的な院内製剤を研創できる二こ、云′三～⊥エ・ごノふ．・，  

れ薗嬢作の原理を脱明し 
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抗悪性皿■剰などの取扱いにおけるケミカルハザード回避の基本的手技を実施できる  

注射剤と輔液   注射剤の代表的な配合変化を列挙し、その原因を説明できる  

代表的庖履合た化を捜出できる  

代表的な輸液と経菅栄養刺の種類と適応を説明できる  

体内t解質の過不足を判断して楠正できる  

＝±‡・   代表的な消毒薬の用途、使用濃度を説明できる  

消幸薬調製時の注意点を説明できる  

リスクマネージメント   安全管理   薬剤師業務の中で起こりやすい事故事例を列挙し、その原囲を説明できる  

誤りを生じやすい投薬例を列挙できる  

院内感染の回避方法について説明できる  

副作用   代表的な医薬品の副作用の初期癌状と検査所見を具体的に説明できる  

リスクマネージメント   誤りを生じやすい調剤例を列挙できる  

リスクを固並するための九体策を縫左する  

事故が竃こった場合の対処方優について擾稟ナる 

服薬指導と患者情報   服薬指導に必要な技能と脹度   患者の基本的権利、自己決定権、インフォームドコンセント、守秘教務などについて具体的に説明できる  

代表的な医薬品の服薬指導上の注意点を列挙できる  

代表的な疾庇において注意すべき生活指導項目を列挙できる  

インフォームド；コシセシトこ′守秘暮様などにた慮する  

適切な言葉を選びご適切な手職を絶て服薬指導する  

医薬品に不安こ・姥杭感を持つ理由を理解し、それを除く努力をする  

患者姥過に降し、配血しなければならない注意点を列挙できる  

患者情朝の重要性   服薬指主引こ必要な患者情報を列挙できる  

点者岬景、情報ロンプライアシスご綴乱診療凱薬歴など）を把壇できる  

医師、看旺師などとの情報の共有化の重要性を説明できる  

愚者接遇に際し、配慮しなければならない注意点を列挙できる  

服薬指亜入門   代褒的な磨薬品についてこ． 

共感的態度で患者イシタビ三≒を行う∴十：‡∴  

息讐¶tにた虚じた服薬指導ができるミ！fF∴∴√三 

代表的な症例についての膿藁欄導の内富を適切ヒ記録できる 

事前学習のまとめ   総合葵習   代表的な処方せん例の生董を行うことができる 

疑義照会をシミゝレ」卜す古7，て毒草－∴∴ 

処方せん側に従って＼軒数騨刑をジミiレ÷トできる 

処方せん例に従って、什t鵬刑をシミュレートできる  

研削された医薬品のt董をシミ云レ÷トできる 

患者欄景にE虚した服薬指導ができる－∴   

病院実習   病院調剤を実践する   病院調剤集棟の全体の流れ   患者の診療過程に同行し、その体験を過して診療システムを概説できる  

病院内での患者情報の流れを図式化できる 

病院に所属する医療スタソフの推椎名を列挙し、その業務内容を相互に関迎づけて説明できる  

生命に閑わる職場であることを白光し、ふさわしい態度で行動する  

医療の担い手が守るべき倫理規範を説明できる  

恥捕上知り得た情報について守秘線積を守る  

薬剤部門を捕成する各セクションの業精を体験し、その内容を相互に㈲迎づけて説明できる  

処方せん（外来、入院患者を含む）の受付から患者への医薬品交付、服薬指叫に至るまでの流れを聴視できる  

病院薬剤師と薬局薬剤師の連携の重要性を説明できる  

計数こ計丘調剤   処方せん（麻薬、注射剤を含む）の形式、碩叛および記脱事項について説明できる  

処方せんの妃敲事項（医薬品名、分址、用法・用出など）が整っているか確認できる  

代表的な処方せんについて、処方内容が適正であるか判断できる  

巣歴に基づき、処方内容が適正であるか判断できる  

適切な疑叛照会の実翔を体験する  

薬袋．薬札に記脱すべき事項を列挙し、記入できる  

処方せんの妃厳に従って正しく医＃晶の取りそろえができる 

錠剤、カプセル刺のt十敷研削ができる  

調剤過孟呉を防止するために、実際にエ夫されている事項を列挙できる  

代表的な医薬品の剤形を列挙できる   
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代表的な医薬品を色・形、掛別コードから匪別できる  

医薬品の書鼓別に色、形などの外観が重要であることを、具体例を挙げて説明できる  

代表的な医染晶の商品名と一般名を対比できる  

異なる商品名で、同一有効成分を含む代表的な医薬品を列挙できる  

■燕・助薫、麻薫ご向井神葬などの研刺ができる 

⊥回1（十色化‖甘利の必事性を判断e二実施できる  

散剤∴腋剤などの計1騨削ができる 

研削撫器（秤量獣分包檎など）の基本的な取扱いができる  

細胞菰性のある医薬品の調剤について説明できる  

特別な注意を零する医薬品（統幕性Ⅶ■藁など）の取扱いを体験する  

錠剤の粉砕J■およびカプセル刑の開封の可否を判断し、’実施できる  

研削された医薬品に対して、鑑査の実邦を体♯する  

服薬指導   患者向けの脱明文暮の必手性を理解して．作成、交付できる  

患者に使用上の説明が必要な服歓帝、坐剤、吸入刑などの取扱い方を説明できる  

自己注射が承認されている代表的な医薬品を銅剣し、その取扱い方を睨明できる  

お菜受け渡し窓口において、薬剤の服用方法、保管方法および使用上の注意について適切に説明できる  

期けする勉よが充釧＝現れていな山＼あるいは副作用が縫わ九る嶋合のお井受け漉し窓口における対匁鹿について粗菓する  

注射削調剤   注射剤調剤の流れを概説で書る  

注射処方せんの陀飯事欄（医薬品名、分1、－用法・用土など）が丘っているか確認できる  

代量的な注射剤処方せんについてこ処方内容が港正であるか判断できる  

適切な疑義照会の実搾を休職する 

処方せんの紀覿に従って正しく注射剤の取りそろえができる  

注射剤（高カロリ÷栄暮＋蒲など）の混合繰作を実施できる 

注射剤の配合変化に㈲して実施されている直裁方法を列挙できる  

暮蕪1劇薬」麻薬、向州神業などの注射剤の臍刑と適切な取扱いができる  

細胞乾性のある注射剤の調剤にづいて説明できる  

特別な注意を要する注射剤（抗癌性膚■薬など）の取扱いを体験する 

研削された注射剤に対してこ正しい上蓋の実滞を体験する∵1 

安全対策   リスクマネージメントにおいて薬剤師が果たしている役割を説明できる  

附則過孟呉を防止するために、爽紆にエ夫されている事項を列挙できる  

商品名の綴り．発音あるいは外絨が類似した代表的な医薬品を列挙できる  

医薬品に関わる過失あるいは過陽について、遇切な対処虐を肘止する  

インシテシトニアクジデシト増告め実例や∴諷媚での体験をもとにニ・リスクマネージメントについて肘山する  

＋楕上の過失、過惧を未然lこ肪ぐための方策を捷稟できる二▼ 、” 

実℡中た生じた緒間且（■荊ミス、過誤二事凱クレームなど）を、当放機関で用いられるフナ⊥マットに正しく記入できる  

医製品を動かす・確保する   医薬品の管理・供給・保存   医薬品管理の流れを概説できる  

医薬品の適正在庫の意鞋を説明できる  

納品から任用までの医薬品の動きに係わる人達の仕事を見学し、薬剤師業持と関迎づけて説明できる  

医薬品の品質に影珊を与える因子と保存条件を説明できる  
納入医薬品の検収を体壌し、そのチェック項目を列挙できる  

同一商品名の医薬品に果なった規格があるものについて具体例を列挙できる  

院内における医薬品の供給方法について説明できる  

隋求のあった医薬品を取り柵えることができる 

特別な配慮を要する医薬品   麻薬・向精神＃および鸞せい剤席料の職級いを体♯する 
暮巣ミミ■l撫を適切ヒ取り扱うことがセきるナ｝二 ∴て▲  、’二′t←県∴∴、＝卜〉 ゝ‾● 

．．こ．ン  

血欺分即製刺め取軌、を体♯するこごノ 
－ダコ 

良仇t■が■拙けられてし鴫■■品目F■∴両¶伸一■■、tlこ≠定量≠由■1机ど）モーけ、モのキー加iFl攣し、モの▲■について書■丁も  

医薬品の採用・使用中止   医薬品の採用と使用中止の手械きを説明できる  

代表的な同機・同効築を列挙できる  

情報を正しく扱う   病院での医薬品情報   医薬品情報源のなかで∴当該病院で使用しているものの椎放と特徴を説明できる  

院内への医薬品情報旭供の手段、方法を概説できる  

購急安全性榔軋不良品回収、製造中止などの緊急憎報の取扱い方法について説明できる  

患者、医療スタッフへの情報桟供における留意点を列挙できる  

佃朝の入手・評価・加エ   医薬品の基本的な相和を、文献、MR（医刺青幸田旦当寺）などの様々な憫報源から収集できる   
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即ニュースなどを作成するために、，医薬品僧職の騨価こ加エを体験する  

医薬品・医療用兵事安全性憫相報告用紙にこ必婁亭項書紀厳できる 

情報提供   医療スタッフから■の千帆こ対する1切な報告書の作成を体崩する．∴∴∴  

医療スタッフの土こズに合ちた什鴫提供を体牡する 

患者のご÷ズに呑らた情報の収れニ∵加エおよび提供を体験する 

川場棲供内容が適切か青かを追跡できる、t さ「 

ベッドサイドで学ぶ   病棟業務の概説   病棟兼務における薬剤師の業稗（薬剤管理、与就、リスクマネージメント、供給管理など）を概説できる  

薬剤師の業務内容について、正確に妃緑をとり、報告することの目的を説明できる  

痍凱こおける薬剤のt理と取扱いを体験する  

医療チームへの参加   医ホスタッフが8常使っている書∩用丑を適切に使用できる  

病棟lこおいて医療チームの一人として他の医療スタッフとコミュ土ケー卜する  

薬剤管理指提案務   診療駄事績記燥、1事な繊壬所見など：■々の情報薫から必事な情報を収集できる 

報告に必事な憂兼（翻†H）に留書して、収集↓た付根を正確に記ゼできる（薬歴二雁薬指斗歴など）  

収嘉した情報ごとに椎に報告すべきか判断できる 

息者の診断名、病態から薬物治療方針を把檀できる  

使用医薬品の使用上の注意と副作用を説明できる  

臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を説明できる  

医師の治療方針を理解したうえで、息著｛の1切な服薬緒ヰを体験する 

血書の築に対する見解を確かめるための開放型賞聞方法を実施する 

藁に関す息■著の∫榔±分かり易く答える  

点者との傘屋を通して．服薬状況を把捜することがで幸る  

代嚢的な医薬品の効き目を、ミ患者との金指や▲肴の柵子から確か 

代表的な医薬品の劃作用を、一息書との金持や■者の樺子からさ気づくことができる∵十  

点者カりラックスし自らすすんで斤ができるようなコミュニーケショ■シを実施吏きる、二‡J二二ご 

鳥利こ共感的態度で拝するて／一ご∵‘■‥「  

患者め薬物治療上の間観点をリストアップし、SOAPを作成で卓る∴・長束・■ジ∴ノ∴J  

期待する効果が計れてしJないか」－あるいは不十分と思わホる増替ゎ対処法l＝ついて捷薫する 

劃作用が疑われる糧食の適切な対処法にういて提案する∴ 一，． ニ十  
処方支援への㈲与   治¢方針決定申プロセスおよぴモの■旛l主おi代嘉納■の鵬わりを1≠ピさばのEdズタらフ‖■■■駈どの1蹟ゐ1事性輯じとる  

適正な薬物治療由実施につしゝてご他の医療知力と必事な鷺見を交換する∴rr∵ご阜ノナ 宣豆 
薬剤を造る・調べる   院内で調製する製剤   焼肉上州わ必≠位相解しこ山下に例示する■網のいずれかを■1セ由血★．ノ塵剤ごは札液状上州（爛ヰホ軸む）な由 

九蘭製剤の仏事性を理解L・、Y以下に例示する製剤のいすれかを叫製でき．る（点眼液、し注射液など） 

染物モニタノング   実静の息者例にiづきTDMのデータを麟析じご薬物治療の適正化l±っいて肘托する■三∴▲1＿  

中毒医療への貢献   薬物中暮点者のヰ暮原因物質の検出方法と餅■方法について肘止するご．‥∴ノ  

医療人としての薬剤師  患者および羞薬品に関1する情報の授受と共有の工手性を感じとる′J・ り▼∴▼．イ  

患者にとっ七藁に関する窓口であも薬剤師の果たすべき役劃を村井し、その1蔓性を感じとる  

患者の儀鷹の回すと維持に＃刑師が積極的に六＃することの1事性を肘止する 

生命に関わる＋檀であることを白鷺じ：ふさわしい態度で行勤ナる 

医療の也い辛が守るぺき倫理規範を遵守する 

■精上知り欄た什附こついて守秘義稀を守る 

薬局実習   薬局アイテムと管理   薬局アイテムの流れ   薬局で取り扱うアイテムが医療の中で果たす役割について説明できる  

薬局で取り扱うアイテムの保健・仰生、生活の班の向上に果たす役割を説明できる  

薬局アイテムの流通拙柑こ係わる人達の仕事を見学し、薬剤師業務と閑迎づけて説明できる  

薬局製剤   代表的な薬局製剤・漢方製剤について概説できる  

代表的な薬局製剤・漢方製剤を調製できる  

薬局アイテムの管理と保存   医廃品の適正在庫とその意漑を説明できる  

納入医薬品の検収を体験し、そのチェック項目（使用期限、ロットなど）を列挙できる  

薬局におけるアイテムのt理、配列の概要を杷捜し、実務を体験する  

特別な配慮を要する医薬品   麻薬、向持神楽などの規制医薬品の取扱いについて説明できる  

毒物、劇物の取扱いについて説明できる  

止飢心■1が▲欄削けちれている粗品（瓜1．向M州膚．■1．暮事．闘定空也血★山爪など】昏●け．その侃t九臨書兄事し．モの▲▲について書■丁る  

情報のアクセスと活用   薬剤師の心情え   医療の撞い辛が守るべき倫理規範を遵守する 

■特上知り柵た什職lこづいて守秘●朔を守る  

情報の入手と加工   圧1血の▲本納なけ仰（岬生労剛書．8事1暮エ1一色さ、tれ企集．日本1州鱒丸印なaのIl旦と何札t正しくq■し、轟切に遭択で亡る   
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基本的な医薬品情報（書昏、禁忌、効能、Ill作用、相互作用など）を収♯できる  

処方内容から得られ息一昔什噌を的確に把穐できる  

襲髭輝から≠られる患者用報を的恥こ杷壇できる  

緊急安全性情報、不良品回収、製造中止などの肺魚情報の取扱い方法を説明できる  

問い合わせに対し、根拠に暮づいた墟理的な報告書を作成で卓る 

医薬品・医兼用兵曹安全性け鞘報食用紙に必賽事礪を記厳セきる‾∴‾∴ニー  

情報の提供   入手した情報を評価し、ナ鳥書に対してわかりやすい青葉、表現で適切に戊明できる 

入手した鳥書付繊を」必事に応じ三■壬正な手続きを経て他の医療従事者に提供できる 

患者および医薬品に間遺する什輪の授受と共有の工事性を感じとる 

薬局調剤を実践する   保険調剤兼務の全体の流れ   保険研削業務の全体の流れを理解し、処方せんの受付から調剤報酬の緒求までの概要を説明できる  

保険薬局として認定される条件を、薬局の設備と関連づけて具体的に説明できる  

処方せんの受付   処方せん（麻製を含む）の形式および記載事項について説明できる  

処方せん受付時の対応および注意書欄（患者名の確泣、息舌の増子、処方せんの使用期駄】召取不備、仏道地方せん〈の注意など）につし＼て説明できる  

初乗馬患者への対応と初回質問表の利用について説明できる  

初来局および再来局患者から収集すべき情報の内容について説明できる  

処方せん受付時の対応がで卓る 

生命に閑わる■穐であることを自責し」ふさわしい態度で行鋤する  

患者が自らすすんで桔ができる、ようにエ失する 

患者との金指などを通じて」服薬上の聞観点（服薬状況こ劃作用の弗硯など）を把櫨できる 

処方せんの鑑査と疑線照会   処方せんか正しく記¢されてしくることを確認できる 

処方せんに紀れされた処方藁の妥 

薬歴靖を薔照して処方内専の妥当性を判断できる 

疑■照会の行い方を身にうけるさ′ －こ  

疑義照会事例を述してご医せ機関との連携．患者べの対応をシミュレートする  

計数・計辻附則   薬袋、張札に妃敬すべき事項を列挙できる  

処方せんの記戴た従って正しく医薬品の取りそろえができる  

錠剤．カプセル刺などの打数脚剥ができる  

代表的な医薬品の刺形を列挙できる  

医薬品の沌別に色、形などの外税が正賓であることを、具体例を挙げて説明できる  

代表的な医薬品の商品名と一般名を対比できる  

同一商品名の医薬品に異なった規格があるものについて具体例を列挙できる  

異なる商品名で、同一有効成分を含む代表的な医薬品を列挙できる  

代表的な同相・同加薬を列挙できる  

代表的な医薬品を色・形、，止別コードから醜別できる  

一回長（一包化）調剤を必要とするケースについて説明できる  

一回量（丁包化）調剤を実施で卓る 

錠剤の粉砕ご＝およびカプセル剰の聞封の可否を判断し、実施できる  

散剤、ご液剤などの鮒1桝刑ができる 

Ⅵ利根払（稗t瞥、・■分包櫨など）の▲本的取扱いができる 

暮封■」料麻薬三向精神薬などの臍刑と取扱いがで卓る  

特別な注景を憂する医薬品（抗鳥性止■薬など）の取扱いを体触する  

自己注射が承認されている代表的な医薬品を調剤し、その取扱い方を説明できる  

計数・計塩調剤の鑑査   鯛刺された医薬品に対して、t董の実務を体験する 

服薬指導の益雄   適切な服薬指導を行うために、一息書から集める什粗と伝える付根を予め把壇できる  

染歴管理の意灘と重要性を説明できる  

薬丘簿の妃戴事項を列攣し∵紀入できる  

巣歴簿の保管、管理の方法、期間などについて脱明できる  

妊婦、小児、高齢者などへの服薬指導において、配応すべき事項を列挙できる  

患者に使用上の兢明が必要な岨飲t、■坐臥収入刑などの取扱い方を説明できる  

自己注射が承眩されている代表的な医薬品を調刺し、その取扱い方を説明できる  

服薬指主午入門実習   指示通りに題薬品を使用するように適切な相場ができる  

薬歴簿を活用した服薬指導ができる 

患者向けの挽明文暮を捜用した服薬指導ができる  

お薬事幡、壇康手帳を使用した服薬指導ができる   
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服薬指導実践実習   患者に共感的態度で搾する 

息者との会指笛通じて病態ご服薬状況（コンプライアンス）、服薬上の間鴨点などを把壇できる  

患者が必羊とする情報を的礼に把捜し、適切に回答できる  

患者とわ金指を通じて使用薬の効き目二副作用に関する情報を収■し、他事に応じて対処法を提案する  

入手した情報を押価しこ点者に対してわかりやすい曹集、▼表現で適切に抜明できる  

調剤録と処方せんの保管・管理   紆剤掠の法的規制について説明できる  

調剤録への記入事項について説明できる  

調剤銃の保管、管理の方法、期間などについて説明できる  

調剤後の処方せんへの記入事項について説明できる  

処方せんの保管、管理の方法、期間などについて説明できる  

調剤報酬   別刺報酬を∫定し、研削軸酬明綿暮（レセプト）を作成できる 

薬剤師の技術評価の対象について説明できる  

安全対策   代表的な医療事故朋蘭あるいは調剤過誤乎例について餌蜜し、その原画について持場薬剤師と指し合う  
名称あるいは外観が類似した代表的な医薬品を列挙できる  

特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、抗棚尿病重など）を列挙できる  

調剤過娼を防止するために、乗降にエ夫されている事項を列挙できる  

脚刑中に過娯が起こりやすいポイシトにういて肘嬢する 

過誤が生じたときわ対応策を肘止する・二二■二」一ト 

インシデント、アクシデント報告の妃駐方法を説明できる  

薬局カウンターで学ぶ   患者・顧客との接遇   かかりつけ薬肘薬剤師の役割七ついて緒ヰ薬剤師と指し合う 
▲者：二覿客に対して王切な態度で緯する、三∵ぺ二i」で ’ 

疾病の予防および址鷹甘理についてアド／くイスできる 

医師ペの受診勧告を適切に行うことができるT∴1  

一般用医薬品・医療用具・鶴康食品   セルフメデイケ÷シiシのための一般用医薬品こ医療用具1櫨廣食品などを適切に遭択・供給できる  

顧客からモニタリングによって得た副作用および相互作用情報への対応！掛こついて説明できる  

カウンター実習   寸書が自らすナんで頗ができるようにエ失する 

∫書が必雷とする情報を的確一ご把遭する十 t 

d客とわ金指を通じて使用薬の効き目1：■・劃作用に関する情報を収♯できる∵ 

入手した惰輯を騨価艮■審に劇してわかりやすい書稟＝二義視で適切には明できる 

疾病の予防及び儀鷹t理につしすてアド／くイスでき古 

セルフメデイケ÷ジiシのた彿の丁般用医薬鳥・医療用鼻などを適切に遭択1供給できる 

医師ぺの受鯵勧告をi切に行うことができる 

患者・顧客からモニタリングによって得た副作用および相互作用情報への対応附こついて説明できる  

地域で活躍する染刺師   在宅医療   三方間薬剤官理持場業務について説明できる  

在宅医療における医癖廃棄物の取り扱いについて説明できる  

薬剤師が在宅医療に関わることの鷺■を指導薬剤師とほし合う 

地域医療・地域福祉   病院薬剤師と薬局薬剤師の連携の重要性を説明できる  

当該地域における休日、夜間診療と薬剤師の役割を説明できる  

当故地墳での居辛介拉、介任支援書門■などの医療橿祉活動の状況を把櫨できる  

災害時医療と薬剤師   緊急災害時における、当該薬局および薬剤師の役割について説明できる  

地域保址 学校眞剤師の恥輝を見聞し、その役割を説明できる  

地域住民に対する医薬品の適正使用の啓発活動における薬剤師の役割を説明できる  

麻薬・覚せい剤等薬物乱用防止運動における薬剤師の役割について説明できる  

日用品に係る薬剤師の役割にういて説明できる  

日用品に含まれる化学物質の危険性を列挙し、わかりやすく説明できる  

惧蝕、隕食による中暮および食中暮に対して適切なアドバイスできる  

生活瑠墳における消韮の概念について説明できる  

三吉貼性のある薬物および催康問麒について、科学的にわかりやすく説明できる  

地域対応実習   日用品に含まれる化学物だの危険性を列挙し、わかりやすく説明できる  

娯欽．娯食による中暮および食中暮に対して適切なアド／くイスできる  

生活積憤における消毒の据念について説明できる  

三吉超性のある薬物および礁康問責引こついて、科学的にわかりやすく説明できる  

薬局業務を総合的に学ぷ   総合実習   薬局責務を総合的に実践する 

患者の鑓廣の回復と維持に薬剤師が積極的に千僻することの1羊性を拡じとる   
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薬が病気の治癒、通行防止を通して、病気の予伐とqOLの改鬱に兼離していることを感じとる  

－37－   



薬剤師国家試験出題基準について  

薬剤師国家試験出題基準は、薬剤師試験委員が試験問題を作成するうえで「妥  
当な出題範囲」と「ほぼ一定の問題水準」を保つために策定される基準であり、  

その内容については、学術の進歩及び薬剤師業務の変化に伴い、おおむね5年を  
目途に見直しを行い、薬剤師国家試験の改善を図っていくこととされている。   

現行の出題基準は、第4次薬剤師国家試験出題基準改定嘩討会（平成10年1  
2月）における見直しから5年が経過するため、現行基準を見直すべく、新たに  
第5次薬剤師国家試験出題基準改定検討会を発足させた。   

新基準は、現行基準の達成度、不足点について検討を行い、あわせて、この5  
年間における医学、薬学の・著しい進歩と薬剤師職能の充実及び動向を踏まえて現  
実に対応するために、現行基準を改定したものである。   

新出題基準の改定にあたっての、基本的な考え方は以下のとおりである。  

薬剤師国家試験出題基準  

（1）出題分野   

出題分野については、現行基準どおりの「基礎薬学」、「医療薬学」、「衛  

生薬学」及び「薬事関係法規及び薬事関係制度」の4分野とした。   

（2）出題項目   

今回の基準見直しの基本的な考え方は、現行基準の内容に沿って、医療の進  
歩及び社会環境の変化等に対応するための改定を行ったものである。また、今  
回の改定は、薬学教育の見直しにかかる学会等の提案と現状の薬学教育を比較  
して、差し支えがないと思われる場合には、大項目レベルでの事項の整理（統  
合・分離による事項名変更）、入れ替えを行っているが二 内容に大幅な変更は  
行っておらず、従来の見直しの範囲である。なお、出題項目は、あく▲までも出  
題に際し、準拠すべ・き基準であって、出題がすべてこの範囲に拘束されるもの   

ではない。  

各分野の改定の概要は、以下のとおりである。   

① 基礎薬学  

「基礎薬学」は、薬剤師職能を身につけるうえで必要不可欠な薬学の基礎   
となるものであり、「物質の構造と性質」、「天然医薬資源」及び「生体の  
構造と機能」の3つの大項目に分類されている。  

今回の改定にあたっての主たる要点は以下のとおりである。   
○ 現行基準に含まれない内容を新たに加えることは可能な限り制限したが  

一部社会的要請の変化に対応すべく、最近の科学の進歩の中から薬剤師と  

して理解すべきと判断される項目を新規に追加した。   

○ また、包括的表現で記述されていた小項目及び小項目の内容の例示を、  
整理・統合し、－表現を具休化し、出題範囲を明確化した。   

○ 他分野との整合性を明確にするため、表現を変更追加した。  厚 生 労 働 省  

（平成16年3月）  
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○ 現行基準発表以後の法令改正及び制度の規制内容の変更等に応じ、新た  
な規制項目の追加及び削除ならびに現行基準中の字句の表現の修正、項目  

間の移動などを行った。  
、○／ト項目の内容の例示は、できるだけ具体的に記載し、出題範囲を明確化  

した。   

○一 「個人情報の保護に関する法律」を加え、「介護保険法」を明記した。   

（3）留意事項   

本出題基準により問題．を作成する場合の留意事項は以下のとおりである。  
① 薬剤師として具備しなければならない基本的な知識と技能を評価する問題  

とする。  
②．4つの出琴分野については、相互に密接に関連していることから、具体的   

な問題の作成にあたっては、重複の無いよう分野間の調盤には十分な配慮が   
必要である。  

（診 資格試験として過度に難解な問題はさける。  

④ 問題の文章構成や条件設定に留意し、正解は一つだけであり、それ以外は   
正解でない問題とする。  

⑤ 問題の難易が特定の分野に偏らないこととする。  
⑥ 可能な限り、正しいもの■（または正しいものの組合せ）を問う問題とする  
⑦ 回答肢の正誤についての判断が全て正しくないと得点が得られない方式で   

ある「全回答肢正誤選択方式」は．、薬剤師として最低限必要な基本的知言馳を  
問う問題について出題する。   

（4）適用時期と次回改定   
新出題基準の適用については、平成17年に施行される試験（第90回試験）か   

ら適用する。   
▲ また、出題基準については、おおむね5年を目途に改定されるべきものとさ  
れているところだが、薬学教育の見直し．の今後の動向を勘案しながら、魔剤師  
国家試験制度の改正作業と併せて、出題基準の改定作業を行う必要がある．  

② 医療薬学  

r医療薬学」は、医療に直接関係した薬剤師の職能、すなわち、適正かつ   
安全な薬物療法の遂行等に関わる基本的な知識・技能を対象とする分野であ   
る。したがって、医薬品の作用・体内動態・製剤化・品質に関わる知識と患   

者の病態生理の理解から構成され、内容的には薬理学、薬剤学、毒性学に加   
えて、基礎病理及び基礎診断などの分野が含まれる。  

今回の改定にあたっての主たる要点は以下のとおりである。   

○ 他の分野と重複する項目を整理・統合した。   
○ 包括的表現で記述されていた現行基準の中項目等を具体的な表現に改め  

た
 
 ○ 大・・中・小項目問の入れ替えを行い、項目間の範囲と水準の調整を行っ  
た
 
 
 

○ 医療の進歩・変化に対応すべく、一部追加・修正・削除を行った。  
☆大項目の整理・調整について  

大項目は「医薬品の作用」、「医薬品の体内動態」、「疾病と病態」、   
「製剤の調製と医薬品の品質管理」、「薬剤師業務」の5つの分野とした。  

なお、現行大項目「医療薬学総論」の中・小項目及び小項目の内容の例  
示は、「薬事関係法規及び薬事関係制度」と「医薬品の作用」、「医薬品  
の体内動態」、「薬剤師業務」に移動・整理した。   

③ 衛生薬学  
「衛生薬学」は、保健衛生分野での薬剤師に対する社会の期待を考慮して   

設けられたものであり、「健康と環境」に関わる知識、技能、態度について   
問うものである。  

今回の改定にあたっての主たる要点は以下のとおりである。   
○ 従来、「保健衛生」、「栄養素と食品の化学」、「ヒトと環境」の3大  

項即こ分壊されていたが、第1項目及び偉2項目を「健康」に統一し、第  
3項目を「環境」とした。それにより、中項目及び′ト項目の記載順序が変  
更になったが、内容は現行の基準とほぼ同じである。   

○ 新たに設定された小項目の内容の例示  
☆ 新たに設定、改定された法律制度の内容（食品安全基本法、健康増進  
法、HAC CP制度、P RTR法）  

☆ 新たに問題となっている事項（内分泌撹乱化学物質、シックハウス症  

候群）   

④ 薬事関係法規及び薬事関係制度  

「薬事関係法規及び薬事関係制度」は、薬剤師としての業務を遂行するう   

えで必要な法的知識及びこれらに関連する各種制度、薬剤師としての倫理・   

規範的知識などについて取りまとめたものである。  

今回の改定にあたっては、基本的に現行基準の「法・倫理・茸任」、「制   

度」、「薬事関係埼規」、「医事関係法規」及び「医療保険関係法現」の5   
つの大項目の編成を踏襲することとし、必要最小限の改正に留めた。  

今回の改定にあたって■の主たる要点は、以下のとおりである。  

L、   
＜参考＞  

薬剤師国家試験制度改善検討委員会最終意見（平成6年6月）より抜粋  
3）出題基準の見直し   

昭和61年11月の薬剤師国家試験制度改善検討委員会最終意見におい  
て明ら▼かにされているとおり、出題基準は試験要具に出題の指標を与え、  

一定の水準を保つ一つの方策である。従って、出題基準は、あくまでも出  
題に際して準拠すべき基準で，ぁって、出題がすべてこの確聞となるよう拘  

束されるものではない。   
今回■の出題基準の見直しも引続きこの考え方に沿って、薬剤師として必  

要な基礎的知識及び技能を問う出題を念頭に、薬剤師への新たな社会的ニ  

ーズを考慮し、次のとおり見直．しを行い、別添に示す出題基準を策定し  

た。  

① 科目毎の出題基準の作成を改め、新たに設定する4つの試験分野毎の   
出題基準とする。  

② 新たな出題基準は、従来の大項目、小項目を改め、大項目、中項目、  

－2－  －3－  



小項目の3つに整理する。このうち、大項目については包括的な分類に   
改める。  

③ 従来の大項目、小項目はそれぞれ、中項目、小項目として再整理す   

る。  

④ 出題基準の内容は、学問の進歩及び薬剤師業務の変化に応じ改定が行   

われるべきものであって、従来通り、おおむね5年を目途に見直しを行   
うことが適当である。  

なお、出題基準の策定に当たっては、その内容をあま・りにも詳細に記述  

することを避け、従来同様、原則としてその大枠を示すに留めることとし  
たが、試験分野が抜本的に改められたので、参考までに小項目の内容を具  
体的に例示することとした。  

Ⅰ 基礎薬学  

薬剤師職能は、医療技術の急速な進歩にともない、ますます高度化、専門化   
が進んでいる。これらの進歩に対応できるためには基礎学力（理解力と応用力）   
が必須であるという認識に基づいて、「基礎薬学」が設けられている。   

特に、実．務の過程では身に付け難い基礎力や薬剤師としての生涯研修に耐え   
うる資質、能力を判定するために出題される′。   

「基礎薬学」に含まれる科目を例示すると薬学概論、物理化学、分析化学   
（日本薬局方試験法を含む）、有機化学、生薬学、生化学’、放射化学、機能形   

態学（生理・解剖学）、分子生物学、免疫学、微生物学などである。■   

［出題に際しての留意事項〕  

（1）出超の方針  
「基礎薬学」においては、最先端の学問、技術に関する知識を問うのではな   

く、その分野での進歩を理解するために必要な基礎的資質を問うこととする。  
大項目「物質の構造と性質」及び「天然医薬資源」については、医薬品の構   

造・性質及びその分析、確認・純度試験などの方法論の基礎的知喜跳を中心に出   
題することとする。  

大項目「生体の構造と機能」については、生体の構造、機能及び生体成分の   
代謝などに関する基礎的知識を中心に問うこととする。  

日本薬局方については、記載されている記述そのものを問うことはせず、そ   
の記述を理解し応用する知識、能力を問うこととする。  

なお、簡単な櫛造の化合物のIUPAC命名法及び汎用される物質の英語名  
（iNN：国際一般名）も出題範囲に含まれる。   

（2）他分野との調整  
「基漁薬学」においては、「医療薬学」、r衛生薬学」及び「薬事関係法規   

及び薬事関係制度」に直接関連する出題は行わず、それらを理解するために必   
要な基礎的知識を問うこととする．  
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エ 基礎薬学  小項目の内容の例示  

大項目   中項白  」、項目  小項目の内容の例示   

1．物質の構造と性質  A化学構造  乱基本的骨格  a医薬品、環境物質あるいは生体成釧こ含  

まれる骨格  

アルカン、アルケン、アルキン、芳香族化合  

物（多環縮合環を含む）、ステロイド、含窒素・  

酸素・硫黄複雇環化合物ビリジン、・ビリミジ  

ン、プリン、インドール、イミグソール、フラ  

ン、ピロールなどの誘導体  

b．基本的葵物の横造と名         aおもに日本兵局方収載医薬品の構造と名  

称   称  

C．代表的な無機化合物と  a周期表と原子の電子配置（同位元素を含  

金属錯体  む）  

bハロゲン化物  

口重乗の酸化物  

d硫黄の酸化物  

eリンの酸化物  

fハロゲンの酸化物  

gオキソ化合物  

h5舌性酸素  

＝陽イオン」堤イオン・金属錯体  

d．立体異性  aキラリティー、キラル中心  

b立体異性体（エナンチオマー、ジアステレオ  

マー、エビマー、アノマー、ラセミ体）  

C幾何異性体（シス／トランス、∈／Z）  

d立体配置の表示くR／S、シス／トランス、  

E／Z、D／しなど）  

B．化学反応性  a．化学紹合  a共有結合  

bイオン結合  

c配位結合  

d軌道の混成  

e結合の極性  

b，分子間力  a水素結合  

b疎水性相互作用  

Cフアンデルウールスカ  

d静電的相互作用  

c．基本的化学反応  a置換反応  

b付加反応  

G脱軌反応  

d転位反応．  

e縮合反応  

－6－  f政一塩基反応  

g酸化・還元反応  

（1．物質の構造と性質）  （B．化学反応性）  （c．基本的化学反応）  h加溶媒分解反応  

iペリ環状反応  

」炭素一旗素結合生成反応  

kラジカル反応  

l光化学反応の基礎  

d．官能基などの基本的な  反応性  
a生物活性と関連する官能基の性質  

ハロゲン基．水敗基、エーテル、●ヵルポニル  

基、カルポキシル基、エステル、スルホン酸  

基、アミノ基、アミド基、シアノ基、ニトロ基、  

ニトロソ基、7ゾ・ジアゾ基、ケアニジノ基、イ  

ソシアナト韮、スルフィド基、不飽和結合、芳  

香環、キノン構造、メルカプト基、ジスルフィ  

ド結合  

b官能基の草入・変換  

さ舵館  

bアミノ醜、 

G脂質  

d核酸  

a融点  

b凝固点  

G沸点、蒸気圧  

d雇‡斤率  

e比重 

f旭光度  

g粘度  

h誘電率  

i pKa. pKb 

j国慢単位（Sl）  

k双極子モーメント  

l可塑性、可塑剤  

e．生体成分の基本的な反応 性  

C．物理化学的性質  a．化合物の物性  

れ   

乏化学平衡  

b酸・塩基平衡  

c電解質の電離平衡  

dエントロピー  

eエンクルピー・  

f自由エネルギー  

g相平衡、相律、分配平衡  

h沈設平衡  

＝酸化還元平衡  

j錯体生成平衡  

k化学ポテンシャル  

a溶解度  

b電解質水溶液  



大項目   中項目   小項目   ／ト項目の内容の例示   

（1．物質の構造と性質）  （C．物理化学的性質）  cコロイド溶液  

d高分子溶液  

透圧 

′いノ長日リノl′1替Uノ1グリ不  

（1．物質の構造と性質）  （F．定性・定量分析）  b．物理的分析法  a 日本薬局方収載の吸光度測定法、蛍光光  

度法、原子吸光光度法、勲分析法、電気的   

滴定法  

aエンザイムイムノアッセイ  

bラジオイムノアツセイ  

c酵東学的分析法  

dバイオアツセイ  

a娼音波  

b MRI  

c x綿CT  

aファイバースコープ  

b X綿造形  

a韮原、性状、同定、成分、桑効、試験法  

a漢方処方の配合と適用  

a日本薬局方収撒の天然物由来の医薬品の  

粗造、性質、生合成過程の基礎  

ステロイド軌テルベノイド叛、フラボノイド  

頬、ポリフェノール規、アルカロイド類、主要  

な抗生物質、天然高分子、配糖体  

a単塘  

bオリゴ糖  

c多糖  

d校合多糖  

e柁賃の物性  

a脂肪酸  

bトリアシルグリセロール  

c校合脂質  

dコレステロール類  

e脂質の物性  

e．生物学的分析法  

hイオン強度  

i活量  

a速度定数  

b反応の次数  

c活性化エネルギー  

d遷移状態  

e反応中間体  

f律遠投階  

∂放射性凍変  

b放射線の種類と性質  

c汎用される放射性同位元素の種類と応用  

8赤外分光法  

b紫外可視分光法  

c蛍光分析法  

d核磁気共鳴法  

e質量分析法  

f旋光分散、円二色性  

g X線画折法  

a赤外分光法  

b紫外可視分光法  

c禎磁気共鳴法  

d質毘分析法  

aベーパ「ウロマトゲラフ法  

b薄暦クロマトゲラフ法  

cカラムクロマトゲラフ法  

dガスクロマトゲラフ法  

8液休クロマトゲラフ法  

a電気泳動の原理  

bゲル電気泳動  

Gキヤピラリー電気泳動  

a溶媒抽出法  

b同相抽出法  

c除タンパウ法  

8日本葉局方収載の化学的分析法（確認試  

験法、純度試験法、定量法）  

d．反応速度  

G．物理的診断法の原埋  a．画像診断技術  

b．光学技術  

8．放射性同位元素  

2．天然医薬賀源  A．生薬及び漢方薬  a．日本薬局方収弧の生薬  

b∴漢方薬  

a．天然物由来の医薬品  

D．研造船新法  

a．物理学的及び分光学的  方法  B．天然物由来の医薬品  

3．生休の構造と機能  A．生体成分の構造と性琵  a．地質の構造と性質  

b．有機イヒ合物のスペクトル 解析  

E．分離・精製法  a．クロマトゲラフ法  b．脂監の椛造と性琵  

b．電気泳動法  c．アミノ酸、ペプチド、タン  

／くク質の構造と性質  

aアミノ酸  

bペプチド  

c単純タン／くク箕  

d聴タン／くり質  

eリボタン／くク質  

fタン／くウ質の物性   

c．試料前処理法  

F．定性・定量分析  

a．化学的分析法    －8－  



小項目の内容の例示  ′」●■尺【∃Vノ1′Y曾リノ椚ノJヽ  

（3．生体の構造と機能）   

（A．生体成分の構造と性 質）  
d．核敢の構造と性質  （3．生体の構造と機能）  （C．器官の梢遣と機能）  a核酸塩基  

bヌクレオシド  

cヌクレオチド  

d DNA   

亡 RNA  

b．循環器系  8心臓・血管  

b・循環調節  

口血管内皮  

c．呼吸器系  a気管・月市  

b呼吸調蘭  

G駿東運搬  

a消化管・肝臓・膵臓  

い馴ヒ吸収・解鼻  

a 腎臓  

b生殖器  

0牲周期・妊娠  

a血液  

b血球産生・破壊  

cリンパ  

a骨相筋・心筋・平滑筋  

b骨代謝  

c筋肉収縮  

a視床下部  

b下垂体・甲状腺■副腎  

a皮膚組織  

b視覚・聴覚・喚覚  

a動物細胞  

b植物細胞  

G正薗細胞  

a細薗、リケッチア、マイコプラズマ、クラミジ   

ア  

a DNAウイルス  

b RNAウイルス  

cプラスミド  

a核、核小体  

bミトコンドリア  

8小胞体  

dゴルジ体  

eリソソーム  

fベルオキシソーム  

g細胞質  

h細胞骨格  

＝細胞壁  

e．ビタミンの構造と性質  a水溶性ビタミン（ビタミンBl、ビタミンB2、ビ  

タミンB6、ビタミンB12、ビタミンC、ナイア  

シン、葉酸、ビオテン、／くントテン酸）  

b脂溶性ビタミン（ビタミンA、ビタミンD、ビ  

タミンE、ビタミンK）  

a Na、K、Ca、Mgなど生体必須の金属元素  

b微量元素  

a基質特異性  

b補酵素  

G活性の調節  

d反応速度論  

e反応阻害  

f金属酵素  

a鴇新生  

b解職経路  

cグijコーゲン代謝  

dクエン酸固践  

亡べントースリン酸固路  

a脂肪酸代言朗  

bコレステロール代謝  

aアミノ酸代謝  

b尿素サイクル  

Gポルフィリン代謝  

aプリン代謝  

bビリミジン代謝  

a電子伝迂系  

b高エネルギー結合  

cエネルギー形態の変換  

a神経細胞  

b興奮の伝導・伝達  

cシナプス  

d中枢神経系  

色末梢神経系  

d．消化器系  

e∴泌尿・生殖器系  

g．酵素と酵素反応  f．血液・リンパ系  

g．筋肉・骨格系  

B．生体成分の代謝  a．糖質の代謝  

h，内分泌系  

i．皮膚・感覚器系  

b．脂質の代謝  

D．細胞の構造と機能  a．真核細胞  

鹿   

G．アミノ酸の代謝  

b．原核細胞  

d．ヌクレオチドの代謝  

c．細胞寄生体  

e．エネルギー産生  

d．細胞小器官  

C，器官の構造と機能  a．神経系  



大項目  中項目   ／＼項目   小項目の内容の例示   

（3．生体の構造と機能） （  D．細胞の構造と機能）  a生体膜の物性  

b膜透過  

c膜電位  

f．遺伝情報の複製と発現  

b染色体  

GDNAの複製  

d変異・修復  

eRNAの種類・転写・逆転写  

fタンパク質の生合成  

gタンパク質解析法  

g∴遺伝子工学の基礎  

h．遺伝子工学の応用  

b遺伝子組換え法  

Gクローニング  

d遺伝子組換え動物  

e遺伝子組換えタンパク質  

E．欄報伝達   a．情報伝達機構  a受容体  

bGタンパウ質  

c二次メッセンジャー  

dタンパク賃リン酸化・脱リン酸化  

e電解質  

b．神権伝達物質  aアセチルコリン  

bカテコールアミン  

cセロトニン  

dヒスタミン  

eアミノ酸類  

f一酸化窒素  

G．ホルモン  ∂下垂体ホルモン  

b視床下部ホルモン  

c甲状腺ホルモン  

d副甲状腺ホルモン  

e消化管ホルモン  

fすい臓ホルモン  

g副腎皮質ホルモン  

h副腎髄賀ホルモン  

d．エイコサ／イド  aプロスタグランジン類  

b［コイコトリエン頬  

e．サイトカイン  aインターフェロン類  

bインタ「［コイキン類  

cエリスロポエチン   

－12－   

／ハユ月日〃J同省トUJ例アド  

（3．生体の構造と機能）  a抗原  

b抗体（抗血清）  

G捕体  

d抗原抗体反応  

e抗体産生撒描  

a主要細粒適合遺伝子複合体（MHC）  

aアレルギーⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ型  

b．細胞性免疫  

c．アレルギー  

ー13－   



且 医療薬学  

Ⅱ 医療薬学  

「医療薬学」と◆は、医薬品の適正使用を目指し、医療に直接関係した薬剤師   
の職能を発揮するために必要な知識．・技能の基本となる分野である。   

［出題に際しての留意事項〕  

（1）．出題の方針   

従来の出題形式に加え、適切な薬剤の選択と投与方港、服薬指導などに関し   
て問う症例を中心とした総合的な出題形式を含む。さらに、保険薬局及び病院  
・診療所における実務実習の成果を問う問題も対象となる。   

（2）他分野との調整   

イ医療薬学」は、薬学教育の諸科目と広く関連することから、関連する基礎   
的な知’誠を組み合わせた総合問題も出題の対象となる。  

大項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示   

1．医薬品の作用   A．葉物の作用機序  a受容体  

♭イオンチャネル▲  

c輸送体（トランスポーター）  

d酵素  

b．用立・反応関係  

e．梯遥活性相関  

臥末梢神経系及びその   
効果器に作用する薬物  b副交感神経興悪梯薬及び遮断薬  

c自律神緯節刺激薬及び遮断薬 

b．伴性神経系及びその効東  

器に作用する薬物   b神経筋ほ合却刺激英及び遮断薬  

C．中枢神権系に作用す   a吸入府酔薬  

る薬物  b榊脈麻酔薬・  

c肝酔．綿助薬  

b．催眠薬  aベンゾジアゼビン系薬  

b／くルビツール敵系集  

G．向精神薬  a統合失調症治療薬  

b抗不安薬・神経症治療薬  
G抗うつ薬・  

d抗そう桑  

d．抗てんかん薬  a抗部分発作燕  

b杭全触発作薬  

d抗てんかん盟秘薬  

e．中枢性筋弛綴薬  争抗癌性麻痺薬  

t抗′もーキンシン病薬  

b抗コリン罷  

g．鎮痛薬  8府薬性鎮痛薬  

b非麻桑性較痛姦  

G麻薬措抗辞  

h．解熱薬  aサリテル故系薬  

bアニリン系薬  

cビラゾロン（ヒリン）素案  

；．中枢興奮薬  a大脳皮質興奮薬  

b中枢性呼吸興奮薬  

c覚醒アミン  

j．めまい治療薬   a抗ヒスタミン薬  

bアドレナリンβ受容体封激薬  

－14－  



大項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示   

（1．医薬品・の作用）   （G．心臓血管系に作用す  d．高血圧症治療薬  ∂C㌔チャネル遮断薫  

る薬物）  シンAT脚卵燕  

eアドレナリンβ受容体遮断燕  

fアルナリンα皮料本遮肝薬  

g中枢性交感神経抑制薬  

h末梢性交感神経抑制薬  

1血即応弓圧築  

e．低血圧治療薬  きカテコールアミン系桑  

b非力テコールアミン系蕪  

†．末梢血管拡弓良薬  ・aプロスタグランジン系薬  

bニコチン醜系菜  

cアドレナリン飢受容体遮断乗  

dアドレナリンβ受容体刺激薬  

a．末梢性呼吸鼎佗粟  

薬物  

b，銃咳・去疲菜  

G．気管支喘息治療薬  

a．健胃消化薬  

q勿  

b．消化性潰瘍治療薬  

b抗コリン薬  

c抗ガストリン菓  

dヒスタミンH2受容体遮断薬  

eプロトンポンプ阻害粟  

fドパミンD】受容体遮断菜  

gプロスタグランジン系薬  

h防御因子増強薬  
j・ヘリコ′くクタービひノ除菌集  

G．胃，腸植能改善薬  

d．踵疫稟  

e．催吐及び制吐茶  

f．…鶉下及び止瀧稟  

g．肝・胆t膵臓性能改善薬  

a．利尿薬  a浸透圧性利尿薬  

薬物  bチアジド系利尿薬  

c炭酸脱水酵素阻害薬  

dループ利尿薬  

eカリウム保持性利尿薬  
fアルドステロン桔抗菓  

b．排尿障害治療薬  

小項目の内容の例示  

（1．医薬品の作用）  （C．中枢神経系に作用す   
る桑物）  

k．脳循環代謝改善薬  a脳血管拡張薬  
b脳神経権能賦清美  

G内因性生理活性物質  

a中枢性コリンエステラーゼ祖青葉  ；．抗アルツハイマー病稟  

a．免疫抑制薬   

b．免疫増強薬   

G．免疫調整薬  

d．ワクチン・抗血清   

a．抗ヒスタミン薬  

b，ケミカルメディエータ一道離   

隠密薬  

G．ケミカルメディエークー合成   

阻害薬   

d．ケミカルメディエーター遮断   

粟  

a．ステロイド性抗炎症桑   

b．非ステロイド性抗炎症薬  

c．消炎酵素  

a．心不全治療薬  

D．免疫系に作用する薬   

物  

a DMÅRD  

E．抗アレルギー薬  

F．抗炎症薬  

G．心臓血管系に作用す   

る薬物  
a利尿薬  

b強心配糖体  
Gアドレナリンβ受容体刺激桑  

d PDEⅢ阻蕃薬 ・  

e硝放棄  

f ACE阻書薬  

gアンギオテンシンAT．受容体遮断桑  

hアドレナリンβ受容体遮断薬   

al群薬  

b Ⅱ・群集  

c‾Ⅲ群集  

dⅣ群蕪  

巳強心配脚本  

a硝酸薬  

bアドレナリンβ受容体遮断薬  

らCaモ◆チャネル遮断薬  

d血栓溶解薬  

e血液凝固阻書薬  

f 血／ト板凝集阻害薬  

f麻薬性鎮痛薬  
gアデノシン増強薬  

b．不整脈治療薬  

c．虚血性心疾患治療薬  



大項目   ■■ 三 …  小項目  小項目の内容の例示   
（1．医薬品の作用）   （」．泌尿器系に作用する  

薬物）  

K．生殖器系に作用する  

薬物  

b、子宮収縮薬  

c．子宮弛緩薬  

d．避妊薬  

L‥血液・造血器官に作用  

する薬物  

b・血液凝画阻害薬及び止血  

薬  

¢．血小板凝集阻害薬  

d．血栓溶解薬  

0．血液代用薬  

L血液＃剤  

M．服た作用する薬物  

局所麻鱒薬、抗菌薬、角膜  

治療薬、血管収庵薬）  

b．白内陣治療薬  

c．緑内障治療薬  

d．アレルギー性結膜炎治癒  
桑  

N．皮膚に作用する薬物  

b．琉痺稟  

G．角化症治療薬  

0．申分泌・代謝系に作用  a視床下部向下垂体れレモン及び下垂体  
する薬物  前集・後莱ホルモンとその分泌異常治療薬  

b甲状腺ホルモンとその遮断薬  

c副甲状腺ホルモン  

d膵臓ホルモン  

e副腎皮質ホル雫ンとその合成代用薬 

f性ホルモン関連薬とその合成代用薫  

gタンパウ質同化ホルモン  

h消化管ホルモンとその準断薬  

b．ビタミン a水溶性ビタミン  

b脂溶性ビタミン  

c．糖尿病治療薬 aインスリン製剤  

bスルホニル尿素系薬  

c速効型インスリン分泌促進薬  

dピグアニド系薬  

eα－グルコシダーゼ四書薬   

大項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示   
（1．医薬品の作用）   （0．．内分泌・代摘系に作  （c．糖尿病治療薬）  f インスリン抵抗性改昔薬  

用する薬物）  g合併症治療薬  

d．高脂血症治療薬  aH湖心－CoA還元群衆阻害桑  

b・陰イオン交換樹脂  

¢フィブラート系菜  

dニコチン酸素薬  

e植物ステロール  

e．高原酸血症治療薬  a尿取掛世促進薫  

b尿酸合成阻害薬 

G痛風発作抑制策  

f．骨粕しょう症治療粟  

a．抗細蘭粟  aβ－ラクタム系桑  

薬物  bアミノグリコシド系燕  

Cマクロライド系薬  

dテトうサイウリン系奔  

eペプチド系薬  

fニューキノロン系薬  

gスルホンアミド系爽  

b．抗抗敢歯糞  a抗結城築  

bハンセン病治療薬  

¢．抗真笹薮  aアゾール系薬  

bポリエン系渠  

d．抗ウイルス桑  き抗ヘルペスウイルス薬  

b抗サイトメガqウイルス薬  
c抗イン 

d杭州∨猫  

e抗肝炎ウイルス集  

¢．抗寄生虫桑■  a抗原虫薬  

b抗駆虫薬（抗墟虫頚）  

f．消海燕  aアルコール根  

bハロゲン化合物  

Cフェノール頼  

d過酸化物  

eアルデヒド顆  

f界面活性物質  

Q．抗悪性旺瘍薬  a．アルキル化粟  

b，代謝括抗垂  

c．抗生物質  

d．白金錯体  

e．天然物由来物質  

仁ホルモン療法薬  



大項目   中項目   小項目   小項月の内容の例示   
（1．医秦品の作用）   巨（Q・抗雛朗薬）  

R．診断用薬  a．造影剤  

b機能検査用薬  

c．放射性診断薬  

よ検査薬（妊娠、糖軋潜血  

など）  

S．薬効薬理と一般薬理  a．薬効薬理試験  

b．→般薬理試験  

丁．医薬品の安全性   a青書事象と副作用の定義  

b有害事象の分類と毒性試験（急性毒性、  

僅性巷性、生殖・発生苺性、寛がん性、居  

所刺激性、光毒性、遺伝毒性、抗原性、光  

感作性く依存性、耐性）  

C副作用の種類（過重による副作用〔薬理  

作用の延長線上の反応】、一般的な用量  

による副作用）  

b．副作用発現に影響する因            古生理的因子く年齢、性）  

子  b病的因子（肝、腎疾患）  

c遺伝的優子（人種差、酵素欠損）  

dアレルギー性体質  

e併用薬  

f環境因子  

c．薬剤耐性  aメチシリン耐性葉色ブドウ球菌（MRSA）  

等  
b麻薬等  

c抗悪性腰痛菓等  

d．急性薬物中毒とその処置  

b解毒薬  

e．障害誘発薬物  a肝臓害  

b腎障害  

c循環器系障害  

d神経・感覚器障害  

e皮膚障害（アレルギー、光過敏症）  

f血液、造血器障害  

g呼吸器系憧寄  

h発生・生殖器障害  

i骨格筋障書  

f．薬害  aサリドマイド、クロロキン、キノホルム、ソリ  

ブジンと5ヰUの併用   

大項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示   

2医薬品の休内勤態  8崖舶放 

b促進拡散  

c能動輸送  

d膜動輪送  

b．吸収  a消化管の構造・機能と薬物吸収  

b消化管以外の帥立からの吸収  

c初回通過効果  

dバイオアベイラビリティ（生物学的利用  

能）  

e生物学的同等性  

c．分布  a組純分布の支配要因（タン／くク結合など）  

bリンパ管への移行  

c脳・脊髄液への移行  

d胎児への移行  

d．代紺  a．代謝様式  

b代紺幣束  

c代謝酵素の曝書と誘導  

d代ま射群衆の遺伝子（遺伝的）多型  

e．排泄  a．腎排…世  

b，胆汁中排泄・膜肝循環  

c．酢肝以外からの排泄  

仁薬物動態の変動要因  

b生理的要因  

c．遺伝的要包  

g．疾患時における薬物勤  

b肝疾患  

c心疾患  

臥薬物動態の解析と投   

与計画  （PK）  bl－コンパ→トメントモデル  

c2－コンパートメントモデル  

d級彬モデルと非線形モデル  

e全身・組細・固有クリアランス  

fモーメント解析  

gポピュレーションPK  

il投与方法・剤形とPK  
仁投与計画  

」非臨床薬物動態試験  

b．血中薬物訳度モニタリン           aTDMを必要とする染物  

グ（TDM）  bTDMを必要とする状況  

c試料採取と薬物濃度測定  

3．疾病と病態   A．診療録と臨床検査                   a．主な検査値  a血液生化学的検査値の変動  

b血液学的検査値の変動  

c免疫・血清学的検査値の変動  

d尿検査他の変動  

8腫瘍マーカー  



大項目   中項目   小項自   ノJヽ項目の内容の例示   

（3・疾病と離）   （β．疾病と病態生理学・病  （f．呼吸器疾患）  b肺炎  

態生化学）  G気皆支喘息／肺気蘭／慢性閉塞性肺疾  

患  
d肺義歯症  

e肺結疲、非定型（非結核性）抗酸薗感染  

痘  

f肺がん  

g．消化器疾患  a食道がん  

b胃がん  

G胃炎（急性、促性）  

d消化性潰瘍  

e肝炎（ウイルス性、急性、慣性つ 

f劇症肝炎  

g肝硬変  

h防がん  
l急性胆のう炎  

j胆管炎  

k胆石症  
＝障炎（急性、保性〉  

m便秘／下痢  
n大腸炎  

0過敏性脳症候群．  

p隙がん  

q大脳がん  

「炎症性脳疾患  

s痔疾虚  

h．血液及び造血器疾患  

ど）  

b赤血球増多症  

c紫斑病（血小板減少症、血液凝固異常  

症）  

d白血球減少症  

e血友病  

f播種性血管内凝固痘侯群（DIC）  

g血栓・巫栓症  

h白血病（急性、促性、骨髄性、リンパ性）  

i．慈覚器疾患  a緑内障  

b白内陣  

c晩餐（めまい〉  

j．耳鼻咽喉疾患  a別品腔炎  

b扁桃腺炎  

k・申分泌・代謝疾患  a糖尿病  

b低血糖  

G甲状腺槻能冗進症／低下症  

d副腎皮質拙能冗進症／低下症  

e尿扁症  

f脂質代謝異常（高脂血症）  

g高尿酸血痕（痛風など）  

l．炎症  a炎症（急性、僅性）  

の内容の例示  
（A．診療録と臨床検査）  b．生理機能榛査  a・む電園  

b呼吸棟能検査など  

e加齢・妊娠   

∂機能異常と器貨変化  

b地織変化と病態   

a記載様式  

b繁用医療用話  

c．病理検査  

d．診療録の読解  

a．中枢神繚系疾患  8．疾病と病態生理学・病  

態生化学  
a脳内出血  

b脳梗塞  

¢クモ肢下出血  

d脳腫瘍（悪性、良性）  

巳てんかん  
fパーキンソン病／バーキンソン症候群  

gアルツハイマー病／アルツハイマー型老   

年病果  

hうつ病  

iそう病  

j統合失調症  

k神経症  

l心身症  

m片瀬病   

a骨粗しょう症  

b変形性関節症   

aアレルギー  

等麻疹，光過敏症、アトピー性皮膚炎、ア  

レルギー性招膜炎、アレルギー性鼻炎．  
bアナフィラキシー性ショック 

G自己免疫疾患【全身性エリテマトーデス  

（様症状）、関節リウマチユ  

d後天性免疫不全症候群［HⅣ感染症】  

8移植免疫  

a心不全  

b不整脈  

¢虚血性心疾患（狭心痘／心筋梗塞）  

d高血圧症  

e低血圧・   

a糸球体腎炎（急性、僅性〉  

b腎不全（急性、慣性）  

cネフローゼ症候群  

d尿路感染症  

e尿路結石症  

f前立腺肥大  

g陣痛微弱  

ll乳がん  

l子宮がん  

a気管支炎  

b．骨・関節疾患  

c．免疫疾患  

d．心臓・血管系疾患  

ら．腎・泌尿生殖器疾患  

仁呼吸器疾患  



小項目の内容の例示  小項目の内容の例示  
（4．製剤の調製と医薬品の  

品質管Ⅰ璧）  乱製剤の性状、製法と試  験  a．日本薬局方通則及び恕剤  総則  （日．疾病と病態生理学頒  

態生化学）  

a通則  

b製剤総則  

c剤形各論  

a試験規格  

b製造エ‡呈とGMP   

a錠剤、顆粒剤、カプセル別の調製  

b坐剤、歓喜別の調製  
c軟吾基剤  

a濃度及び等張化計Ⅱ  
b漉減法、無退城イ乍法  

c保存剤  

a固形製剤（賦形剤、崩壊剤、滑沢剤など）  

b半固形製剤  

G注射剤を含む溶液製剤   

a脚立操作（粉砕、分繊、混合、造粒、乾  
燥、製鑓、コーティング〉  

b粉砕胤混合概、連絡槻、錠剤機、凍結  

乾燥撒など  

cスケールアップ   

a密閉容器、気密容器、密封容器  

b代表的医薬品の貯法  

m．皮膚疾患  

n．感染症  

aアトピー性皮膚炎、接触性皮膚炎等   

a細菌感染症  

bウイルス感染症  

c真薗感染症  

d寄生虫、原虫感染症  

e菌交代現象  

b．品質管理  

G．図形製剤・半固形製剤の   
調製  

d、無菌製剤の調製  

C．疾病と薬物選択  a．疾病に対する主な医薬品  

の選択と使用  
a中枢神経疾患に対する医薬品  

b骨・関節疾患に対する医薬品  

c免疫疾患に対する医薬品  

d心臓・血管系疾患に対する医薬品  

e腎・泌尿生殖器疾患に対する医薬品  

f呼吸器疾患に対する医薬品  

g消化器疾患に対する医薬品  

h血液及び造血器疾患に対する医薬品  

i感覚器疾患に対する医薬品  

j内分泌・代謝疾患に対する医薬品  

k悪性新生物に対する医薬品  

l炎症に対する医薬品  

m感染症に対する医薬品  

n癌性痙痛に対する医薬品  
0救命救急時に用いる医薬品  

e．医薬品添加剤  

f．単位操作と製剤機械  

b．医薬品と禁忌  a疾病  

b年齢  
G妊娠   

a安定性に影響する要因（酸・塩基触媒反  
応、触媒・温度の影響）  

b安定性予測（反応速度式、アレニウス式）  

G安定化   

a結晶形（多形、無品形など）  

b粉体粒子としての性質（粒子径、粘度分  

布、形状、比表面積）  

G集合体としての性質（空間率、かさ密度、  

流動性、充てん性など）  

dぬれ、吸湿性   

a薬物の溶解度  

b萌壌性  

c溶解速度  

d溶解性の改善（複合体、固休分散体など）   

a界面の性質  

♭界面活性剤  

G乳化と乳剤の型  

d代表的な分散系  

e分散系の安定性   

a粘度  

bニュートン流体、非ニュートン流体  

g．貯法と容器、表示  

h．薬物送達システム  

（ドラッグデリバリーシステ   

ム）  

4．製剤の調製と医薬品の品 質管理  
A．製剤の基礎的な特性  a新しい刺形 

b放出制御製剤  

c経皮吸収製剤  

d微粒子製剤  

eターゲティング  

fプロドラッグ   

a粉体、粒子に関する試験法  

b物性に閲する試験法（粘度測定法、熱分  

析法など）  

c溶出試験法、崩壊説放法、含ゴi主均一性試  

験法、質茄偏差試験法など  

d注射剤とその容器についての試験法  

e異物についての試験法   

a錠剤の硬度・舵損度試験  

b故習別の試験  

c安定性試験（温度、湿度、光）   

a原医の解析  

b防止対策  

c処方オーダリングシステム  

a．医薬品の安定性と安定化  

b．粒子・粉体の性質  

弓．製剤関連の日本薬局方一  

般試披法  

c．薬物の溶解、溶出  

j．その他の製剤試軌去  

5．薬剤師業務  A．医療の安全管理  a．医療事故の防止  

e．レオロジー（変形と流動）  b．調剤過誤の防止   

a．病院におけるチーム医療  B．チーム医療  a院内感染対策  

bクリニカルパス  

c緩和ケア   



大項目   中項目   小項計   小項目の内容の例示   
（5．薬剤師業務〉   払ト医療）  b．地域におけるチーム医療  

薬剤師）  

b在宅医療  

c医療機関と保険薬局との連携（薬薬達  

携）  

C．臨床試験  a．臨床試験（治験の支援）  

b比較対照試験  

c医薬品承認審査肝熱SBA）  

D．処方せんの鑑査    a．記載事項  

b．調剤薬の特定＝  a桑名、削形、親 

b一般名での記載時  

G製剤特性と同等性  

c．用量  a標準用量（常用亙）  

b小児用丑  

G高齢者用畳  
d制限量・  

e腎障害・肝障害と用量  

f適応症と用丑  

d．用法  a服用回数  

b服用時期  
c用法指示  

d適応症と投与期間（日数）  

e特殊な肩法  

f補助者具の使用法  

8．配合変化  a配合注意  

b配合不適  

G配合不可  

f．菜匿及び投与菜の花認  

b副作用歴（問診）  

G重複投与・相互作用のチェッウ（併用禁  

忌、併用注琶、内用莱と外用薬の併用（内  

服と点眼等）、薬物動態学的な相互作用、  

稟力学的な相互作用、飲食物との相互作  

用）  

d他科・他施設受診の確認  

e注射薬・処置薬の確認  

靂g．処方意図の理解   ∂疾患と処方   

の内容の例示  
（5．薬剤師業務）  （F．一般調剤実務）  c．薬袋の作成  

d．計量器の取扱い  

a薬袋に記瑠すべき情報（用法、用度、使  

用上の注意、保哲方法等）   

aメートグラスとディスペンサー（液剤、シロッ  

プ刺での使い分け）  

b電子天秤の取扱い   

a散剤の物性  

b希釈散  

c錠剤の粉砕  
d製剤立と成分量  

e調製法   

a諷刺問の互換性   

a長期と短期  

e．散剤の調剤  

仁徐放性悪剤の調剤   

g．1固定調剤   

h．麻薬の調剤   

t．調剤其の監査   

i．細他毒性のある医薬品の  

取扱い  

a．注射剤・中鋸夜の混合  G注射剤・輸液の調剤  a安定剤（配合変化）  

b無菌性  
C輸液バッグ・セットヘの吸着   

a投与権祐  

b安全性一品賞の確保   

a電解賃濃度・弛塩基平衡の計計輔正  

a適応  
b栄華成分  

Gカロリー計算  

d微i還元寮  

e使用上の注意  

b・注射剤の投与関連事項  

¢．電解質・柏液濃度の計算・  

補正   

d・中心綿脈栄韮療法用輸  

液  

e．電解質輸液、輸液療法の   

基本   

f．鑑査   

g．細胞毒性のある注射剤の   

取扱い   

a．患者情報の収集と活用  

b処方薬の作用職序  

c併用案の意図  

d注射剤・輸液の処方意図の理解  

a調製上の間璃点  

a服薬コンプライアンス  

b重圧作成と患者への服用封使用法の説  

明  
c患者と家族の心理と対応  

d生活の覧   

H．服薬指導  

E．疑義照会  a．疑義の抽出と吟味  

b．疑叢照会方法   

8． 

b．劇薬・毒薬の取扱い  

F．一般調剤実務  
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小項目の内容の例示  
Ⅲ 衛生薬学  

「衛生薬学」とは、薬剤師として身につけておくことが必要な公衆衛生上の   
知請ぃ技能を基本とする分野で衛生化学・公衆衛生学を中心としている。その   
他、「衛生薬学」に該当する学科目を例示すると、栄並化学、環境科学、毒性   

学、病原微生物学、疫学、生態学などがあげられる。   

［出題に際しての留意事項〕  

（1）坦題の方針  
「衛生薬学」では、疾病予防、さらには健康の維持・増進に必須の公衆衛生   

上の知識と技能のうち、薬剤師とし七身につけておくことが必要と考えられる   
保健衛生、環境相生、食品術生、栄養、化学物質の毒性などに関する基本的事   

項を出題する。  

各試験法を問う出題については、保健衛生上の意義が大きく、かつ、当該分   
野において汎用されているもの、または原理的に窪要なもののみを出題し、そ   

の意義、測定原理など、試験または測定実施のために必要とされる基礎的事項   

を問うこととする。専門業務において習得すべき操作などの詳細は・出題しない   

こととする。  
各種基準などの数値は、記憶することが必須または極めて有用な数値である   

場合を除いて、数値そのものを問う出題はしないこととする。  
また、法令などに基づく規制措置などの行政事項の変更に係る設問は、当該   

法令などの改正や制度の新設などの内容が十分周知されるまでの間は出題しな   
いものとする。   

（2）他分野との調整  

衛生関係法規として、食品衛生法、化学物質の審査及び製造などの規制に関   
する法律、有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律及び学校保健法に   
ついては、「衛生薬学」において出題する。  

また、医薬品の体内動態は原則として「医療薬学」で出題されるが、薬毒物   
を含む代表的な有害化学物質の体内動態は「衛生薬学」において出題する。さ   

らに、栄養化学に関しては、構造等の基礎知識は原則として「基礎薬学」で出   
題されるが、その栄養学的側面については「相生兼学」において出題する。  

a情報の提供  

b薬物相互作用の予測  

a高齢者  

b小児  

c妊婦  

dがん・精神病患者への服薬説明・  

b．副作用の回避  

c，特殊な患者への服薬説明  

侍．薬剤師業務）  

a医療用医薬品、主な一般用医薬品  

b情報源（添付文書、医薬品インタビュー  

フォーム、緊急安全性情報など）  

a統計・解析法  

b薬剤疫学  

G生物学的同等性  

a病院・薬局医薬品集  
b薬事委員会式料  
cシステマテイツクレビュー（メタ分析など）  

a情報提供法の種類と特徴   

a医薬品情報管理業沫の基準  

b医薬情報担当者  

a医薬品の貯法、保管  

b医薬品の晶琵管理と品質確保  
G薬剤の廃棄   

a消車乗の使用法   

a体内投与用放射性医薬品（特徴と一般的   
事項、医療機関内での調製と臨床応用）  

a．発生・収集  l．．医薬品情報  

b．解析・評価  

c、再構築・編集  

d．提供とその評価   

B．医薬品惰報関連業務  

a．医薬品管理の総論  J．医薬品の管理  

b，消毒薬の取り扱い  

G．放射性医薬品の取扱い  

d．診断用医薬品の取扱い   

e．輸血用血液製剤・血矩分  

国製剤の取扱い  

a管理と取扱い上の留意点  

a保管・管理・  
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Ⅲ 衛生薬学  
ノ小項目の内容の例示  

の内容の例示  

a也廠と疾病の槻念  

b世界煤塵機関（WHO）の役割  

c健康増適法  
a栄養素（三大栄美東、ビタミン．ミネラル）  

b栄葉素の消化．吸収、代謝  

G脂質の運搬における血扮ノボタン／くり質  

dタンパク箕の栄養的な価値  

e‘栄養価（日本食品標準成分表〉  

fエネルギー代謝（基礎代謝、呼吸商、エネ  

ルギー所要量）  

g栄養所要量  

h日本における栄養摂取の現状と問題点  

i栄養素の過不足による疾病   

a腐敗  

b油脂の変敗、油脂の変質試験  

G褐変  

d変質を防ぐ方法（保存法〉  

ぞ◆食品成分由来の発がん物質  

f食品添加物  

g食品館生のための法規制（食品衛生法、  

食品安全基本法）  

h保健拙能食品  

i遺伝子組換え食品   

a食中毒の桂矩と発生状況  

b細菌性・ウイルス性食中毒  

c食物アレルギーとアレルギー捕食中毒  

d自然童  

eマイコトキシン  

f化学物質（立会屈など）による食品汚染  

g残留農薬による食品汚染  

h食品汚染対策（HACCP）   

a人口統計の意義  

b人口諦態、人口動態  

c国勢調査  

d死亡に関する指標  

e人口の将来予測に必要な指標   

a死因別死亡率の変遷  

b日本における人口の推移と将来予測  

c高齢化と少子化  

b．疾病の予防とは  a疾病の予防（一次、二乳三次予防）  

b予防ほ桔  

C新生児マススタノーニング  

d疾病の予防における薬剤師の役割  

e学校薬剤師の役割   

a悠染症（経口感染、日和見感染、院内感  

染、国際慾染症など）  

b新興悠染症、再興感染症  

G感染症法における悠染症の類型  

d母子感染する疾鑓  

e性行為感染症  

f想染症対霹（悪染症法、予防接種法、結核  

予防法）  

G・岱染症の現状とその予 防  

b．食品の品質と管理  

d・生活習愴病とその予防  a生活習慣病の錘類とその物向  

b生活智恨病のりスク蟹田  

C食生活と喫煙などの生活智借と疾病  

d生活習恨病の予防対策（低康日本21ト   

a職弗柄とその予防対琵   

a有害物質を有する家庭用晶の規制基準   

a 代表的な肴寄化学物質（吸収、分布、代  
謝、排泄）  

♭第一相反応が関わ阜代謝、代謝活憎化  
¢第二相反広が関わる代臥代謝活性化  

e．職業病とその予防  

f．筒底用品の規制   

a．化学物質の代掛代謝  

活性化  A．化学物質の生体への影  響  

鹿   
8．社会・集団と題康  a．保健統計  

b．化学物質による発がん  8発がん性物質などの代鋸舌性化  

b変異原性試験（Ame叔験など）  

C発がんのイニシエーションとプロモーション  

dがん遺伝子とがん抑制遺伝子   

a化学物屑の毒性評価試験法  

b肝臥腎臓、神経などに特異的に毒性を示  
す化学物質  

C．代表的な有害化学物質（韮金属、農産、P  

CB、ダイオキシンなど）  

d重金成や活性酸素による煙害を防ぐため  

の生体防御因子  

e毒性試験の結果を評価するのに必要な量  

・反応関係、開催、無蛮性皇（NOAEL）  
f安全摂取量（＝ヨ許容摂取量など）  

g法的規制（化審法など）  

h内分泌撹乱化学物質  

c．化学物質の苛性  

b．健康と疾病をめぐる日本 の現状  

a疫学の役割  

b 疫学の要因（病因、環境要因、宿主要因）  

c疫学の種類（記述疫学、分析疫学など）  

d症例・対照研究の方法（オッズ比）  

e要因・対照研究（コホ」、研究〉の方法（相  

対危険度、寄与危険度）  

f医薬品の作用・副作用の調査  

g疫学データの解潮  
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大項目   中項目   項目   小項目の内容の例示   
（2．環境）   （B．生活環境と腱床）  e．東条物  ′ 

■′”て－ 

c医療鹿穀物  

qマニフェスト制度  

ePRTR法  

f．環境保全と法的規制   

b環境基本法  

C大気汚染を防止するため甲法規制  

d●水質汚濁を防止するための法規制   

大項目   中項目   項目   小項目・の内容の例示   

（2・環境）   （A．化学物質の生体への影  d．化学物質による中毒と処  a代表的な中毒原因物質の解毒処置法  

響）   ∵置  b化学物質の中毒量、作廃寺官、中毒症状、  

救急処置法、解毒法の検索  

e．薬毒物中毒と薬毒物検    a中毒の種類（劇毒物・麻薬薬・唾眠薬・精神  

出法   安定剤・アルカロイド・大麻・麻薬・覚せい剤  

・農薬）   

f．非電離放射線の生体へ  

の影響  

g．電磁放射線の生体への  

影響  

a紫外線  

b赤外線  

a電離放射線の種類  

b被曝線量と生体損傷（体外被曝、体内被  

曝）  

G放射性核種の標的臓器・組織  

a地球環境の成り立ち  

b 生態系  

c人の健康と環境の関係  

β地球規模の環境問題（オゾン層破壊、酸性  
雨、地球温暖化、海洋汚染の成因、人への  

影甘）  

e食物連鎖、生物濃縮  

f化学物質の環境内動態と健康彩響  

g環境中の放射性核種（天然、人エ）と低価  

影響  

a原水の種類  

b水の浄化法  

G塩索処理  

d水道水の水質基準、測定法  

e下水処理、排水処理  

f水質汚濁の主な指標  

g DO、BOD、COD  

h冨栄泰化  

a空気の成分  

b主な大気汚染物質（推移、発生源、健康影  

響）  

c主な大気汚染物質の測定法  

d 

ど）  

a室内環境を評価するための代表的指標  

b室内環境と値康  

c室内環境の保全  

dシックハウス症候群  

B．生活環境と健康  a．地球環境と生態系  

c．大気環境  

d．室内環境  
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F¶   

Ⅳ 薬事関係法規及び薬事関係制度   
大項目   中項目  ト  ト項目   小項目の内容の例示   

1．法・倫理・王佐  A．法規  a．悪法と乗車関係法規と・  a個人の尊重  

の関連   b生存権  

b．法令の構成  a法秤・政令・省令・告示・通達  

b条約  

c条例  

乱倫埋  a．倫理と法律の違い  

b．薬剤師の倫理  a医療の担い手としての倫理  

c．生涯独育   a生涯教育（薬剤師研修制度）  

d．インフォームドコンセン  

ト  bヘルシンキ宣言  

C．貴任  8．倫理的責任   a社会的王佐・道徳的泣任・追証的蛮任▲  

b．法的iヱ任  a民ヨ‡的正任（債務不雁行、不法行為）  

b刑邸的茂住（菜湖上過失致死傷等、守秘  

端株）  

c行政的畏任（集三拝関係法規、医療保険閲  

係法規など）  

c二製造物責任法  a法の目的  

b定通く淑造物、欠陥、製造花巻など）  

c製造物責任  
d免貞事由  

e相聞の制限  

d．個人情報の保旺に関す            a法の目的  

る法律・   b 個人情報取扱覇業者の義務  

2．制度   A医療制度  a．医療提供休制  a医政提供体制の概要  

り・医療保陪（保険）制度の  a被用者（職域）保疲制度のしくみ  

しくみ  b地域保険制皮のしくみ  

G老人保低制度のしくみ  

d介弦保険制度のしくみ  

e公勤負担医療制度のしくみ  

c．医療行政体系  a国・地方公共即ホの鞘生・医療保険行政組  

穐  

b詫間税関（轟軍関係審猛会（中央・地方）、  

社会保障恕識会、社会保険医療協言議会（中  

央一地方））．  

c保他所、衛生研究所  

d社会保険事務所・福祉事務所   

Ⅳ 薬事関係法規及び薬事関係制度   

「薬事関係法規及び薬事関係制度」は、薬剤飾と、しての業務を遂行するに際   
して必要な法的知敵及びこれらに関連する各種の制度なちびに医療の担い手と   

しての任務を施行するために保持すべき倫理規範的知識について問うものであ   

る。すなわち、大項目「法・倫理・責任」ゐ項では、■倫理・規範・責任に関す   
る知識及び法令の構成知識を、「制度」の項では、基本的制度とその関連知識   
を、さらに、「法律」の項では、必要な関係法令の知識を示した。  

［出題に際しての留意事項］  

（1）出題の方針  
ノ  

① 「薬事関係法規及び薬事関係制度」の出題にあたっては、いたずらに末梢   
的規制（値）や字句または薬品名の暗記力を問う問題は避けること。特に   
「法・倫理・責任」または「制度」の項に関する出題にあたっては、これら   

の基本的知識及び理解力を問う問題とする。  

② 法令、制度の新設や改正内容に関する設問は、当該法令等の改正内容が周   
知されるまでの間（原則として施行日より試験当日まで少なくとも1年を経   

過・していない期間）は出題しないものとする。  

③ 法律の区分に該当する出題については、法億上の争条文の規・制内容の理解   
を問う出題のほか、特定な行為についての適正な措置または法的規制を問う   
事例問題も出題することとする。   

（2）他分野との調整  
「薬事関係法規及び薬事関係制度」の知識は、その多くが医薬品の開発及   

び医療現場における薬剤師巣務等の基盤となる知識であり、他分野から・の出   
題も考えちれることから、出題にあたっては、他分野からの出題と重複する  
ことのないよう配慮する必要がある。  

なお、「薬事関係接規及び薬事関係制度」に関連する法律に閲し、食品衛   
生法、化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律、有害物質を含有する   
家庭用晶の規制に関する法律及び学校保健法については、これらの法律の主   
たる分野である「衛生薬学」において出題することとする。  
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大項目   中項目   小項目   小好日の内容の例示   
（3．薬事関係法規）   B．薬事法   乱規制対藻物の定液と分  a 目的  

頬  b医薬品・医薬部外品・化粧品・医療機器の  

定舐  

c医薬品の分頬  

b∴薬局  8聞設の許可  

b構造設備の規制  

c薬剤師の員数  

d薬局閑蘭書の業掛こ伴う規制  

e管理者の米酢こ伴う規制  

f販売の方法  

c．医薬品販売業  a医薬品服完其の手盛循  

b許可  

？構造設備の規制  
d薬剤師の品数  

e販売業奄の集矧こ伴う規制  

f管理者の業務に伴う規制  

g販売の方法  

d．医療機器の脹完・日貨                  a嵩度管理医戒り址器等の】l文放し、  

築及び修理業  b管理医療撒器の取扱い  

c構造設職の規制  

8．品質確保・製造哲理シス    a製造販売課  

テム b製造業  

c総括製造販売先住着の業務  

d医薬品隠遁管理者等の裟湖  

e「薬局等構造設愉用則」イ医業品の製追及  

び品質哲理基準」（GMP）  
f外国製造医薬品の特例  

g渠局における製造版元の特例  
h言已定認維他聞  

i日本桑馬方（総則関係を含む）  

」品㌍基準  

k検定  

f．承詑都査システム  

b酎寸費別の作成基準  

C承認審査（大臣権限・知事柁限）のしくみ  

d原柔等量緑原簿  

g．市販後調売制度（PM  

S）  b再評価制度  

C副作用惜掛反共評価提供システム  

d医薬品の市販後の調査の基準（GPMSP）  

e医剰苗報担当者（MR）の役割  

f医薬関係者の情報提供義務の規定  

h．流通の適正化  a毒鳩憧、処方せん医薬品等の取扱い  

b容乳添付文沓等への表示事項  

c製造■版禿等の禁止規定  

d広告  

大項自   中項目   小項目   小項目の内容の例示   

（2．制度）   （A．医療制度〉  d，医薬分業制度  

e薬局の業務運営ガイドラインの内容  

f薬剤師の在宅医療の支援  

B．医療と経済  乳医療費  a国民医療黄  

b老人医療費  

亡国民医療費の構成  

b．葉菜経済  

（り薬剤費  a薬局調剤医療費  

b薬剤費  

（2）生産  a医薬品生産金額  

（3〉流通  a流通のしくみ  

b不公正取引の葉止（独占禁止法買19条）  

c公正競争規約（景品表示法第10条）  

C．医薬品開発  a．総論  a医薬品開発の歴史  

b医薬品開発の流れ  

b．研究・開発  aプロセスと期間・費用  

b匡lの支援政策  

G希少疾病用医菜晶・医療竜叢の取扱い  

d薬理学的試験（効力を賽づける試験、一般  

粟埋書式技）  

ら医薬品の安全性に関する非臨床試娘の実  
施の基準（GLP）  

f薬物動態試験  

c．治験の取扱い  a定義  

b届出制度．の内容  

c医薬品の臨床試験の実施の基準（GCP）  

D．血液供給体制  a．安全な血液製剤の安定                  a法の目的  

供給の確保等に関する  b基本理念  

法律   G基本方針  

d血液製剤の種類  

e採血者の毛務  

f採血の制限  

g需掩計画   

a．薬剤師の資格と任務  3．薬事関係法規   a薬剤師の任務  

b薬剤師の免許・届出  

c名称の使用制限   

a調剤に関する禁止事項  

b調剤した薬剤の取扱い  

c調剤業務に伴う管理規定  

d情報の提供  

b．薬剤師の業務  



大項目   中項目   小項目   小項目の内ぬの例‾   
（3．薬事開放法規）  （D．麻桑等の取締法）  a法の§的  

b規制対象物貿（覚せい剤」黒せい剤原料）  

c取扱者・取扱施設  

d指定及び資格要件  

e輸出・輸入  

f製造・製剤・小分け  

g挽渡・油受・所持  

h使用・施用  

i表示・封  

j保管・管理  

k廃棄  

l三l；故の指乾  

m記録  

n広告  

E．葦物及びJ卿勿取締法  

b規制対剥勿豊（制勿・刷物・特定紆掛政令  

で指定する含有物）  

c滝物劇物取扱鑓住着t取扱施設の定瀬  

d特定幕物研究者  

e営某所の登録  

f輸出」抽入  

g悪道・製剤りJ、分け  

h酢度・払受・所持  

i使用・施用  

j爽軒幻覚・麻酔作用物の規制  

k引火性・発火性・爆発性物質の規制  
t装示  

m保琶・管理  

n廃粂  

0運搬  

p葦洋上使用者の規制  

q事故の措置  
r行政措役・命令  

4．医事関係法規  A．医療法  a．医療施設  a医療提供施設の種類と規制の内容  

b施訃構造設備の規制  

c森剤師め員数  
d哲理者の監督政務  

b．医療提供体制  8医療提供の理念  

b包括医療（保健・医療・福祉の速けい）  

c地域医療計画と医療圏  

d地域医療と薬局・薬剤師  

B．医師法・歯科医師法   a医師等の任務  

b非医師の医叢の業止  

b．処方せんの交付幾務   

b処方せんの記載事項  

Q交付薬剤の容器の表示  

日の内容の例示  
（3．薬事関係法頚）  伯．薬事法）  i．生物由来製品の特例  a定義  

b生物由来製品の品質確保  

〇生物由来製品の流通の適正化  

d感染症定期報告   

a立入検査  

b緊急命令  

G検査命令  

d改善命令  

e変更命令  

f業務停止  

g承認・許可の取消し  

k．動物用医薬品の取扱い   

a．救済制度  

a動物用医薬品の取扱い   

a救済制度の巨的及び発足の経緯  

b副作用の定義  

G医薬品副作用被害救済業務  

d生物由来製品感染救済業務   

a医葉晶・医療機器技術研究振興業務  

b希少疾病用医薬品・医療触器の振興業務  

G医薬品等の承認審査関連業抹  

d医薬品等の品質・有効性・安全性関連業顆   

a法の目的  

b規制対象物箕（蘇集、向精神薬、特定麻薬  

向精神薬問料）  

c取扱者・取扱施設の定法  

d免許及び資格要件  
8家庭麻薬  

fジアセテルモルヒネの取扱い  

g輸出・輸入  

h製造・製剤・小分け  

＝乱渡・純愛・所持  

j使用・施用  

k表示▲封  

l保管・管理  

m廃棄  

n事故の措置  
0記録  

p広告  

a法の目的  

b定義  

c園の独占権  

d禁止  

eけしの栽培・管理  

a定義  

b禁止  

c大麻取扱者  

C．医薬品医療機器総合機 構法  

b．その他の業務  

D．麻薬等の取締法  

a．麻薬及び向精神薬取持 法  

b．あへん法  

c．大麻取締法  



大項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示   

（4．医事関係法規〉  C．保健師助産師看護師法  a看護師の定義（法第5粂）  

b非看護師の業務禁止（法第31号）  

5．医療保険関係法規   A． a．保険医療の実施  a保険医療機関■保険薬局  

b保険医一保険薬剤師  

c大臣（又は知事）の指導  

b．保険給付のしくみ       a医療給付の内容  

b薬剤給付のしくみ  

b医療給付の方法   

d一部負担金と高額療葺糞制度  

e診療報酬・調剤報酬点数表  

f医療費の請求・審査・支払し 

a制度の意味  

b点数表の構成  

G調剤関係技術料の内容と算定方法   

a薬価基準制度のしくみ  

b薬価基準価格の井定  

c薬価調査  

a制度の内容  

b給付の内容  

G善用の請求  

a老人医療  

b老人医療以外の医療  

c給付の対象内容  

d至宝用の負担  

e丑用の請求  

a制度の内容  

b給付の内容  

G至宝用の清栄  

c．診療報酬・調剤報酬  

d．薬価基準制度  

a．国民値確保険  B．国民値康保険法  

a．老人医療等  C．老人渓魔法  

a．介護保険  D．介護保険法  
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